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日
田
文
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六
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号 



序 
 

文 
 

日
田
市
は
、
北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
大
分
県
の
西
端
に
あ
り
ま
す
。 

本
市
は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
山
々
と
こ
れ
ら
の
山
々
か
ら
流
れ
る
川
が
合
流
す
る
盆
地
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
生
活
を
営
む
私
た
ち
は
、

山
々
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
水
資
源
の
恩
恵
を
日
々
受
け
続
け
て
い
ま
す
。 

古
く
か
ら
先
人
た
ち
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
水
と
自
然
か
ら
、
様
々
な
文
化
を
、
こ
の
日
田
の
地
に
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地

で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
た
文
化
や
歴
史
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
日
田
文
化
』
は
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
次
報
告
は
文
化
財
保
護
の
取
組
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
田
市
の
文
化
財
保
護
部
局
が
前
年

度
に
実
施
し
た
事
業
の
概
要
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
書
に
は
年
次
報
告
の
ほ
か
、
二
本
の
原
稿
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
大
神 

信
證
氏
に
は
、
日
田
市
の
小
中
学
校
教
諭
で
郷
土
史
の

研
究
等
に
尽
力
さ
れ
た
故 

野
田 

髙
巳
氏
の
追
悼
文
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
綿
貫 

俊
一
氏
に
は
、
天
瀬
町
五
馬
市
に
あ
る
旧

石
器
時
代
の
遺
跡
調
査
の
報
告
を
記
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
書
が
、
本
市
の
歴
史
文
化
の
解
明
に
資
す
る
と
と
も
に
、
文
化
財
保
護
の
取
組
へ
の
理
解
や
、
そ
の
普
及
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
お
二
方
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
よ
り
本
市
の
歴
史
文
化
の
継
承
・
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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日
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教
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教
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江
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例
言 

 
一 
本
書
は
、
日
田
の
原
始
時
代
か
ら
近
現
代
に
亘
る
歴
史
や
文
化
に 

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
た
成
果
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、 

機
関
誌
と
し
て
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
年
）
に
創
刊
さ
れ
た 

『
日
田
文
化
』
の
第
六
十
七
号
で
あ
る
。 

 

二 

本
書
に
は
、
論
考
・
論
文
等
の
ほ
か
、
年
次
報
告
（
年
報
）
と 

い
う
形
で
、
日
田
市
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
が
令
和
五
年
度
に 

実
施
し
た
事
業
の
概
要
等
を
収
録
し
た
。 

 

三 

本
書
は
第
六
十
七
号
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
発
行
と
な
り
、
日 

田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る
。 

 

四 

本
書
掲
載
の
論
考
・
論
文
等
は
内
容
に
よ
り
、
縦
書
き
原
稿
、 

横
書
き
原
稿
が
混
在
す
る
た
め
、
掲
載
順
は
縦
書
き
原
稿
、
横 

書
き
原
稿
、
年
報
と
し
、
縦
書
き
原
稿
の
頁
数
は
漢
数
字
、
横 

書
き
原
稿
の
頁
数
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
記
載
し
て
い
る
。 

 

五 

「
年
報
」
部
分
に
つ
い
て
、
三
舩
が
作
成
し
た
。 

 

六 

本
書
の
編
集
は
、
三
舩
が
行
っ
た
。 
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1

　

元
文
化
財
調
査
委
員
野
田
髙
巳
先
生
を
偲
ん
で

　

生
年　

昭
和
二
年
八
月
生　

　

没
年   

令
和
五
年
七
月
三
一
日　

 

九
五
歳

　

功
績
内
容　
　
　

　　

氏
は
昭
和
二
三
年
に
大
分
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
の
後
、
本
市
小
学
校
教
諭
と
し
て
赴

任
、
以
来
、
四
〇
年
間
小
、
中
学
校
教
員
と
し
て
学
校
教
育
に
尽
力
し
、
昭
和
五
三
年
に

退
職
さ
れ
る
。

　

そ
の
間
、
音
楽
活
動
の
啓
蒙
、
振
興
を
図
る
べ
く
、
昭
和
四
八
年
に
は
日
田
市
民
合
唱

団
を
、
昭
和
五
一
年
に
は
、
小
、
中
学
校
を
中
心
と
し
た
日
田
少
年
少
女
合
唱
団
の
結
成

に
参
画
、
更
に
は
、
音
楽
教
育
活
動
の
み
な
ら
ず
、
社
会
人
音
楽
活
動
団
体
と
の
連
携
、

相
互
研
鑽
を
目
的
に
、
全
市
的
な
音
楽
活
動
の
振
興
を
図
る
べ
く
日
田
市
合
唱
協
議
会
の

結
成
に
尽
力
し
、
今
日
の
音
楽
活
動
振
興
、
活
性
化
の
礎
を
築
く
活
動
を
長
年
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

又
、
昭
和
六
二
年
、
文
教
施
策
と
し
て
芸
術
文
化
全
般
に
亘
る
活
動
の
振
興
、
活
性
化

を
目
指
し
設
立
さ
れ
た
日
田
市
民
文
化
振
興
基
金
事
業
に
参
画
さ
れ
、
募
金
形
成
に
係
る

募
金
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、又
基
金
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長
と
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

 　

履
歴(

略
歴)

は
以
下
の
と
お
り
で
す

　

履
歴

　　

昭
和
二
三
年
三
月　

大
分
師
範
学
校
本
科
卒
業
。
以
来
、
日
田
市
立
光
岡
小
学
校
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
中
学
校
、
三
隈
中
学
校
等
、
音
楽
、
社
会
科
担
当
教
諭
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赴
任
。

　

昭
和
三
四
年
九
月　

日
本
大
学
通
信
教
育
部
文
学
部
史
学
科
専
攻
終
了
。

　

昭
和
四
八
年
三
月　

日
田
市
民
合
唱
団
を
結
成
。
団
長
、
指
導
者
と
し
て
活
動
。

　

昭
和
五
〇
年
四
月　

日
田
市
合
唱
協
議
会
を
結
成
。
会
長
に
就
任
。

　

昭
和
五
一
年
四
月　

日
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
が
結
成
さ
れ
指
導
者
に
委
嘱
さ
れ
る
。

　

昭
和
五
四
年　
　
　

日
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
を
歴
任
し
、
昭
和
五
三
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
、
咸
宜
小
学
校
長
を
最
後
に
退
職
。

　

昭
和
六
二
年
四
月　

日
田
市
民
文
化
振
興
基
金
実
行
委
員
会
委
員
長
に
就
任
。　

　

平
成
元
年
四
月　
　

日
田
市
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員
（
郷
土
史
部
門
）
に
就
任
。

　

平
成
七
年
一
一
月　

日
田
市
政
功
労
者
表
彰(

教
育
文
化
の
振
興)

　

平
成
二
三
年　
　
　

大
分
県
知
事
表
彰

　

平
成
二
四
年　
　
　

秋
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

　

活
動
の
歩
み

　　

野
田
髙
巳
先
生
は
大
分
師
範
学
校
を
卒
業
の
後
、
小
中
学
校
教
諭
と
し
て
お
勤
め
に
な

り
、他
に
音
楽
、特
に
合
唱
の
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
各
学
校
や
団
体
の
コ
ー

ラ
ス
の
指
導
を
さ
れ
多
く
の
市
民
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
日
田
市
功
労
者
、
県
知
事

表
彰
さ
ら
に
叙
勲
は
こ
れ
ら
の
功
績
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
、
当
市
発
行
の
「
日
田
文
化
」
に
先
生
の
功
績
の
一
端
を
振
り
返
り
記
録

を
い
た
し
ま
す
の
は
、
長
年
の
文
化
財
調
査
委
員
会
で
の
ご
活
躍
で
す
。
現
在
は
日
田
市

の
条
例
改
正
に
よ
り
こ
の
組
織
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
日
田
市
の
郷
土
史
に
造
形
の
深
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い
先
生
方
が
年
に
数
度
は
会
合
を
持
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
や
日
田
の
歴
史
の
現
状
な

ど
の
意
見
を
交
換
し
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
生
方
が
「
日
田
文
化
」
執
筆

に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

野
田
先
生
は
昭
和
三
四
年
に
日
本
大
学
史
学
科
の
通
信
課
程
を
修
了
さ
れ
、
歴
史
に
対

す
る
思
い
が
強
く
お
あ
り
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
誕
生
以
来
変
わ

ら
ず
お
過
ご
し
に
な
っ
た
日
田
市
小
野
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
愛
着
と
深
い
興
味
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
そ
の
活
動
の
中
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

　

昭
和
六
三
年
一
月
一
日
創
刊
の
『
へ
く
そ
か
ず
ら
』
は
小
野
地
区
の
文
芸
、
歴
史
な
ど

を
地
元
の
人
々
が
投
稿
し
て
出
版
し
た
文
芸
書
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
先
生
は
小
野
地
域
の
歴
史
で
「
寒
水
合
戦
」「
平
城
岳
合
戦
」「
英
彦
山
塵

古
集
」「
岳
滅
鬼
婆
の
こ
と
」　
「
佐
藤
氏
の
こ
と
」「
小
野
篁
伝
説
」「
戸
山
の
延
命
院
他

山
中
修
験
坊
の
こ
と
」「
英
彦
山
大
行
事
社
」「
小
野
地
域
の
金
山
の
こ
と
」「
小
野
地
域

の
地
名
」「
小
野
地
域
寺
史
社
史
」
等
の
地
域
に
根
ざ
し
た
様
々
ら
郷
土
史
を
取
り
上
げ

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
進
の
学
徒
の
指
針
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
小
生
に
託
さ
れ
た
宿
題
と
し
て
旧
小
野
村
役
場
の
資
料
が
廃
棄
さ
れ
か
か
っ
た

の
を
先
生
は
止
め
ら
れ
、
資
料
は
現
在
公
民
館
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
県
内
に
も
現
在

は
数
件
し
か
保
存
が
な
い
行
政
文
書
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
読
な
ど
の
作
業
は
今
後

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
早
く
保
管
の
作
業
が
必
要
で
す
。
先
生
の
遺
言
で
す
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

文
責　

元
文
化
財
調
査
委
員
会
副
委
員
長　

大
神
信
證
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序

　 昭 和 55 年 頃 （1980 年 前 後 ）、 大 分 県 農 政 部 は 県 営 日 田 地 区 広 域 営 農 団 地 農 業 整 備 事 業

と し て 日 田 郡 天 瀬 町 ( 現 在 の 日 田 市 天 瀬 町 ) の 宇 土 地 区 、 福 島 原 地 区 を 東 西 に 横 断 す る 農

道 を 計 画 し た 。 県 農 政 部 か ら の 実 施 協 議 を 受 け 、 大 分 県 教 育 委 員 会 文 化 課 で は 昭 和 60 年

(1985) に 宇 土 地 区 、昭 和 61 年 (1986) の １ 月 か ら ３ 月 に か け 福 島 原 地 区 の 試 掘 調 査 を 実 施 し 、

両 地 区 か ら 遺 構 や 遺 物 が 出 土 し た 。 そ の た め 県 文 化 課 で は 、 当 時 の 天 瀬 町 教 育 委 員 会 と 協

議 し 、 昭 和 60 年 (1985) に 宇 土 地 区 の 宇 土 遺 跡 、 同 61 年 (1986) に 福 島 原 地 区 の 五 馬 大 坪

遺 跡 と し て 本 調 査 を 行 っ た 。

　 当 時 、 天 瀬 町 教 委 に は 文 化 財 担 当 者 が 不 在 で あ り 、 同 教 委 の 依 頼 に よ り 県 教 委 文 化 課 で

は 、 宇 土 遺 跡 の 調 査 に 高 橋 信 武 ・ 綿 貫 俊 一 、 五 馬 大 坪 遺 跡 の 調 査 に 坂 本 嘉 弘 ・ 綿 貫 俊 一 を

派 遣 し 、 本 調 査 の 実 務 を 実 施 し た 。 そ の 後 、 出 土 遺 物 の 整 理 は 県 文 化 課 資 料 室 で 調 査 担 当

者 が 行 い 、 昭 和 61 年 (1986)3 月 31 日 に 宇 土 遺 跡 、 平 成 元 年 (1989)3 月 31 日 に 五 馬 大 坪 遺

跡 の 報 告 書 を 天 瀬 町 教 育 委 員 会 か ら 刊 行 し た 。 当 時 の 県 教 委 文 化 課 資 料 室 で は 、 今 日 と 異

な っ て 遺 物 の 水 洗 は パ ー ト の 作 業 員 が 行 い 、 遺 物 実 測 ･ ト レ ー ス は 調 査 担 当 者 が 本 務 の 合

間 を ぬ っ て 行 う な ど の 状 況 で あ っ た 。 と り わ け 実 測 の 難 易 度 の 高 い 石 器 類 は 時 間 が か か

り 、 多 く を 掲 載 で き な か っ た 。 そ う し て 刊 行 し た の が 前 記 の 報 告 書 で あ っ た 。

日田市天瀬町五馬台地の旧石器時代遺跡
－五馬大坪遺跡と宇土遺跡の旧石器時代資料－

綿貫俊一（大分県立埋蔵文化財センター）

第 1 図　五馬大坪遺跡・宇土遺跡と周辺の遺跡

1　五馬大坪

2　宇土

3　福島原

4　ひざま塚古墳

5　元宮古墳

6　宮ノ原

7　杉園

8　旭が丘

9　川原

10 塚田

11 西
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　 宇 土 遺 跡 と 五 馬 大 坪 遺 跡 の 調 査 実 務 と 遺 物 整 理 を 大 分 県 教 委 で 行 っ た 経 緯 か ら 、 し ば ら

く 出 土 遺 物 は 県 教 委 文 化 課 の 資 料 室 で 保 管 さ れ て い た 。 調 査 担 当 者 の 一 人 だ っ た 筆 者 は 、

報 告 書 発 行 後 も 20 年 近 く 何 ら か の 形 で 補 足 的 な 報 告 を 行 う べ く 両 遺 跡 出 土 の 石 器 類 を 実

測 し て い た も の を 今 回 、 本 稿 を 論 文 と し て 掲 載 す る も の で あ る 。

　 な お 、 筆 者 が 宇 土 遺 跡 と 五 馬 大 坪 遺 跡 の 報 告 で 石 器 類 を 担 当 し て い た こ と も あ り 、 本 稿

で は 両 遺 跡 か ら 出 土 し た 旧 石 器 時 代 遺 物 を 報 告 ・ 論 究 す る 。

１ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 立 地 景 観

　 日 田 市 の 東 部 、 天 瀬 町 は 筑 後 川 の 中 流 で あ る 玖 珠 川 が 町 を 南 北 に 二 分 す る よ う に 西 流 す

る 高 原 地 帯 で あ る 。 町 を 南 北 に 分 け る 玖 珠 川 沿 い の 地 峡 部 は 標 高 が 200 ｍ 前 後 で 、 天 ヶ

瀬 温 泉 な ど の 観 光 宿 泊 施 設 な ど が 立 ち 並 ぶ 。 そ の 南 北 の 高 原 地 帯 は 標 高 約 300 ｍ か ら 550

ｍ 前 後 の 起 伏 の あ る 地 形 で 、 畑 地 、 水 田 、 里 山 が 展 開 し て い く 地 形 で あ る 。

　 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 両 遺 跡 は 、 南 側 の 高 原 に あ た る 五 馬 台 地 上 に 位 置 す る 。 こ こ

は 行 政 的 に は 福 島 、 宇 土 に あ た り 、 遺 跡 の あ る 場 所 は 中 釣 集 落 と 小 さ な 小 川 が 西 流 す る 谷

を 南 に 見 お ろ す 一 続 き の 尾 根 状 丘 陵 に 立 地 し ( 第 １ 図 ・ 第 ２ 図 )、 丘 陵 の 東 か ら 西 へ 宇 土

遺 跡 ・ 五 馬 大 坪 遺 跡 と 連 続 す る 。 五 馬 大 坪 遺 跡 の 東 半 部 は 、 調 査 に 従 事 し て い た だ い た 作

業 員 に よ れ ば 、 か つ て ” 雨 乞 い ” を し た 場 所 で あ る と い う 証 言 が 調 査 時 の 記 憶 と し て 残 っ

て い る 。 周 辺 に は 、福 島 原 遺 跡 、西 遺 跡 な ど の 旧 石 器 時 代 遺 跡 、ひ ざ ま 塚 古 墳 、元 宮 古 墳 、

旭 が 丘 遺 跡 （ 埴 輪 出 土 地 ） な ど の 古 墳 時 代 遺 跡 が 分 布 し て い る （ 第 １ 図 ）。 ま た 、 西 遺 跡

の 南 に は 高 瀬 Ⅲ 遺 跡・平 草 遺 跡・亀 石 山 遺 跡 な ど の 旧 石 器・縄 文 時 代 遺 跡 が 分 布 し て い る 。

第２図　五馬大坪遺跡・宇土遺跡と周辺の地形図
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２ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 基 本 層 序

　 基 本 層 序 の 表 記 に つ い て は 、 五 馬 大 坪 遺 跡 を ア ラ ビ ア

数 字 、 宇 土 遺 跡 を ロ ー マ 数 字 で 示 し て い る 。 ま ず 最 も 堆

積 層 が 厚 く 丁 寧 な 観 察 を 行 っ た 五 馬 大 坪 遺 跡 の 試 掘 調 査

ト レ ン チ で あ る T10 区 西 壁 面 の 層 序 を 説 明 し （ 第 ６ 図 ）、

宇 土 遺 跡 の 層 序 と の 対 応 関 係 を 説 明 す る ( 第 ３ 図 )。

　 １ 層 ： 明 褐 色 で 層 厚 5㎝ 。 草 木 の 根 が み ら れ る 部 分 。

　 ２ 層 ： 暗 黒 色 で 層 厚 12㎝ 。 軟 質 の 有 機 質 土 。

　 ３ 層 ： 淡 黄 色 で 層 厚 ２ ㎝ 。 降 下 パ ミ ス と み ら れ る 細 か

い 火 山 ガ ラ ス か ら な る 。 土 壌 化 が 進 み 、 限 ら れ た 分 布 。

　 ４ 層 ： 暗 黒 色 の 有 機 質 土 で 、 層 厚 19㎝ 。 軟 質 。

　 ５ 層 ： 淡 黄 色 で 層 厚 ６ ㎝ 。 ア カ ホ ヤ 降 下 パ ミ ス と み ら

れ る 層 で 、 ブ ロ ッ ク 状 に 堆 積 す る 。

　 ６ 層 ： 暗 黒 色 の 有 機 質 土 で 、 層 厚 14 ㎝ 。 や や 粘 性 を

有 す る 。 縄 文 時 代 早 期 に 形 成 さ れ た 層 で あ る 。

　 ７ 層 ： 暗 褐 色 の 粘 質 土 で 、 乾 く と 白 い 。 層 厚 16 ㎝ 。

６ 層 と ８ 層 の 漸 移 層 で あ る 。

　 ８ 層 ： 黄 褐 色 の 粘 質 土 で 、 層 厚 30 ㎝ 。 ソ フ ト ･ ロ ー

ム (SL)、 ハ ー ド ･ ロ ー ム (HL) に 相 当 。

　 ９ 層 ： 暗 褐 色 の 硬 質 土 で 、 層 厚 25㎝ 。 黒 味 が 薄 い が 、 黒 色 帯 (BB) に 該 当 す る 。 本 層 の

最 上 部 域 か ら 、 ８ 層 の 最 下 部 域 に AT の 降 下 層 準 が 予 測 さ れ る 。

　10 層 : 黄 褐 色 の 粘 質 ロ ー ム 層 で 、 下 位 に な る ほ ど 自 然 礫 が 目 立 つ 。

  宇 土 遺 跡 は 五 馬 大 坪 遺 跡 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 五 馬 大 坪 遺 跡 の １ 層 ～ ６ 層 に 宇 土 遺 跡 の

Ⅰ 層 、 五 馬 大 坪 の ７ ・ ８ ・ ９ 層 に 宇 土 の Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ 層 、 大 坪 の 10 層 に 、 宇 土 の Ⅴ 層 が 対

応 す る 。

　

３ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 石 器 石 材

　 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 に 共 通 す る 石 器 石 材 も 多 い た め 、 こ こ で 解 説 す る 。 両 遺 跡 の 中

に は 九 州 地 域 の 石 材 産 地 の も の に 酷 似 し た 石 材 を 用 い て い る が 、 こ れ に 関 し て は 肉 眼 観 察

に よ る 推 定 で あ り 、 将 来 的 に は 蛍 光 X 線 分 析 に よ る 同 定 が 必 要 で あ る 。 本 論 の 末 に 掲 載

し た 一 覧 表 は 実 測 図 に 対 応 し て い る が 、 石 材 の 項 目 で 石 材 を １ か ら 11 に 分 類 し た ア ラ ビ

ア 数 字 を 記 入 し て い る 。 こ の 数 字 に 連 動 す る の が 以 下 の 解 説 で あ る 。 　

　 石 材 １ 　 大 分 県 ・ 宮 崎 県 の 県 境 の 本 谷 山 付 近 を １ 次 産 地 と す る 流 紋 岩 ・ ホ ル ン フ ェ ル ス

で あ る 。 新 鮮 な 割 れ 面 は 青 黒 く 硬 い 石 で 、風 化 す る と 暗 灰 色 を し て い る 。 し ば し ば 奥 岳 川・

大 野 川 本 流 の 河 床 で 見 か け る が 、 遺 跡 で も 角 の 取 れ た 原 石 に 近 い 石 核 を み か け る の で 、 大

野 川 水 系 の 川 原 や 段 丘 礫 層 か ら 採 取 し た こ と が 推 測 さ れ る 。

　 石 材 ２ 　 熊 本 県 阿 蘇 郡 小 国 町 の 西 小 国 産 と 推 定 さ れ る 黒 曜 岩 で あ る 。 発 泡 時 の 気 泡 が 多

く 、 細 か い ピ ッ チ の リ ン グ が 多 く 観 察 さ れ る の が 特 徴 で あ る 。

第３図　五馬大坪遺跡・宇土遺跡の

　　　　層位関係柱状図　　　　　
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　 石 材 ３ 　 熊 本 県 阿 蘇 市 の 象 ヶ 鼻 産 ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 と 推 定 さ れ る 石 材 で あ る 。 割 る と

鈍 く 光 沢 の あ る 黒 い 割 れ 面 で 、 通 常 は 風 化 し て 焦 げ 茶 色 と な り 、 ザ ラ ザ ラ と し た 質 感 で あ

る 。 五 馬 大 坪 遺 跡 の 既 報 告 段 階 で は 、 阿 蘇 市 の 象 ヶ 鼻 の 産 地 が 発 見 さ れ て お ら ず 、 産 地 不

明 の 黒 曜 岩 と し て い た 岩 石 で あ る 。

　 石 材 ４ 　 色 は 濃 い 灰 色 を 基 調 と し た 風 化 で 、 色 の 黒 い 脈 状 の 縞 状 線 が 入 る こ と が 特 徴 の

安 山 岩 で あ る 。『 大 分 県 史 先 史 篇 』 に よ る と 大 分 県 日 田 市 大 山 町 の 松 原 ダ ム が 渇 水 期 時 に

現 れ る 貫 見 地 区 の 丘 陵 が 原 産 地 と す る 石 材 に 相 当 す る と 既 報 告 段 階 で 記 載 し て い た 石 材 で

あ る 。 し か し 貫 見 の 丘 陵 を 原 産 地 と す る 石 材 の 実 態 が 不 明 で 、 そ の 検 証 は 必 要 な も の の 明

確 で は な い 。 近 年 、 大 分 県 玖 珠 郡 玖 珠 町 に 所 在 す る 四 日 市 遺 跡 で 出 土 し た 旧 石 器 類 に も 酷

似 し て お り 、 そ の 石 器 類 の 石 材 は 同 遺 跡 の 北 西 2.7 ｋ ｍ 離 れ た 牧 ノ 平 山 で 原 石 を 発 見 し て

い る 。 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 石 器 石 材 と し て は 、 当 面 松 原 ダ ム と 牧 ノ 平 山 産 で あ る 可

能 性 を 考 え て お き た い 。

　 石 材 ５ 　 佐 賀 県 伊 万 里 市 の 腰 岳 や 長 崎 県 松 浦 市 牟 田 で 産 出 す る 黒 曜 岩 と 推 定 す る 漆 黒 色

を し た 良 質 の 黒 曜 岩 で あ る 。 し か し 石 材 ５ と し た 宇 土 遺 跡 の 細 石 刃 石 器 群 の 例 に は 、 石 材

11 に 含 め た ロ ー ム 中 に 自 然 介 在 す る 色 の 薄 い 良 質 な 黒 曜 岩 を 含 む か も し れ な い 。

　 石 材 ６ 　 長 崎 県 佐 世 保 市 周 辺 で 産 出 す る 黒 曜 岩 と 推 定 す る 青 鼠 色 を し た 良 質 の 黒 曜 岩 で

あ る 。 表 皮 は 虫 喰 い の よ う な 窪 み や 、爪 形 の 窪 み が 観 察 さ れ る 。 長 石 や 雲 母 粒 が 介 在 す る 。

　 石 材 ７ 　 割 る と 黒 灰 色 ・ 黒 色 を し た 安 山 岩 で 、 佐 賀 県 多 久 市 や 小 城 市 周 辺 で 産 出 す る サ

ヌ カ イ ト と 推 定 し て い る 。

　 石 材 ８ 　 角 閃 石 安 山 岩 で 、 大 分 県 姫 島 村 で 産 出 す る 岩 石 と 推 定 す る が 、 す べ て は そ う で

な い か も し れ な い 。 暗 灰 色・白 灰 色 の 色 調 で 、中 に 微 小 な 鉱 物 を 含 み 、石 材 と し て は も ろ い 。

　 石 材 ９ 　 原 石 産 地 不 明 の 黒 曜 岩 で 、 半 透 明 の 部 分 に 黒 い 霧 が か か っ た よ う な 特 徴 で あ

る 。 薄 い 剝 片 に み ら れ る が 、 あ る い は 石 材 ５( 腰 岳 ･ 牟 田 ) 系 統 の 良 質 な 部 分 の 可 能 性 も

あ る 。

　 石 材 10   石 材 ４ と 異 な り 、 軟 質 で 風 化 が 著 し い 安 山 岩 で 、 劣 化 し て い る 。 色 は 灰 色 で あ

る 。 大 き な 剝 片 や 石 核 に 用 い る の で 、 比 較 的 に 原 石 産 地 に 近 い と 推 定 す る 。

　 石 材 11   そ の 他 の 石 材 で 、数 は 多 く な い 。 個 別 に 名 称 を 示 し て い る が 、珪 化 木 、玄 武 岩 、

サ ヌ カ イ ト 系 、 ロ ー ム 層 中 に 自 然 貫 入 し て い た と 思 わ れ る 黒 曜 岩 、 珪 質 岩 な ど が あ る 。

４ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 の 石 器 類 に つ い て ‐ ナ イ フ 形 石 器 段 階 ‐

（ １ ） 石 器 類 と 遺 構 の 分 布

　 五 馬 大 坪 遺 跡 は 、 馬 の 背 の よ う な 尾 根 状 地 形 の 頂 部 に 沿 っ て 計 画 さ れ た 道 路 で あ っ た た

め 、 長 さ ( 東 西 )280 ｍ 、 幅 10 ～ 18 ｍ の 細 長 い 調 査 区 と な っ た 。 こ の 間 に ２ ｍ × ２ ｍ の

試 掘 グ リ ッ ド を 13 個 所 (TG1 ～ TG13: 第 ４ 図 ) 設 定 し た と こ ろ 、 遺 物 の 出 土 を み た 。 本 調

査 区 は 南 北 を 北 か ら B･C･D 列 、 東 西 を 西 か ら １ ～ 28 列 と し 、 一 辺 が 10 ｍ の 方 形 区 画 を 設

定 し て 調 査 を 実 施 し た 。

　 調 査 を 進 め る と 、 南 北 の ５ 列 付 近 か ら 15 列 ま で の 間 で 石 器 類 が 多 く 出 土 し た が 、 明 瞭

な 石 器 ブ ロ ッ ク は 見 ら れ な か っ た 。 こ の 間 に 、 後 に 報 告 す る 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 、 ナ イ フ

形 石 器 、 角 錐 状 石 器 、 台 形 様 石 器 、 細 石 刃 ・ 細 石 刃 核 、 削 器 な ど が 剝 片 チ ッ プ 類 と と も に
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渾 然 一 体 な っ て 出 土 し た ( 第 ６ 図 )。 細 石 刃 、 細 石 刃 核 だ け で み れ ば 近 い 距 離 に ま と ま る 。

数 量 的 に は 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 が 圧 倒 的 に 多 く 、 大 部 分 が そ れ に 帰 属 す る 石 器 群 と 考 え

ら れ た 。 更 に 、 こ う し た 石 器 類 の 分 布 と オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 、 礫 群 が 14 か 所 で 出

土 し た ( 第 ５ 図 )。 こ の 礫 群 に つ い て は 、 こ こ で は 詳 述 し な い が 、 既 報 告 を 参 照 し て い た

だ き た い 。

　 一 方 、23 区 か ら 28 区 の 間 ( 東 地 区 ) は 、弥 生 時 代 の 標 石 遺 構 が あ る 墓 地 遺 構 が 出 土 し た 。

こ の 墓 地 遺 構 の 調 査 の 際 、 墓 と 墓 の 間 で の 検 出 作 業 中 、 ２ 層 ・ ３ 層 中 か ら 細 石 刃 ・ 細 石 刃

核 を 主 体 と す る 石 器 類 が 出 土 し 、 最 終 的 に は 一 つ の 石 器 ブ ロ ッ ク を 形 成 し て い た 。

　 以 上 、 簡 単 に 石 器 類 の 分 布 を 述 べ た が 、 後 述 す る よ う に 調 査 区 の 西 半 、 と り わ け B･C 列

の ５ 区 ～ 13 区 付 近 は 細 石 刃 石 器 群 が 集 中 ・ 散 在 す る 部 分 が あ り 、 ナ イ フ 形 石 器 や 角 錐 状

石 器 な ど 特 徴 的 な 石 器 以 外 は 明 確 な 帰 属 時 期 は は っ き り し な い 。 ま た 掲 載 石 器 以 外 の 全 体

的 な 石 材 構 成 、 出 土 位 置 、 出 土 層 位 な ど は 既 報 告 の 一 覧 表 を 参 照 し て い た だ き た い 。

（ ２ ） 石 材 １ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 １ は 、 既 に 記 載 し た よ う に 大 野 川 流 域 方 面 に 分 布 す る 流 紋 岩 を 石 材 と し て い る 。 石

器 類 の 種 類 と し て は 、 角 錐 状 石 器 、 削 器 、 搔 器 、 加 工 が あ る 剝 片 、 使 用 痕 が あ る 剝 片 で あ

る 。 角 錐 状 石 器 は 破 損 し て い る が 、 横 断 面 が 二 等 辺 三 角 形 を 呈 す る 例 で あ る ( 第 ７ 図 １)。

底 面 を み る と 未 加 工 の ポ ジ 面 が 残 り 、 幅 広 の 素 材 剝 片 を 用 い て い る こ と が わ か る 。 残 存 部

か ら 小 型 例 と 推 定 で き る 。 こ の ほ か 幅 広 剝 片 を 用 い た 削 器 ( 第 ７ 図 ２)、 縦 方 向 剝 離 の 残 る

素 材 を 用 い た 削 器 が あ る ( 第 ７ 図 ３)。後 者 は 、左 側 縁 側 が 、大 き く 素 材 を 成 形 し た 加 工 面 で 、

先 端 に 近 い 斜 行 す る 部 分 に は 細 か い 剝 離 に よ る 縁 潰 し の 加 工 痕 が 残 る 。 搔 器 は 、 縦 長 の 素

材 を 用 い 、 ポ ジ 面 側 の 縁 部 に Ｕ 字 形 に 剝 離 加 工 痕 が 残 る ( 第 ７ 図 ４)。 こ う し た 掻 器 に み ら

れ る 表 裏 入 れ 替 え 、 場 所 を ず ら し て の 加 工 は 、 他 の 石 材 に も み ら れ る 。

　 石 材 １ を 用 い た 、 不 定 形 な 加 工 痕 の あ る 剝 片 (RF) や ( 第 ８ 図 ９)、 微 小 剝 離 痕 の あ る 剝 片

(UF) が あ り 、 広 範 囲 に 礫 面 を 背 面 側 に 持 つ 斜 行 剝 片 の 縁 部 に 微 小 剝 離 痕 を 有 す る 剝 片 で あ

る ( 第 ８ 図 12)。

　 そ の ほ か 、 石 材 １ に は チ ッ プ に 分 類 し た 削 器 な ど の 刃 部 作 出 の 整 形 剝 片 も あ る が ( 第 ８

図 ５)、 他 は 幅 広 の 剝 片 を 含 め た 様 々 な 剝 片 で あ る ( 第 ８ 図 ６ ～ ８ 、 10、 11、 13、 14)。

　 石 材 １ に 属 す る 石 器 類 を 紹 介 し た が 、 上 記 し た 初 期 剝 片 が １ 例 あ る も の の 、 細 か い チ ッ

プ ( 整 形 剝 片 )、 石 核 、 残 核 な ど 、 剝 片 剝 離 作 業 を 行 っ た よ う な 石 器 類 は 確 認 で き ず 、 多

く が 成 品 ・ 剝 片 と し て 持 ち 込 ま れ た と 推 定 す る 。

　 こ の ほ か 後 で 詳 述 す る が 、 B7 区 の ８ 層 か ら 石 材 １ を 用 い た 船 野 型 細 石 刃 核 が 出 土 し て

い る 。 こ れ ま で に 述 べ た 石 材 １ の 石 器 類 の う ち 角 錐 状 石 器 を 除 く 幾 つ か は 、 船 野 型 細 石 刃

核 に 伴 う 可 能 性 は あ る 。

　（ ３ ） 石 材 ２ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ２ は 、 既 報 告 で は 推 定 ｢大 山 川 産 黒 曜 石｣ と し て い た も の で あ る が 、 そ の 大 山 川 の

河 床 に 存 在 す る 黒 曜 岩 自 体 の 一 次 産 地 の 多 く が 、 質 感 か ら 小 国 産 黒 曜 岩 と 推 定 さ れ る 。

　 石 材 ２ の 石 器 類 の 種 類 と し て は 、 ナ イ フ 形 石 器 、 角 錐 状 石 器 、 削 器 、 搔 器 、 使 用 痕 の あ

る 剝 片 、 石 核 、 剝 片 、 チ ッ プ な ど か ら な る 。 石 材 利 用 か ら す る と 、 石 材 ２ が 最 も 多 い と い

え る 。 こ れ は 石 材 産 地 が 比 較 的 に 近 い こ と が 理 由 に な る 。
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第４図 　五馬大坪遺跡調査区位置図

　　　 黒塗潰し方形は試掘地点で、東端の

TG1 から西端の TG13

第５図　五馬大坪遺跡出土の礫群位置図
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第６図　五馬大坪遺跡の西半部における旧石器時代遺物の分布図
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第７図　五馬大坪遺跡出土石器 石材１（流紋岩）利用の石器実測図（１）
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　 石 材 ２ で 製 作 さ れ た ナ イ フ 形 石 器 に は 少 量 な が ら 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 に 含 ま れ

る 事 例 が あ る ( 第 ９ 図 15)。 角 錐 状 石 器 は 、 二 等 辺 三 角 形 の 断 面 を し 、 左 側 面 側 は 礫 面 で

あ る ( 第 ９ 図 16)。 こ れ は 、 幅 広 剝 片 を 用 い 、 右 側 面 側 だ け を 整 形 し 、 破 損 後 は 折 れ 面 を

切 る よ う に 細 か い 加 工 が 入 る 。 更 に 、 大 野 川 流 域 の 駒 方 池 迫 遺 跡 と 同 様 、 角 錐 状 石 器 の 腹

面 が 未 加 工 で あ る こ と と 、 小 型 で あ る こ と か ら 新 段 階 の 角 錐 状 石 器 で あ る と 推 定 す る 。

　 石 材 ２ の 削 器 、 掻 器 は 、 様 々 な 形 の 素 材 を 臨 機 に 用 い て い る 。 背 面 に 礫 面 を 残 し た 扇 形

の 初 期 剝 片 は 、 ポ ジ 面 側 の 両 縁 部 に 角 度 が な い 平 坦 な 加 工 に よ り 刃 部 を 作 り 出 し て い る

( 第 ９ 図 17)。 ま た 、 縦 長 剝 片 の 両 側 縁 に 急 角 度 の 整 形 加 工 を 施 し た 例 ( 第 ９ 図 20)、 三 角

形 の 剝 片 を 用 い 片 側 側 縁 に 加 工 し た 例 ( 第 12 図 41)、 楕 円 形 近 い 形 の 削 器 が あ る ( 第 ９ 図

18)。 こ の 他 、 削 器 が 破 損 し 、 刃 部 だ け と な っ た 例 も あ る ( 第 11 図 33)。 特 に 目 立 つ の は 、

小 型 の 先 刃 掻 器 ( 第 11 図 36)、拇 指 状 掻 器 ( 第 11 図 34･35･37) な ど の 小 型 例 の 存 在 で あ る 。

他 に 削 器 と し て の 使 用 後 、 石 核 と し て 転 用 さ れ て い る ( 第 11 図 38)。

第８図　五馬大坪遺跡出土石器 石材１（流紋岩）利用の石器実測図（２）

0                                       5cm

0                                       5cm
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12（C11-89）
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　 石 材 ２ の 石 核 は 、 そ の ほ と ん ど を 図 化 し 掲 載 し て い る ( 第 10 図 22 ～ 32、 第 11 図 38)。

原 石 産 地 に お け る 原 石 の 大 き さ と 形 も あ る の か 、 サ イ コ ロ 形 、 角 柱 形 な ど 、 高 さ ・ 奥 行

き ・ 幅 な ど が ５cm 以 下 の 例 で あ る 。 お そ ら く 原 礫 を そ の ま ま 、 も し く は 分 割 し て 剝 離 作

業 を お こ な っ た と み ら れ る 。 後 者 に は 、分 割 に よ る ポ ジ 面・ネ ガ 面 の み ら れ る 例 が あ る ( 第

10 図 22･23･25･26･28)。 剝 離 作 業 は 、 打 面 転 移 を 行 う 例 ( 第 10 図 23･24･25･27･28･29)、 主

要 な 剝 離 が 対 向 す る 求 心 的 な 例 ( 第 10 図 30 ～ 32)、 打 面 を 固 定 し て 行 う 例 ( 第 10 図 26)、

ま た 底 面 を 残 す 例 な ど が あ る ( 第 11 図 38)。 そ の ほ と ん ど は 割 り や す い 部 分 を 割 る 臨 機 な

剝 片 剝 離 を 行 っ て お り 、 残 核 形 態 は 様 々 で あ る 。 後 者 の 底 面 を 残 す 例 は 、 瀬 戸 内 系 の 石 核

に も 共 通 す る 。

　 石 材 ２ の 資 料 を 見 た 中 で 、 剝 片 剝 離 技 術 に 関 す る こ と を 付 記 し て お き た い 。 削 器 ･ 掻 器

の 素 材 の 多 く に 見 ら れ る よ う に 、 臨 機 的 な 剝 離 に よ る 不 定 形 な 剝 片 の 多 い こ と が 特 徴 で あ

る 。 ま た 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 の 存 在 か ら は 、 ノ の 字 状 剝 片 の 剝 離 技 術 が 存 在 し

た こ と が 窺 え る 。 こ の 技 術 に 由 来 す る 石 核 と し て は 、 表 裏 で 斜 行 す る 剝 離 痕 の あ る 例 が 相

当 す る ( 第 10 図 30)。 石 材 ２ の 石 核 の 大 き さ か ら 必 然 的 に 長 さ が 規 制 さ れ た の か 、 小 石 刃

の 剝 離 技 術 の 存 在 が 想 定 で き る ( 第 ９ 図 20)。 ま た 石 材 ２ が 遺 跡 に 近 い 熊 本 県 小 国 地 域 で

あ る こ と も あ る の か 、 数 量 が 多 く 、 盛 ん な 剝 片 剝 離 が 窺 え る 。

　（ ４ ） 石 材 ３ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ３ は 、 既 に 述 べ た よ う に 五 馬 大 坪 遺 跡 か ら 約 30㎞ の 距 離 を も つ 阿 蘇 市 北 側 外 輪 山

の 象 ヶ 鼻 直 下 で 産 出 す る ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 で あ る 。 ま た 象 ヶ 鼻 方 向 か ら の 小 河 川 が 日 田

市 天 瀬 町 の 五 馬 の 近 く を 流 れ て い る こ と で 、 流 通 経 路 と し て は 簡 易 な こ と だ っ た の か 、 搬

入 さ れ た 石 材 ３ は 多 い 。 今 回 、 提 示 し た 石 材 ３ の 資 料 は 、 五 馬 大 坪 遺 跡 で 出 土 し た 例 の 大

半 で あ る 。 石 材 ３ の 石 器 類 に は 、 石 錐 ２ 点 ( 第 13 図 42･43)、 削 器 ７ 点 ( 第 13 図 44･47 ～

第 14 図 52、 第 25 図 109)、 搔 器 ３ 点 ( 第 13 図 45･46･ 第 15 図 55)、 石 核 ７ 点 ( 第 14 図 53

～ 第 15 図 59) が あ る 。

　 石 材 ３ の 削 器 は 、 縦 長 剝 片 の 片 側 の ネ ガ 面 側 に 刃 部 加 工 の 例 が あ る (49)。 ま た 左 右 に

加 工 の あ る 例 は 、 ネ ガ 面 側 と ポ ジ 面 側 に 加 工 が あ る (50)。 縦 長 の 器 体 の 片 側 縁 に 加 工 が

あ る も の の う ち 、 二 つ の 例 は ポ ジ 面 側 に 加 工 が あ る (51･52)。 ま た 削 器 の 中 に は 、 こ の 遺

跡 の 削 器 の 特 徴 で あ る 先 端 の 交 差 す る 部 分 を 境 に 加 工 を ネ ガ 面 と ポ ジ 面 側 と に 分 け る 例

(47･109) と 、 ポ ジ 面 側 だ け に 平 坦 で 微 細 な 剝 離 痕 を 加 え た 例 が あ る (48)。 搔 器 の う ち 二 例

は 拇 指 状 搔 器 (46･55) で あ る 。

　 石 材 ３ の 石 核 は 剝 片 素 材 で あ る が 、 円 盤 状 の 形 態 で 、 求 心 的 に 剝 離 作 業 を お こ な っ た も

の (54)、 剝 片 素 材 で 多 方 向 に 打 面 を 転 移 し た 例 (56･58)、 角 礫 状 の 例 (57･59) で あ る 。 こ の

中 に は 瀬 戸 内 系 に 共 通 す る 石 核 も あ る （58）。 ま た 円 盤 形 の 例 を 除 き 、 剝 片 剝 離 は 求 心 的

で は な く 、 90 度 の 打 面 転 移 に よ る 剝 片 剝 離 の 例 が 多 い 状 況 で あ る 。

　（ ５ ） 石 材 ４ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ４ は 既 に 述 べ た よ う に 縞 状 の 石 理 が 特 徴 的 な 安 山 岩 で あ り 、 距 離 的 に 約 12㎞ と 近

い 玖 珠 郡 玖 珠 町 の 牧 ノ 平 付 近 で 産 出 す る 安 山 岩 系 の 岩 石 で あ る 可 能 性 が 高 い 。 お そ ら く 距

離 の 近 い 原 石 産 地 か ら 搬 入 さ れ た こ と も あ る の か 、 遺 跡 か ら 出 土 し た 石 器 類 は 、 他 の 石

材 に 比 べ 大 き い 。 石 材 ４ を 用 い た 資 料 に は 、 搔 器 １ 点 ( 第 16 図 60)、 削 器 ２ 点 ( 第 16 図
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第９図　五馬大坪遺跡出土石器 石材２（推定小国産黒曜岩）利用の石器実測図（１）
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第 10 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材２（推定小国産黒曜岩）利用の石器実測図（２）
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第 11 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材２（推定小国産黒曜岩）利用の石器実測図（３）

第 12 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材２（推定小国産黒曜岩）利用の石器実測図（４）
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第 13 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材３( 推定象ケ鼻産ガラス質溶結凝灰岩 ) 利用の石器実測図（１）
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第 14 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材３( 推定象ケ鼻産ガラス質溶結凝灰岩 ) 利用の石器実測図（２）

49（C11-102）

50（B8-43）

51（B6-90）

52（B0-49）

53（C8-22）

54（B8-59）

0                                       5cm
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61･62)、 石 核 ３ 点 ( 第 17 図 63 ～ 65) が あ る 。 搔 器 は 甲 高 で 、 平 面 形 は 洋 梨 形 で あ る 。 本

例 は 一 つ 一 つ の 剝 離 が 大 き い こ と に 特 徴 が あ る (60)。 し か し 掻 器 と し て 、 そ の 刃 部 の 角 度

を み た と き に ど の よ う に 用 い る の か 、 理 解 に 苦 し む 石 器 で あ る 。 石 核 と し て も 、 剝 離 さ れ

た 剝 片 か ら ど の よ う な 加 工 を 加 え 製 作 し た の か 、 成 品 が な く 明 ら か で な い 。 む し ろ こ の 石

器 の 平 面 形 が 整 っ た 西 洋 梨 系 で あ り 、 掻 器 と し て の 用 途 で あ っ た と 推 測 し た い 。 削 器 の 一

例 は 、 遠 位 端 か ら 斜 行 す る 縁 が ポ ジ 面 側 の 左 側 縁 に 至 る 間 に 小 さ い 剝 離 を 加 え 刃 部 と し て

い る (61)。 こ の よ う に 斜 行 突 出 部 分 へ の 加 工 は 本 遺 跡 の 削 器 に み ら れ る 特 徴 で あ る 。 も う

一 例 は 先 細 り の 縦 長 剝 片 を 用 い 、 器 体 の 上 部 ３ 分 の １ の 境 界 部 分 を 境 に 両 側 縁 の 加 工 が ネ

ガ 面 側 と ポ ジ 面 側 で 逆 に 行 っ て い る (62)。 こ う し た 加 工 技 術 は 上 述 し た な か に も あ り 、 本

遺 跡 の 特 徴 で あ る 。 石 核 に つ い て は 板 状 の 石 核 素 材 を 用 い 、 短 軸 の 両 方 向 両 面 か ら 幅 広 剝

第 15 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材３( 推定象ケ鼻産ガラス質溶結凝灰岩 ) 利用の石器実測図（３）

55（B6-190）

56（C15-19）

57（C14-16）

58（C10-38）

59（B6-23）

0                                       5cm
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第 16 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材４( 安山岩系岩石 ) 利用の石器実測図（１）

60（B8-201）

61（C13-62）

62（C11-77）

0                                       5cm
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片 を 剝 離 し た 石 核 で あ る (63)。 こ の 石 核 は 途 中 か ら 横 断 す る よ う に 折 れ て い る が 、 折 れ の

前 は 幅 広 で 平 坦 な 剝 離 が 行 わ れ た 両 面 調 整 尖 頭 器 の よ う な 見 か け だ っ た と 思 わ れ る 。 こ の

石 核 に 関 連 す る と 思 わ れ る の が 次 の 平 面 が 半 月 形 の 石 核 で あ る (64)。 こ れ は 、 半 円 部 分 が

打 点 を 入 れ 替 え 表 裏 両 面 に 剝 離 痕 を 残 し て い る 。 直 線 的 な 部 分 は 折 断 面 で あ り 、 上 記 石 核

へ の 初 期 状 況 と 推 測 す る 。 円 盤 形 の 石 核 は 、 剝 片 を 用 い て 表 裏 で 求 心 的 な 剝 片 剝 離 を 行 っ

た 例 で あ る (65)。

　（ ６ ） 石 材 ５ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ５ は 、肉 眼 的 に 推 定 牟 田 ･ 腰 岳 産 の 黒 曜 岩 で あ る 。 石 材 ５ を 石 材 と す る 石 器 類 に は 、

　 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 ５ 点 ( 第 18 図 66 ～ 70)、 ナ イ フ 形 石 器 １ 点 ( 第 18 図 72)、

台 形 様 石 器 １ 点 ( 第 18 図 71)、 微 細 な 剝 離 痕 の あ る 剝 片 ４ 点 (UF： 第 19 図 73 ～ 76)、 石 核

１ 点 ( 第 19 図 77) が あ る 。

今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 は 、 左 側 縁 下 半 の 基 部 加 工 の 他 、 す べ て 右 下 に 斜 行 す る 調 整

打 面 (66･67･68･69)、 も し く は 調 整 打 面 状 の 二 次 加 工 が あ る (70)。 左 下 方 向 へ 斜 行 す る 例 は

な い 。 な お 裏 面 の 右 側 縁 部 に は 、 平 坦 で 細 か い 剝 離 痕 が み ら れ る (68)。

　 台 形 様 石 器 は 、 裏 面 の ポ ジ 面 、 表 面 の ネ ガ 面 が 直 行 す る 位 置 関 係 に あ り 、 不 定 形 な 剝 片

が 素 材 に 用 い ら れ る 。 そ の 際 、 剝 片 の 左 側 縁 を 刃 部 に な る よ う に し て い る 。

　 微 細 な 剝 離 痕 の あ る 剝 片 は 、 不 定 形 の 小 剝 片 が 用 い ら れ る 。 一 例 は 抉 り の よ う な 部 分 も

あ り 、 加 工 痕 の あ る 剝 片 と す る べ き か も し れ な い (76)。 ま た 別 の 一 例 は 、 ノ の 字 状 剝 片 を

用 い 、 素 材 剝 離 前 に 打 面 調 整 が 行 わ れ て い る の で 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 の 素 材 で

あ っ た の か も し れ な い (74)。

　 石 核 は 上 面 に 打 面 を 作 り 出 し て い る が 、 表 面 側 を 中 心 に 求 心 的 に 小 さ な 剝 片 を 剝 離 し て

い る が 、 石 器 の 素 材 と な る よ う な 剝 片 は と れ て い な い よ う で あ る (77)。

　（ ７ ） 石 材 ６ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ６ は 、 灰 黒 色 を し た 質 の よ い 黒 曜 岩 で 、 お そ ら く 長 崎 県 佐 世 保 市 周 辺 の 西 北 九 州 地

域 で 産 出 す る も の と 推 定 し て い る 。 こ の 石 材 を 用 い た 石 器 類 に は 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大

坪 類 型 11 点 ( 第 20 図 78 ～ 84、第 21 図 87 ～ 90)、二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 A 類 １ 点 ( 第

20 図 85)、二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 B 類 １ 点 ( 第 20 図 86)、剝 片 １ 点 ( 第 21 図 91) が あ る 。

　 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 は 、 石 材 ５ の 場 合 と 同 様 、 左 側 縁 下 半 の 基 部 加 工 の 他 、 す

べ て 右 側 縁 下 半 に 斜 行 す る 調 整 打 面 、 も し く は 調 整 打 面 状 の 加 工 が あ る 。 ま た 先 端 部 が 折

れ て い る 例 が ６ 点 (82 ～ 84・87・89・90)、 裏 面 右 側 縁 に 細 か く 平 坦 な 剝 離 痕 の あ る 例 が

１ 点 (79) あ る 。 ま た 先 端 部 が 湾 曲 す る 尖 ら な い 例 も あ る ( 第 21 図 88)。 こ の 他 今 峠 型 ナ イ

フ 形 石 器 大 坪 類 型 は 、 素 材 剝 離 前 の 打 面 調 整 を 行 う こ と に 特 徴 が あ る が 、 剝 離 後 に も 打 面

調 整 状 の 二 次 加 工 を 加 え た 例 も あ る (78・87・88)。

　 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 A は 、 石 刃 素 材 で 、 裏 面 基 部 よ り に 裏 面 調 整 が あ る ほ か 、 な

か ほ ど 付 近 で 折 れ て い る (85)。 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 B は 、 厚 い 幅 広 剝 片 素 材 で 、 加

工 に よ り 横 断 面 が 三 角 形 や 台 形 で あ る (86)。 そ の 加 工 は 、 稜 上 と 下 面 方 向 の 上 下 か ら の 剝

離 整 形 、 裏 面 に 並 行 す る よ う に 稜 上 か ら 水 平 方 向 へ 剝 離 を 加 え る な ど 、 角 錐 状 石 器 と 同 じ

製 作 技 術 で あ る 。 そ の た め に そ れ は 既 報 告 で 角 錐 状 石 器 と し 、 天 地 逆 に 配 置 し た 理 由 で あ

る 。 な お 衝 撃 の 為 か 先 端 が 折 れ て い る 。
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第 17 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材４( 安山岩系岩石 ) 利用の石器実測図（２）

63（B5-31）

64（B9-151）

65（B8-159）
※写真は石理

0                                       5cm
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第 18 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材 5 ( 推定牟田 ･ 腰岳産黒曜岩 ) 利用の石器実測図（１）

第 19 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材 5 ( 推定牟田 ･ 腰岳産黒曜岩 ) 利用の石器実測図（２）

0                                       5cm

0                                       5cm

66（C15-3）

67（C15-27）

68（B10-30）

69（B6-84）

70（B7-13）

71（C13-7）

72（C9-37）

73（B9-61）
74（B8-89）

76（B8-149） 77（C14-23）

75（C11-99）
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第 20 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材６( 推定西北九州産灰黒色黒曜岩 ) 利用の石器実測図（１）

0                                       5cm

78（C11-36）

79（C9-25）

80（B11-21）

81（C13-16）

82（B14-6）

83（B10-29）

84（B8-9）

85（C13-3）

86（C15-17）
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第 21 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材６ （推定西北九州産灰黒色黒曜岩）利用の石器実測図（２）

第 22 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材６ （推定西北九州産灰黒色黒曜岩）利用の石器実測図（３）

0                                       5cm

0                                       5cm

87（B11-29）

88（B14-2）

89（B11-53）

90（C16-7）

91（B14-6）

92（B9-91）
93（C15-12）

94（B11-38）

95（B11-41）
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（ ８ ） 石 材 ７ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ７ は 、 佐 賀 県 の 多 久 市 ･ 小 城 市 周 辺 の サ ヌ カ イ ト な ど の 安 山 岩 系 の 石 材 で あ る が 、

風 化 す る と 灰 色 、 割 る と 黒 色 を 呈 す る 。 石 器 の 種 類 は 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 ３ 点

( 第 23 図 96･97、 第 24 図 104)、 掻 器 １ 点 ( 第 23 図 98)、 削 器 ６ 点 ( 第 23 図 99 ～ 101、 第

24 図 103･106･107)。 石 核 ２ 点 ( 第 29 図 130･ 第 30 図 132)、 剝 片 １ 点 ( 第 28 図 126)、 こ の

他 、 石 材 ７ の 可 能 性 が あ る も の の 明 確 で は な い 削 器 が １ 点 あ る ( 第 24 図 105)。

　 石 材 ７ の 削 器 は 、 石 材 １ か ら 石 材 ６ ま で の 石 材 の 中 に も み ら れ る 、 本 遺 跡 に 共 通 す る 削

器 と い っ て よ い だ ろ う 。１: 表 面 側 の 両 縁 部 に 加 工 を 施 す も の で 、ほ ぼ 並 行 す る 例 (99･103)、

２: 両 側 縁 に 並 行 す る 加 工 を 施 す が 、 そ の う ち 片 側 は ポ ジ 面 側 で あ る 例 (100)、 ３: 片 側 縁

の 加 工 が 途 中 か ら 反 対 面 に 施 す 例 (101)、 ４: 両 縁 が 収 束 に よ っ て 形 成 さ れ た 先 端 付 近 の 片

側 が 表 側 で 、 も う 一 方 の 片 縁 の 裏 側 に 加 工 を 施 し た 例 (106･107) が あ る 。 な お 石 材 ７ で 、

上 記 し た 削 器 の 一 例 に は 切 断 ･ 折 断 と は 考 え に く い 幅 広 剝 片 剝 離 面 が あ る (107)。

　 石 材 ７ の 石 核 は 、 瀬 戸 内 技 法 的 な 例 で あ る (130)。 上 記 し た 剝 片 は 、 こ の よ う な 石 核 か

ら 剝 離 さ れ た 横 長 剝 片 で あ ろ う (126)。 ま た 剝 片 を 素 材 と し 、 礫 面 を 打 面 と し て 固 定 し 小

口 か ら 剝 片 生 産 を 行 っ た 石 核 が あ る (132)。

（ ９ ） 石 材 ８ を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ８ は 角 閃 石 安 山 岩 で 、 削 器 ６ 点 ( 第 25 図 108、 110 ～ 112、 第 26 図 113、 第 29 図

129)、 石 核 ９ 点 ( 第 26 図 114･115、 第 27 図 116 ～ 122) か ら な る 。 こ れ に 明 確 で は な い が

石 材 ８ と 思 わ れ る 石 核 を １ 点 図 示 し て い る (115)。

　 石 材 ８ を 用 い た 削 器 の 特 徴 は 、 不 定 形 の 六 角 形 の 素 材 の 表 裏 縁 部 に 加 工 を 加 え た 例

(108)、 石 匙 状 の 幅 広 形 態 で 、 収 束 す る 先 端 部 周 辺 の 表 裏 に 加 工 を 加 え た 例 (110･111)、 楕

円 形 素 材 の 表 面 縁 部 に 加 工 を 加 え た 例 (112) か ら な る 。 不 定 形 の 五 角 形 を し た 大 型 の 剝 片

の 裏 面 縁 部 に 三 回 程 度 の 剝 離 を 加 え た 例 (129) は 、 加 工 途 中 の 例 か も し れ な い 。

　 石 材 ８( 角 閃 石 安 山 岩 で ) を 用 い た 石 核 の 特 徴 は 、 幅 広 剝 片 の 短 軸 部 分 で の 片 側 表 裏 で

打 面 を 入 れ 替 え て 剝 離 し た 例 (114) で あ る 。 こ の 手 の 例 は 、 反 対 縁 方 向 の 両 面 で 同 様 な

剝 離 を 行 う 過 程 の 前 段 階 に あ た る の だ ろ う 。 A： 楕 円 扁 平 礫 は 、 半 割 礫 な ど を 用 い 、 表 裏

両 面 で 求 心 的 剝 離 を 行 う か 、 そ の 方 向 性 の 石 核 (116 ～ 118)。 B： 半 割 礫 ･ 礫 を 用 い 、 打

面 を 作 出 か 礫 面 を 打 面 と し て 剝 離 を 行 う 例 ( 第 119･120)。 C： 多 面 体 状 に 剝 離 を 行 っ た 例

(121･122)。

（10） 石 材 ９･ 石 材 10 を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 ９･10 の 例 は 、元 々 数 量 が 僅 か で あ り 、今 回 提 示 の 石 器 類 に は な い の で 詳 述 し な い 。

（11） 石 材 11 （ そ の 他 の 石 材 ） を 利 用 し た 石 器 類

　 石 材 11 は 、 珪 化 木 、 玄 武 岩 、 サ ヌ カ イ ト 系 、 ロ ー ム 層 中 に 自 然 貫 入 し て い た と 思 わ れ

る 黒 曜 岩 、 珪 質 岩 で あ る 。 ま た 、 そ の 他 の 石 材 も あ る 。 こ こ で は 石 材 の 石 質 名 を そ れ ぞ れ

明 示 し て 報 告 す る 。

　 鉄 石 英 に 近 い 石 質 の 石 材 を 用 い た 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 で 、 素 材 は 小 型 の 幅 広 剝 片

を 用 い て い る ( 第 28 図 123)。 UF と し た が 、 あ る い は 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 に 関 連 す る 事 例

か も し れ な い ( 第 28 図 124)。 こ れ は 鉄 石 英 を 用 い 、 剝 片 の 裏 側 の 左 側 縁 に 微 細 な 剝 離 痕

が 連 続 す る 。 白 い 玉 髄 を 用 い 、 斜 行 す る 縦 長 剝 片 を 素 材 と し た UF も し く は RF が あ る ( 第
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第 23 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材７ （サヌカイト類似の安山岩）利用の石器実測図（１）

96（B9-39）

97（C10-70）

98（C8-3） 99（B8-63）

100（C11-95）

101（C8-19）

102（B9-87）

0                                       5cm



27

28 図 115)。 裏 面 に 平 坦 な 大 小 5 つ の 剝 離 痕 が あ る が 、 あ ま り に 平 坦 す ぎ て 素 材 剝 離 時 の

ポ ジ 面 と の 差 は 僅 か で あ り 、 意 図 し な い 何 ら か の 衝 撃 痕 か も し れ な い 。 ま た 石 材 名 が 判 断

つ か な い 例 が あ る ( 第 28 図 127･128)。 一 つ は 斜 行 す る 剝 片 を 用 い た 削 器 で 、 こ の 遺 跡 の

削 器 に 多 い 裏 面 に 加 工 痕 が あ る (127)。 突 出 部 を 活 か す よ う に し た 加 工 も よ く 似 た 同 様 な

特 徴 で あ る 。 も う 一 例 は 、 白 く 硬 い 石 で 、 石 理 部 分 で 割 れ た 剝 片 を 素 材 と し 、 両 縁 は 表 面

側 と 裏 面 側 と 別 方 向 に 加 工 を 加 え て い る 。 加 工 の 角 度 で い え ば 、 右 側 縁 が 80 度 か ら 90 度

近 く の 急 傾 斜 で 、 並 行 す る 縁 部 の 場 合 は 比 較 的 に 緩 傾 斜 で あ り 、 刃 部 と 考 え ら れ る (128)。

第 24 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材７ （サヌカイト類似の安山岩）利用の石器実測図（２）

103（B9-73）
104（C12-32）

105（B6-211）

106（B8-138）

107（C11-93）

0                                       5cm
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第 25 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材３・石材８ 利用の石器実測図（１）

108（C10-68）

109（B8-14）
         （石材 3）

110（B6-109）

111（B6-210）

112（C12-23）

0                                       5cm
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こ の 他 、 石 英 を 用 い た 石 核 が あ る (131)。 一 回 の 剝 離 で 打 面 を 作 出 、 こ こ か ら 下 方 向 へ 剝

離 を 繰 り 返 し た 例 で あ る 。 以 上 み て き た 石 材 11 や そ の 他 の 石 材 を 利 用 し た 石 器 類 は 、 図

化 し て い な い 剝 片 ・ チ ッ プ を 含 め て も 数 量 的 に 数 は 少 な い 。

（12） 小 結

　 こ れ ま で 見 て き た 石 器 類 は 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 石 器 群 の 段 階 に 帰 属 す る

も の が 大 部 分 と 考 え て い る 。 た だ し 冒 頭 で も ふ れ た よ う に 調 査 区 の 西 半 部 で は 細 石 刃 文 化

の 石 器 群 が 数 量 的 に は 少 な い も の の オ ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 分 布 し て い る 。 そ の 為 、 石

材 ５( 推 定 牟 田 ･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ) の 一 部 や 削 器 ・ 掻 器 の 中 に は 細 石 刃 石 器 群 に 帰 属 す る 可

能 性 は あ る 。 ま た 、 こ れ ま で 報 告 し た 石 器 類 の う ち 、 本 遺 跡 で の 剝 片 剝 離 が 盛 ん に 行 わ れ

た の は 、 石 材 ２･ 石 材 ３･ 石 材 ６･ 石 材 ８ な ど で あ る 。

第 26 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材８（玻璃質安山岩）利用の石器実測図（２）

113（A6-3）

114（B6-59）

115（B4-1）

0                                       5cm
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第 27 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材 8（玻璃質安山岩）利用の石器実測図（３）

116（B9-164）

117（C12-19）

118（B9-44）

119（B9-103） 120（B9-37）

122（B9-80）

121（C12-28）

0                                       　　　　　　　　　　　10cm
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第 28 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材６･ ７、その他の石材、不明石材利用の石器実測図

123（C12-22）
石材不明

石材 11

石材 7

石材不明

石材不明

石材玉髄

124（B9-54）

125（B6-237）
126（B9-89）

127（B8-127）

128（C11-63）

0                                       5cm
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第 30 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材７（サヌカイト）利用の石器実測図　

第 29 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材 7・8、石英利用の石器実測図

129（C10-48）

130（B9-148）

131（B8-180）

132（C11-63）

石材 8

石材 7

石材：石英

0                                       5cm

0                                       5cm
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５ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 の 石 器 類 に つ い て ‐ 細 石 刃 石 器 群 ‐

　（ １ ） 石 器 類 の 分 布

　 五 馬 大 坪 遺 跡 は 、 冒 頭 で 述 べ た よ う に 馬 の 背 の よ う な 尾 根 状 地 形 の 頂 部 に 沿 っ て 計 画 さ

れ た 道 路 で あ っ た た め 、 長 さ ( 東 西 )280 ｍ 、 幅 10 ～ 18 ｍ の 細 長 い 調 査 区 で あ る 。 こ の

細 長 い 調 査 区 の 西 端 に 近 い B・C5 区 東 端 か ら B・C10 区 の 間 と B・C26 区 か ら B・C27 区 の

間 に 細 石 刃 石 器 群 に 関 す る 石 器 類 が 分 布 す る ( 第 32 図 )。 前 地 区 を 西 地 区 、 後 地 区 を 東 地

区 と 略 称 す る 。

　 西 地 区 は 既 に 述 べ て き た よ う に 、 圧 倒 的 に 多 い ナ イ フ 形 石 器 群 の 中 か ら 抽 出 し た 。 そ の

な か で も 細 石 刃 石 器 群 の 集 中 す る 部 分 を 石 器 ブ ロ ッ ク の １( 以 下 、 Ｓ １ ブ ロ ッ ク ) と ２( 以

下 、Ｓ ２ ブ ロ ッ ク ) を 認 定 し た 。 そ の 周 辺 に は ま ば ら に 細 石 刃 や 細 石 刃 核 が 散 布 し て い る 。

S １ ブ ロ ッ ク が B7 区 の 南 西 隅 部 に 位 置 し 、 S ２ ブ ロ ッ ク は そ の 南 東 で B7 区 と B8 区 の 境 界

を ま た ぐ よ う に 分 布 し て い る 。 そ の 南 西 約 5 ｍ で 西 地 区 の も う 一 つ の S ２ ブ ロ ッ ク が 広 が

る 。 S ２ ブ ロ ッ ク は 東 西 ５ ｍ 、 南 北 3.3 ｍ 、 面 積 は 16㎡ 程 度 、 包 含 層 の 厚 さ は 0.20 ｍ の 石

器 ブ ロ ッ ク で あ る 。

　 西 地 区 は 、 帯 状 に ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 石 器 群 が 広 が っ て い る が 、 よ く み る と 細 石

刃 が 幾 分 集 ま る 範 囲 が あ り 、 こ こ に は ナ イ フ 形 石 器 が 分 布 し て い な か っ た ( 第 ６ 図 )。 こ

の 部 分 を 細 石 刃 石 器 群 の S １ ブ ロ ッ ク と し た ( 第 33 図 )。 こ の S １ ブ ロ ッ ク は 伏 角 ５ 度 で

傾 斜 し て い る 。 分 布 の 面 積 は 14.44㎡ 、 包 含 層 の 厚 さ は 0.20 ｍ で あ る 。

　 東 地 区 も 既 に 述 べ た よ う に 、 弥 生 時 代 の 墳 墓 遺 構 の 間 隙 に 分 布 し て い る よ う な 状 況 な が

ら 、 BC26･27 区 で 帯 状 に 細 石 刃 石 器 群 が 分 布 し て お り ( 第 32 図 )、 こ れ を 石 器 ブ ロ ッ ク の

第 31 図　五馬大坪遺跡出土石器 石材 11、不明石材利用の石器実測図

133（B8-50）

134（B9-115）

135（B6-131）

136（C12-18）

石材 11（鉄石英）

石材 11（鉄石英）

不明石材

不明石材
0                                       5cm
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　 石 材 ２ を 用 い た 微 小 剝 離 痕

の あ る 石 刃 は 、 小 型 の 小 石 刃

の 片 側 に 微 細 な 微 小 剝 離 痕 が

あ る ( 第 ９ 図 19)。

　 剝 片 ･ チ ッ プ は 58 点 あ る 。

そ の う ち 石 材 ２( 小 国 系 黒 曜

岩 ) が 49 点 を 占 め て い る 。

石 材 ２ を 用 い た 盛 ん な 剝 片 剝

離 作 業 が 窺 え る 。

　（ ３ ） S ２ ブ ロ ッ ク の 石 器

類 に つ い て

　S ２ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 の 数

量 と そ の 石 材 の 関 係 は 表 の と

お り で あ る ( 表 ２ )。 細 石 刃

は 7 点 で す べ て 石 材 ５( 牟 田

･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ) で あ る 。

　 石 材 １ を 用 い た 加 工 痕 の あ

る 剝 片 は 、 三 角 形 断 面 を 持 つ

剝 片 の 上 部 を 折 断 後 、 斜 行 す

る 加 工 を 加 え つ つ ノ ッ チ 状 の

抉 り を い れ た 例 で あ る ( 第 ８

図 ９)。 石 材 11 を 用 い た 例 と

し て 、 既 報 告 で 石 材 を 溶 岩 と

し た 細 石 刃 核 が あ る ( 第 37

図 172)。 風 化 は あ ま り し て い
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３( 以 下 、 Ｓ ３ ブ ロ ッ ク ) と す る 。 こ の S3 ブ ロ ッ ク に は ナ イ フ 形 石 器 群 が 全 く 含 ま れ て お

ら ず 、 細 石 刃 石 器 群 だ け で 構 成 さ れ て い る 。

　（ ２ ） S １ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 に つ い て

　S １ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 の 数 量 と そ の 石 材 の 関 係 は 表 の と お り で あ る ( 表 １)。 細 石 刃 が

17 点 と 最 も 多 く 、 そ の 石 材 は 石 材 ５( 牟 田 ･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ) が ７ 例 で 、 他 は 表 の と お り で

あ る 。 こ の う ち 図 示 し た の は 石 材 ５ の ４ 例 で あ る ( 第 36

図 138･139･141･142)。

   削 器 は ４ 点 で 、 石 材 ２( 小 国 系 黒 曜 岩 )

を 用 い て い る 。 こ の う ち 図 示 し た の は １

例 で 、 端 部 が 鈍 角 な が ら 収 束 す る 削 器 で

あ る ( 第 ９ 図 21)。

第 32 図　五馬大坪遺跡細石刃石器群の位置と S1･S2 ブロック

表２　S2 ブロックの石器数量表

※ 171・172 は挿図番号

0 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  5

0m

表１　S1 ブロックの石器数量表

石材 石材 石材 石材 石材 石材 石材 石材
2 3 4 5 6 7 9 11

細石刃 4 1 7 1 1 3
削器 4
剝片 49 1 2 1 4 1

石器類

石材 石材 石材 石材 石材 石材

1 2 3 5 6 8
細石刃 7
細石刃核

剝片･
チップ

3 6 1 5 2

その他の安山岩

石材

1

石器類
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第 33 図　 大坪遺跡 S1 ブロックの平面 ･ 垂直分布

第 34 図　大坪遺跡 S2 ブロックの平面 ･ 垂直分布

172

383.000m

38
2.

80
0m

細石器

細石刃

サイドスクレーパー

細石刃核

剥片、チップ

剥片、チップ

※ 171・172 は挿図番号

な い が 、 黒 褐 色 で ザ ラ ッ と し

た 質 感 の 岩 石 で 、 こ こ で は 当

面 、 ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 と 考

え て お く 。 こ の 細 石 刃 核 は 、

打 面 が 平 坦 で 、 そ の 短 軸 部 分

の 両 縁 部 近 く に ｢固 定 痕｣ と

呼 ば れ る 剝 離 痕 が あ る 。 こ の

面 を 打 面 と し て 上 か ら 下 方 へ

石 核 整 形 剝 離 痕 が あ る 。 反 対

の 側 面 は 、 下 方 向 か ら 上 方 へ

の 石 核 整 形 剝 離 が 行 わ れ て い

る 。 こ の 剝 離 は 、 上 方 の 打 面

を 切 る 関 係 に あ る 。 細 石 刃 剝

離 作 業 面 は 、 二 つ の 小 口 で 行

わ れ て い る 。 以 上 の こ と か ら

船 野 型 細 石 刃 核 で の 分 類 で 大

過 な い だ ろ う 。

　（ ４ ） ブ ロ ッ ク 外 の 石 器

　 以 上 、 S1･S2 ブ ロ ッ ク の 内

容 を 紹 介 し た 。 こ れ ら の ブ

ロ ッ ク の 周 辺 に は 細 石 刃 関 係

石 器 類 が ま ば ら な 散 布 を し て

い る 。 お そ ら く ブ ロ ッ ク 内 石

器 類 と の 関 係 で 把 握 さ れ る 石

器 類 で あ る 。

そ れ ら に つ い

て は 表 と 挿 図

を 参 考 に さ れ

た い 。

　 ブ ロ ッ ク 外

の 石 器 類 で ふ

れ て お き た い

細 石 刃 核 が あ

る ( 第 37 図

171)。 こ れ は

ボ ー ト の よ う

な 体 形 を し た

例 で 、 石 材 １

( 流 紋 岩 ) を

0                                                            2m

0                                                            2m
B6 B6C6

B7
B7

B7C7
C7

B7

C7

C7

B8

C8
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0                               4m

第 35 図　大坪遺跡 S3 ブロックの平面分布

用 い て い る 。 分 厚 い 剝 片 の ポ ジ 面 を 打 面 と し て 両 側 面 で 石 核 整 形 剝 離 作 業 を 実 施 し て い

る 。 細 石 刃 剝 離 作 業 面 は 両 小 口 で 行 っ て い る 。 こ の よ う な 特 徴 か ら 典 型 的 な 船 野 型 細 石 刃

核 で あ る 。 石 材 １ は 、 大 野 川 本 流 方 面 で 採 取 さ れ 、 同 地 域 で 盛 ん に 使 わ れ て い る 石 材 で あ

る 。 本 遺 跡 で は 、 細 石 刃 関 係 資 料 に 石 材 １ を 用 い た 例 は 、 こ の 細 石 刃 核 以 外 に な い 。 し た

が っ て 細 石 刃 核 が 大 野 川 流 域 方 面 か ら 持 ち 込 ま れ た が 、 剝 離 作 業 は 行 わ れ て い な か っ た と

推 定 で き る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（ ５ ） S ３ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 に つ い て

　S ３ ブ ロ ッ ク は 五 馬 大 坪 遺 跡 の 中

で は 東 地 区 に あ た る 。 区 画 と し て は 、

B26･B27･C26･C27 が そ の 分 布 区 画 に 該 当 す

る 。 や や 斜 行 す る よ う に 東 西 に 長 い 石 器 ブ

ロ ッ ク で あ る ( 第 35 図 )。

　 こ の S ３ ブ ロ ッ ク を 微 視 的 に 見 る と ３

号 墓 の 西 側 、 ３ 号 墓 の 北 側 、

67 号 墓 の 東 側 、 48 号 墓 の 北

側 、 21 号 墓 の 北 側 、 66 号 墓

の 北 西 な ど に 集 中 す る 。 な か

で も 48 号 墓 の 北 側 の 集 中 部

は 、 チ ャ ー ト の 小 さ な チ ッ プ

が 密 集 し て い る 。 こ の 中 に は

チ ャ ー ト の 細 石 刃 は 含 ま れ て

お ら ず 、 細 石 刃 剝 離 に 伴 う 作

業 場 で は な い と い え る 。 66

号 墓 の 北 西 は 石 材 ５ の 細 石 刃

が 集 中 し て お り 、 細 石 刃 剝 離

の 場 所 と 思 わ れ る 。

　 細 石 刃 は 石 材 ５ か ら ８ ま で

の 石 材 を 用 い る ( 表 ３)。 こ の

う ち 石 材 ５ が ９ 例 で あ り 、 ８

点 を 図 示 し て い る ( 第 36 図

150 ～ 157)。 S ３ ブ ロ ッ ク で

は 、 石 材 ５ を 石 材 と す る 細 石

刃 核 が ３ 点 出 土 し て い る ( 第

37 図 173 ～ 175)。 い ず れ も

傾 斜 打 面 を 有 す る 典 型 的 な 野

岳 型 細 石 刃 核 で あ る 。 こ の う

ち 一 例 は 180 度 打 面 を 移 動 さ

せ､ 対 向 す る 方 向 か ら も 細 石

刃 を 剝 離 し て い る ( 第 37 図
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表３　S3 ブロックの石器数量表

石材 石材 石材 石材 石材 石材 石材
2 3 5 6 7 8 チャート

細石刃 9 1 1 1
細石刃核 3
剝片･
チップ

5 4 6 1 1 1 21

石器類
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第 36 図 大坪遺跡の細石刃　137 ～ 142:S1 ブロック出土、143 ～ 149:S2 ブロック出土

　　　　　　　　　　　　　150 ～ 157:S3 ブロック出土、158 ～ 170:S2 ブロック出土
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第 37 図　大坪遺跡の細石刃核 171:B7 区出土、172:S2 ブロック出土・173 ～ 175:S3 ブロック出土

171（B7 区）

172（S2 ブロック） 173（S3 ブロック）

174（S3 ブロック）

175（S3 ブロック）0                                      5cm

174)。

　 以 上 見 て き た S ３ ブ ロ ッ ク は 、 野 岳 型 細 石 刃 核 を 主 体 と す る 石 器 群 で あ る 。 残 核 を み る

と 、３ 例 と も 良 質 な 石 材 ５( 推 定 牟 田・腰 岳 系 黒 曜 岩 ) を 選 択 し て い る 。石 核 に は 礫 面 が 残 っ

て お り 、 そ の 起 伏 形 状 を 観 察 す る と 原 石 は せ い ぜ い 拳 大 程 度 の 大 き さ に 満 た な い 小 礫 と

推 定 す る 。 一 例 は 作 業 面 方 向 か ら の 細 か い 調 整 剝 離 に よ り 傾 斜 打 面 を 作 出 し て い る (173)。

こ の 打 面 か ら 押 圧 剝 離 で 細 石 刃 を 剝 離 し て い る が 、 作 業 面 と 背 面 ( 裏 面 の 礫 面 ) と の 厚 さ

が 約 10mm と 薄 く な っ て い る 。 も う 一 例 は 、 調 整 剝 離 に よ る 傾 斜 打 面 で は な く 、 礫 面 の

屈 曲 に よ る 傾 斜 礫 面 を 傾 斜 打 面 と し て 細 石 刃 剝 離 を 行 っ て い る (175)。 三 例 目 は 、 両 極 方

向 に 傾 斜 打 面 が 残 る (174)。 こ れ は 傾 斜 打 面 作 出 後 、 細 石 刃 剝 離 を 行 い 、 次 に 傾 斜 打 面 を

180 度 反 対 面 に 作 出 し 細 石 刃 剝 離 を 行 う 。 こ れ に 伴 う 上 下 の 細 石 刃 剝 離 痕 が 交 差 す る こ と

に な る 。 以 上 見 て き た ３ 例 の 細 石 刃 核 は 、 そ の 特 徴 か ら 野 岳 型 細 石 刃 核 の 特 徴 を 持 っ て い

る こ と が わ か る 。 ま た Ｓ ３ ブ ロ ッ ク の 細 石 刃 文 化 の 特 徴 が よ く 示 さ れ て い る も の と 思 わ れ

る 。 な お 、 こ の 石 器 ブ ロ ッ ク に は 、 船 野 型 細 石 刃 核 や 、 大 野 川 流 域 に 多 い 石 材 １( 流 紋 岩 )

を 用 い た 石 器 類 は 一 切 な か っ た 。 石 材 組 成 と 細 石 刃 関 係 の 石 材 利 用 を み る と 、 細 石 刃 関 係

が 石 材 ５ 、 そ の 他 は 、 チ ャ ー ト な ど が 削 器 の 石 材 に 使 わ れ た こ と が わ か る 。
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６ 　 宇 土 遺 跡 の 石 器 類 に つ い て

　( １) 遺 物 の 分 布

　 宇 土 遺 跡 は 、 東 西 に 長 い 尾 根 状 丘 陵 の 上 に 立 地 し て お り 、 各 時 代 の 遺 構 遺 物 は こ の 尾 根

に 沿 っ て 分 布 す る ( 第 38 図 )。 旧 石 器 時 代 遺 物 に つ い て も 既 報 告 の 一 覧 表 、 本 論 末 の 一 覧

表 を み て も わ か る よ う に 粗 密 は あ り な が ら 調 査 区 の 全 域 に 分 布 し て い る 。 農 道 が 整 備 さ れ

る と い う こ と も あ り 、 Ⅰ 地 区 で は 、 B2 区 か ら B7 区 ま で の １ ト レ ン チ と B11 区 か ら B13 区

ま で の ２ ト レ ン チ を 設 定 し た 。 し か し 、 Ⅱ 地 区 か ら Ⅳ 地 区 に か け て は 弥 生 時 代 ・ 古 墳 時 代

遺 構 の 覆 土 、 ま た そ れ ら 遺 構 の 検 出 作 業 や 間 隙 を 縫 っ て 調 査 し た に す ぎ な い 。 そ れ で も 挿

図 に み る よ う に ま と ま っ た 特 徴 あ る 石 器 類 が 出 土 し た 。 特 に 、 石 器 類 が や や 集 中 す る 範 囲

と し て １ か ら ７ ま で の ブ ロ ッ ク が み ら れ た ( 既 報 告 で は 第 １ 集 中 部 か ら 第 ７ 集 中 部 )。

　 な お 、 具 体 的 な 遺 物 の 出 土 位 置 、 種 類 、 数 量 な ど は 、 既 報 告 の 遺 物 一 覧 表 か ら 読 み 取 っ

て い た だ き た い ( 天 瀬 町 教 育 委 員 会 1986)。

　( ２) 堆 積 と 石 器 類 の 出 土 層 位

　 基 本 層 序 に つ い て は 、 ｢ ２ 五 馬 大 坪 遺 跡 ・ 宇 土 遺 跡 の 基 本 層 序｣ で 簡 単 に 説 明 し た が 、

こ こ で は 宇 土 遺 跡 Ⅰ 地 区 の 堆 積 に 即 し て 説 明 す る ( 第 39 図 )。

　 Ⅰ 層 　 ク ロ ボ ク 土 壌 で 、 黒 色 有 機 質 土 で あ る 。 厚 さ は 30㎝ か ら 50㎝ の 幅 が あ る 。 １ 号

墳 ( Ⅲ 地 区 円 墳 ) の 盛 土 下 に も 観 察 さ れ る 。

　 Ⅱ 層 　 暗 黄 褐 色 で 、 平 均 し て 10㎝ 弱 の 層 厚 で あ る 。 Ⅰ 層 下 部 域 と Ⅲ 層 上 部 域 と の 漸 移

層 で あ る 。

　 Ⅲ 層 　 明 黄 褐 色 で 、 20㎝ か ら 30㎝ 前 後 の 層 厚 で あ る 。 粘 質 で あ る が 、 乾 燥 す る と 固 く

し ま る 。 Ⅳ 地 区 に お い て は Ⅰ ･ Ⅱ 層 が 削 平 さ れ 、 耕 作 土 の 直 下 に 直 接 現 れ る 部 分 も あ る 。

　 Ⅳ 層 　 暗 褐 色 で 、 10㎝ か ら 30㎝ 前 後 の 層 厚 で あ る 。 乾 燥 す る と 垂 直 方 向 に ひ び 割 れ が

生 じ る 黒 色 帯 で あ る 。 亀 石 山 遺 跡 の 調 査 で は 黒 色 帯 の 上 部 域 に AT の 降 下 層 準 が あ る と の

分 析 結 果 が で て い る の で 、 本 層 も 大 野 川 流 域 の 黒 色 帯 (Black Band) に 相 当 す る と み ら れ る 。

　 Ⅴ 層 　 明 黄 褐 色 で 、 20㎝ ～ 50㎝ 前 後 の 層 厚 を 有 す る 。 本 層 は 強 い 粘 性 を 有 し 、 下 部 に

な る ほ ど 、 ク サ リ 礫 、 砂 礫 が 増 え る 。

　 Ⅵ 層 　10㎝ 前 後 の 層 厚 を 有 す る が 、 下 部 層 群 と の 間 で レ ン ズ 状 に 堆 積 す る 。 基 盤 層 ヵ 。

　 更 新 世 後 期 相 当 層 は Ⅱ 層 以 下 で あ る 。 旧 石 器 時 代 の 遺 物 が 出 土 す る の は 、 Ⅱ 層 ～ Ⅴ 層

上 部 で あ る 。

　( ３) Ⅰ 地 区 の 旧 石 器 時 代 遺 物

　 Ⅰ 地 区 は 、 Ⅰ 層 を 除 去 し 、 弥 生 時 代 ・ 古 墳 時 代 の 遺 構 検 出 作 業 を 行 っ た 際 に 、 旧 石 器

時 代 遺 物 と 思 わ れ る も の が 散 見 し た 。 そ こ で Ⅰ 地 区 の う ち 、 Ｂ 2 区 ～ Ｂ ７ 区 ・ Ｂ 11 区 ～

Ｂ 13 区 の 南 側 に 幅 １ ｍ の ト レ ン チ を 設 定 し て 掘 り 下 げ た ( 第 38 図 )。 そ の 深 度 は 土 層 断

面 図 に 示 し て い る と お り で あ る ( 第 39 図 )。 そ の 結 果 、 ト レ ン チ の 各 所 ・ 各 層 か ら 遺 物 が

出 土 し て い る こ と は 、 宇 土 遺 跡 の 既 報 告 の 遺 物 一 覧 表 に 示 し て い る 。 ト レ ン チ の 中 で も や

や 集 中 す る 傾 向 の あ っ た Ｂ ４ 区 を 拡 張 し て 掘 り 下 げ た 結 果 、 石 器 ブ ロ ッ ク で あ る こ と が わ

か っ た 。 こ れ が １ ブ ロ ッ ク で あ る ( 第 40 図 )。 こ こ で は １ ブ ロ ッ ク を 中 心 に Ⅰ 地 区 の 石 器

類 を 報 告 す る 。

　 ま ず 宇 土 遺 跡 の 報 告 書 に 掲 載 し た 一 覧 表 を 基 に 、 器 種 名 の 変 更 と 自 然 石 等 の 混 入 石 材 を
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除 い て 作 成 し た 層 位 別 遺 物 の 数 量 表 か ら 石 器 群 の 特 徴 を み る ( 表 ４)。

第 38 図　宇土遺跡の旧石器出土地点
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　 Ⅰ 層 は ク ロ ボ ク 土 で 、 出 土 遺 物 は ７ 点 出 土 し て い る が 縄 文 時 代 に 帰 属 す る も の や 、 旧 石

器 包 含 層 か ら の 浮 き 上 が り の 例 も あ る と 考 え ら れ る 。 Ⅱ 層 は 漸 移 層 で ９ 点 出 土 し 、 こ の 層

以 下 が 旧 石 器 時 代 遺 物 の 出 土 す る 包 含 層 で あ る 。 Ⅲ 層 か ら は 34 点 出 土 し 、 Ⅳ 層 の 黒 色 帯

第 39 図　宇土遺跡Ⅰ区の堆積層序

表４　宇土遺跡　Ⅰ区トレンチの層位別遺物の数量表
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か ら は 60 点 出 土 し て い る 。

明 ら か に Ⅰ 地 区 に お け る 出 土

層 位 の 主 体 は Ⅳ 層 ： 黒 色 帯 に

あ る こ と が わ か る 。

　 ま ず 最 も 良 好 に 石 器 類 が 出

土 し た Ⅰ 区 の １ ブ ロ ッ ク の 状

況 を み て み る 。 基 本 的 に １ ブ

ロ ッ ク の 石 器 組 成 は 、 B4 区

出 土 石 器 類 ( 表 ４ ) に 、 B5 区

Ⅲ 層 出 土 の 剝 片 ・ チ ッ プ ･ 加

工 痕 の あ る 剝 片 を 加 え た も の

で あ る 。 土 層 断 面 図 に お と し

込 ん だ 垂 直 分 布 を み る と ( 第

40 図 )、 Ⅱ 層 か ら Ⅴ 層 上 部 に

か け て 垂 直 分 布 が 分 か れ る 状

況 に は な い 。 １ ブ ロ ッ ク は 拡

張 部 分 か ら ト レ ン チ 西 側 に も

若 干 分 布 し て い る 。 平 面 分 布

全 体 か ら 見 る と 、 拡 張 区 の 南

側 方 向 に 広 が り そ う な 状 況 が

窺 え る 。 石 器 類 は 、 ７ 点 図 示

し て い る ( 第 41 図 178･180、

第 42 図 184･185･187･ 第 43

図 190･194)。

　 台 形 様 石 器 ：1 ブ ロ ッ ク の

台 形 様 石 器 は ４ 点 あ る 。 形 態

が 扇 形 の 例 は 両 側 を 折 断 に

よ っ て 製 作 さ れ た 例 で 、 Ⅲ 層

か ら 出 土 し て い る (178)。 こ

の 他 、 平 面 形 が 撥 形 の 台 形 様

石 器 が あ り 、 右 縁 は 素 材 の 打

面 部 、 左 縁 は 斜 め に 折 断 し

た 例 で Ⅳ 層 か ら 出 土 し て い

る (180)。 次 の 例 も 剝 片 を 斜

め 横 に し 、 片 側 も し く は 両 縁

を 加 工 し て 刃 部 が や や 斜 め に

な っ て い る 台 形 様 石 器 で あ る

(184･185)。 ま た 石 材 ２ の 小

国 産 黒 曜 岩 を 用 い た ナ イ フ 形

石 器 ( 第 43 図 188) と 剝 片 ( 第

第 40 図　宇土遺跡下層１ブロック平面・垂直分布図
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43 図 190)、 石 材 １ を 用 い た 鶏 冠 状 剝 片 (187)、 石 材 ７ を 用 い た 多 面 体 の 石 核 ( 第 43 図

194) が あ る 。 こ の う ち ナ イ フ 形 石 器 は 、 斜 軸 剝 片 ( ノ の 字 状 剝 片 ) を 用 い て い る が 、 出

土 層 準 は 4 層 の 中 で も 高 い 部 分 に あ る (188)。 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 と す れ ば 上 部 層 か ら

の 混 入 と 考 え る 。 側 面 に 先 行 す る 剝 離 痕 の 残 る 剝 片 は 、 打 面 再 生 剝 片 ヵ (190)。 以 上 が

提 示 し た １ ブ ロ ッ ク の 遺 物 で あ る 。

　 １ ブ ロ ッ ク か ら 離 れ た ト レ ン チ 内 に あ る 石 器 類 の 分 布 で あ る が 、 １ ブ ロ ッ ク か ら そ れ

ぞ れ 10 ｍ 以 上 の 距 離 が あ る Ｂ ６･ ７ 、 60 ｍ 以 上 離 れ た Ｂ 11･12 か ら も Ⅳ 層 で 22 点 の 石

器 類 が 出 土 し て い る ( 表 ４)。 こ の 中 に は 台 形 様 石 器 も 出 土 し て お り 、 明 ら か に Ⅳ 層 ( 黒

色 帯 ) に 主 体 を 置 く 石 器 群 と 考 え ら れ る 。 そ の 上 層 か ら 出 土 し た 石 器 類 は 、 一 部 を 除 き

Ⅳ 層 石 器 群 の 関 連 石 器 と 推 定 さ れ る 。

　 次 に １ ブ ロ ッ ク か ら 離 れ た ト レ ン チ 内 に あ る 石 器 類 に つ い て 報 告 す る 。

　 台 形 様 石 器 は ６ 点 出 土 し て い る ( 第 41 図 176･177･179･181･182、 第 42 図 183)。 こ の

う ち 、 小 国 産 黒 曜 岩 と 推 定 さ れ る 石 材 ２ の 不 定 形 剝 片 を 用 い 、 左 側 縁 側 を 打 ち 欠 き に よ

る 加 工 、 右 側 縁 側 は 折 断 し て 原 形 を 形 成 す る 。 本 例 は 、 上 端 に 素 材 剝 片 の 左 側 縁 を 残 す

が 、 右 側 は 細 か い 打 ち 欠 き に よ る 整 形 を 行 う (176)。 端 部 が 剝 離 軸 に 直 交 す る 縁 部 を 上

端 と し た 例 は 、 上 端 に 剝 離 を 加 え た 他 、 右 側 縁 の 上 部 に 細 か い 加 工 を 加 え る (177)。 長

軸 方 向 を 天 地 に 向 け た 例 は 、 短 く 先 端 が ペ ン 先 形 で 、 両 側 縁 を 細 か い 剝 離 で 刃 潰 し を

し た 例 で あ る (179)。 末 広 が り の 扇 形 剝 片 の 端 部 を 上 端 と し 、 右 側 縁 を 大 き く 打 ち 欠 き 、

左 側 縁 は 使 用 痕 の よ う な 細 か い 剝 離 で 整 形 し て い る (181)。 小 型 の 幅 広 剝 片 を 用 い た 例

は 、 素 材 の 右 側 縁 を 上 端 の 刃 部 と し た 例 で あ る 。 台 形 様 石 器 と し て の 左 側 縁 は 素 材 の 打

面 部 側 、 右 側 縁 と 先 端 の 刃 部 に 若 干 の 加 工 を 加 え る (182)。 ま た 小 型 の 不 定 形 剝 片 も し

く は 幅 広 剝 片 を 用 い 、 右 側 縁 を 上 部 の 刃 部 と し 、 両 縁 の 表 裏 に 平 坦 な 調 整 剝 離 を 加 え た

台 形 様 石 器 が あ る (183)。

　 ナ イ フ 形 石 器 は 、 截 頂 石 刃 と 呼 ば れ る も の で 、 １ ブ ロ ッ ク の 西 方 で Ⅰ 地 区 B6 区 ト レ

ン チ の Ⅳ 層 ( 黒 色 帯 ) か ら 出 土 し た が 、 標 高 か ら 考 え て 同 層 の 上 部 域 か ら の 出 土 で あ る

(186)。 こ の ナ イ フ 形 石 器 は 、 石 材 ５( 推 定 牟 田 ･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ) の 石 刃 を 素 材 と し て い

る が 、 通 例 AT 前 後 の 二 側 縁 加 工 ナ イ フ 形 石 器 段 階 に 通 有 な 石 器 で あ る 。 こ の ナ イ フ 形

石 器 に 関 連 す る と 思 わ れ る の が 、 Ⅰ 地 区 B11 区 の 弥 生 時 代 １ 号 住 居 址 内 覆 土 か ら 出 土 し

た 石 刃 ( 石 材 ５) で あ る ( 第 44 図 201)。 し た が っ て こ の ナ イ フ 形 石 器 に つ い て は 台 形 様

石 器 の 段 階 と は 異 な る 時 期 と 考 え て お く 。

　 削 器 は B11 区 で 出 土 し ( 第 43 図 189)、 加 工 は 左 側 縁 を 加 工 し 、 右 側 縁 か ら 左 下

方 向 へ 破 損 し て い る 。 本 例 は 色 が 薄 い 青 色 の サ ヌ カ イ ト で あ り 、 台 形 様 石 器 ４ 点

(178･180･182･184) と 同 じ 石 材 で あ る こ と か ら 同 一 時 期 と 考 え た い と こ ろ で あ る 。 こ の

石 材 の 原 産 地 に つ い て は 佐 賀 県 方 面 と み ら れ る が 、 は っ き り し な い 。

　 石 核 は ３ 点 と も A7 区 ･B6 区 ･B7 区 と い う 近 距 離 の Ⅰ 層 ･ Ⅱ 層 か ら 出 土 し て お り 、 い

ず れ も 石 材 ２( 推 定 小 国 産 黒 曜 岩 ) か ら 割 り 取 ら れ て い る ( 第 43 図 191 ～ 193)。 形 態 は

も と も と 径 が ４ 、 ５ ㎝ の 多 面 の 角 礫 で あ っ た せ い か 、 剝 離 に よ っ て も 打 点 を 適 宜 移 動 さ

せ 剝 離 を 繰 り 返 し て い る 。 面 が 二 面 だ け で 他 は 礫 面 の 例 を 剝 離 初 段 階 の 例 (193)、 礫 面

が 一 面 だ け の 例 (192)、全 て の 面 が 剝 離 面 の 例 (191) へ と 、石 核 の 剝 離 の 進 行 度 合 い が 違 っ

て い る 。
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第 41 図　 宇土遺跡下層出土石器類（１）（AT 下位、黒色帯出土石器等）

176
（Ⅰ地区 27）
（B6 区）

178
（Ⅰ地区 12）
（B4 区）

180
（Ⅰ地区 65）
（B4 区）

181
（Ⅰ地区 132）
（B11 区）

182
（Ⅰ地区）
（A11 区）

179
（Ⅰ地区 94）
（B11 区）

177
（Ⅱ地区 25）
（B6 区）

0                                      5cm



45

( ４) Ⅱ 地 区 ･ Ⅲ 地 区 の 旧 石 器 時 代 遺 物

　 Ⅱ 地 区 ･ Ⅲ 地 区 は 、 同 一 の 区 画 設 定 を し て い る 。 こ の 地 域 の ブ ロ ッ ク は 、

B4･C4･B5･C5･B6･C6 の 各 区 画 に ま た が っ て い る 。 こ れ を ２ ブ ロ ッ ク ( 旧 称 第 ２ 集 中 部 ) と

す る 。 発 見 の 経 緯 は 、 １ 号 墳 の 周 溝 や B4･C5 に お け る 工 事 用 の 溝 な ど か ら 石 器 類 の 採 取 が

あ っ た た め で あ る 。

　 石 器 類 は 、 古 墳 の 遺 構 内 か ら １ 点 、 Ⅲ 層 か ら １ 点 、 Ⅳ 層 か ら ５ 点 出 土 し て い る ( 表 ５)。

　 ナ イ フ 形 石 器 ： こ の ナ イ フ 形 石 器 は 二 側 縁 加 工 の 例 で あ り 、 石 材 ５ の 石 核 か ら 剝 離 さ れ

た 石 刃 を 素 材 と し た 例 で あ る ( 第 44 図 195)。 裏 面 調 整 も し て お り 、 長 崎 県 地 域 で 柿 崎 型

と 呼 ば れ る も の か も し れ な い 。 基 部 が 僅 か に 折 れ て い る が 、 こ の よ う な 特 徴 か ら AT パ ミ

ス 降 下 の 直 前 頃 の 石 器 の 可 能 性 も あ る 。 石 核 ： こ れ は 、 剝 片

素 材 で 、 打 面 を 作 出 後 に 縦 長 剝 片 を 小 口 か ら 剝 離 し た 例 で あ

る ( 第 44 図 198)。 こ の 他 、 ノ ッ チ 、 台 形 様 石 器 が あ る が 図

化 し て い な い 。 い ず れ に せ よ 、 台 形 を 含 む Ⅳ 層 ( 黒 色 帯 ) 出

土 の 石 器 類 は 、 Ⅰ 地 区 と 同 様 な AT 下 位 の 石 器 類 の 可 能 性 が

高 い 。 ま た Ⅲ 層 の ナ イ フ 形 石 器 も そ の 形 態 か ら AT 直 下 の 時

期 の も の と 推 定 す る 。

第 42 図　宇土遺跡下層出土石器類（２）（AT 下位、黒色帯出土石器等）
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表５　宇土２ブロックの数量表

183
（Ⅰ地区 1）
（B7 区） 184

（Ⅰ地区 82）
（B4 区）

185
（Ⅰ地区 66）
（B4 区）

186
（Ⅰ地区 140）
（B6 区）

187
（Ⅰ地区 5）
（B4 区）

0                                      5cm
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第 43 図　宇土遺跡下層出土石器類（３）（AT 下位、黒色帯出土石器等）

188
（Ⅰ地区 146）
（B4 区）

190
（Ⅰ地区 121）
（B4 区）

192
（Ⅰ地区 34）
（B6 区）

193
（Ⅰ地区 50）
（B6 区）

194
（Ⅰ地区 4）
（B7 区）

191
（Ⅰ地区 54）
（A7 区）

189
（Ⅰ地区 103）
（B11 区）

0                                      5cm
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　( ５) Ⅳ 地 区 の 旧 石 器 時 代 遺 物

　 Ⅳ 地 区 は 、 調 査 区 の 各 所 で 旧 石 器 時 代 の 石 器 類 が 集 中 し て い る 。 弥 生 時 代 等 の 遺 構 検 出

作 業 を 実 施 し た 際 に 出 土 し た 石 器 類 で あ る 。 そ こ で ブ ロ ッ ク と し た の は 、 単 品 で は な く 、

３ 点 以 上 出 土 し た 部 分 を 集 中 部 分 と し て ブ ロ ッ ク 認 定 し た 。 そ れ ら は ３ ブ ロ ッ ク か ら ７ ブ

ロ ッ ク ま で 確 認 し た 。

　 ３ ブ ロ ッ ク は 、 C17 区 の 南 西 付 近 に 位 置 す る ( 第 38 図 )。 Ⅲ 層 を 精 査 す る な か で 出 土 し

た 。出 土 点 数 は ６ 点 出 土 し た 。入 念 に 掘 り 下 げ た が 、Ⅳ 層 ( 黒 色 帯 ) に は 及 ん で い な か っ た 。

内 訳 は 、 焼 礫 １ 点 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 １ 点 、 剝 片 ２ 点 で あ る 。 チ ッ プ や 剝 片 の 剝 離 作 業

が 行 わ れ た 形 跡 は な か っ た 。 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 は 今 峠 類 型 の 典 型 例 で 、 石 材 は 石 材 １ の

大 野 川 流 域 に 多 い 流 紋 岩 を 用 い て お り 、 同 流 域 か ら 持 ち 込 ま れ た と 推 定 さ れ る ( 第 44 図

196)。

　 こ の 他 、 ３ ブ ロ ッ ク 周 辺 の 石 器 類 を こ こ で 挙 げ て お く 。 台 形 様 石 器 は 、 C18 区 の ４ 号 小

型 竪 穴 の 覆 土 か ら 出 土 し た ( 第 44 図 199)。 体 部 が 楽 器 の ギ タ ー 胴 部 に 似 る な ど 側 縁 が S

字 形 に 湾 曲 し た 平 面 形 を 有 す る 。 刃 部 は 外 側 に や や 張 る よ う な 平 面 形 を な し て い る 。 台 形

様 石 器 の 石 材 は 石 材 ５ を 用 い る が 、 今 日 知 ら れ て い る 西 北 九 州 地 域 の 台 形 様 石 器 に 該 当 す

る 類 例 は な い 。 ま た 10 号 住 居 の 覆 土 内 か ら 、 掻 器 、 も し く は 加 工 痕 の あ る 剝 片 に 分 類 さ

れ る 例 が 出 土 し た ( 第 44 図 200)。 本 例 は 、 素 材 の 打 面 部 側 に 刃 部 を 作 出 し て い る が 、 丁

度 器 体 長 軸 に 並 行 す る よ う に 半 裁 さ れ て い る 。

　 ４ ブ ロ ッ ク は 、 C19 区 の 西 で 、 調 査 区 の 南 側 限 界 付 近 に 位 置 す る ( 第 38 図 )。 こ こ は 南

側 の 調 査 区 外 か ら 切 株 が 調 査 区 側 に は み 出 し て い る 部 分 の 根 元 付 近 に あ た り 、 切 株 の 反 対

側 に は ５ ブ ロ ッ ク が 位 置 す る 。 お そ ら く 両 ブ ロ ッ ク は 同 一 の 集 中 域 を 形 成 し て い た と 思 わ

れ る 。 ４ ブ ロ ッ ク は 当 初 、 ３ 点 が 出 土 し た が 、 現 在 ２ 点 が 確 認 で き ( 既 報 告 一 覧 表 の Ⅳ 地

区 121 と 122)、 両 例 と も Ⅲ 層 出 土 で あ る 。 前 者 は 石 材 ２ の チ ッ プ 、 後 者 は 石 材 ５ の 剝 片

で あ り 、 図 示 は し て い な い 。

　 ５ ブ ロ ッ ク は 、切 株 を 隔 て た C20 側 に 位 置 す る ( 第 38 図 )。 石 器 類 は 、台 形 様 石 器 １ 点 、

チ ッ プ １ 点 、 剝 片 １ 点 の 計 ３ 点 で あ る ( 既 報 告 一 覧 表 の Ⅳ 区 123 ～ 125)。 い ず れ も Ⅲ 層 出

土 で あ る 。 こ の う ち 台 形 様 石 器 は 石 材 ５ を 用 い た 剝 片 を 素 材 と し 、 そ の 右 側 縁 側 を 上 方 に

向 け た 刃 部 で 、 剝 離 軸 の 両 端 を 細 か い 剝 離 で 扇 形 に 整 形 し た 例 で あ る ( 第 45 図 202)。

　 ６ ブ ロ ッ ク は 、 D19 区 と D20 区 に ま た が り つ つ 調 査 区 の 北 側 限 界 に 沿 っ て 分 布 す る ( 第

38 図・第 46 図 )。石 器 類 は 、整 理 段 階 で 確 認 で き た ８ 点 が 出 土 し て い る ( 既 報 告 一 覧 表： ( Ⅳ

地 区 111 ～ 116、118、120)。 内 訳 は 細 石 刃 核 １ 点 ( 石 材 11)、剝 片 ２ 点 ( サ ヌ カ イ ト・石 材 ３)、

チ ッ プ ４ 点 ( サ ヌ カ イ ト ３ 点 ･ 石 材 ５ が １ 点 )、 器 種 不 明 １ 点 ( 石 材 ５ が １ 点 ) で あ る 。 こ

れ ら は 、 チ ッ プ １ 点 が Ⅲ 層 か ら 出 土 し た が 、 他 ７ 点 は す べ て Ⅱ 層 か ら 出 土 し て お り 、 重 要

な 層 位 的 事 実 と い え る 。

　 ６ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 に つ い て コ メ ン ト し て お き た い 。 細 石 刃 核 は 小 型 の 剝 片 を 素 材 と し

て 、 素 材 剥 離 時 の ポ ジ 面 を 左 側 面 と し 、 小 口 か ら １ 本 、 ま た は ２ 本 の 細 石 刃 剝 離 痕 が あ

る ( 第 48 図 204)。 こ れ を 楔 形 細 石 刃 核 の 一 種 と す れ ば 縄 文 時 代 草 創 期 の 細 石 刃 核 と な る 。

こ の 細 石 刃 核 の 石 材 を 石 材 11 と し た が 、 調 査 中 に ロ ー ム 層 中 に 小 型 の 自 然 礫 と し て 混 入

す る も の に 酷 似 し て い た こ と に よ る 。 こ れ は 石 材 の 質 的 に は 良 質 の 黒 曜 岩 で あ る 。 ま た 剝
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第 44 図　宇土遺跡のⅡ ･ Ⅲ層出土石器類（１）

0                                      5cm

195
（Ⅱ地区 4）
（B4 区）
（2 ブロック）

196
（Ⅳ地区 104）
（C17 区）

201
（Ⅰ地区 189）
（B11 区）

197
（Ⅳ地区 D21）

199
（Ⅳ地区 166）
（C18 区）
（3 ブロック周辺）  

200
（Ⅳ地区 170）
（C18 区）
（3 ブロック周辺）  

198
（Ⅲ地区 1）
（C5 区）
（2 ブロック）



49

片 と し た 1 例 は 、 ( 第 48 図 205)、 剝 片 と し て い る が 表 面 の 右 側 と 手 前 先 端 部 付 近 に 細 石

刃 の 作 業 面 ( ネ ガ 面 ) が 切 ら れ た 状 況 に あ る 。 そ の た め 側 面 再 生 で あ り 、 打 面 再 生 の 剝 片

で も あ る 。石 材 ３( 熊 本 県 阿 蘇 市 の 象 ヶ 鼻 産 ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 ) と 推 定 さ れ る 石 材 で あ る 。

　 ７ ブ ロ ッ ク は 、 D19 区 と D20 区 に ま た が り つ つ 調 査 区 の 北 側 限 界 に 沿 っ て 分 布 す る ( 第

38 図 ・ 第 46 図 )。 石 器 類 は 、 細 石 刃 を 主 体 と す る 石 器 群 で 、 主 に Ⅱ 層 を 中 心 に Ⅲ 層 か ら

も 若 干 出 土 し て い る 。 こ の 点 は 、 本 稿 末 の 一 覧 表 や ７ ブ ロ ッ ク 出 土 石 器 類 の 層 位 ご と の 表

で 確 認 し て い た だ き た い ( 表 ７: 実 測 図 掲 載 分 の み の 表 )。 こ れ ら の 石 器 類 は 、 当 初 の 遺 構

第 45 図　宇土遺跡のⅡ ･ Ⅲ層出土石器類（２）

第 46 図　宇土遺跡のブロックの位置と第６ブロックの平面 ･ 垂直分布

0                                      5cm

202（Ⅴ地区 123）
（C20 区）
（5 ブロック）  

203（Ⅳ地区 57）
（E24 区）

25
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D
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23
第７ブロック集中部

第６ブロック集中部
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ピット 6

Ⅴ地区
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20 19

C
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D

チップ
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391.50m
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検 出 時 に Ⅱ 層 か ら 数 点 の 石 器 類 が 出 土 し た こ と に よ り 、 意 識 的 に 遺 構 の な い 部 分 を 精 査

し 、 石 器 類 分 布 の 観 察 と 完 掘 を 行 っ た 。 そ う し て ７ ブ ロ ッ ク の 石 器 分 布 を 確 定 し た 状 況 が

分 布 図 の と お り で あ る ( 第 47 図 )。 こ れ を み る と N-120°-S の 角 度 で 長 軸 約 ８ ｍ 、 短 軸 約

３ ｍ の 規 模 で 広 が り 、そ の 包 含 状 態 の 厚 さ は 約 10cm と 極 め て 薄 い 。ま た 分 布 域 を 外 れ る と 、

そ の 外 域 に 石 器 類 は ほ ぼ 分 布 し な い 。以 上 の よ う な 特 徴 か ら 同 時 期 性・一 括 性 の 高 い ブ ロ ッ

ク で あ る と 受 け 止 め る こ と が で き る 。

　 細 石 刃 ：19 点 出 土 し 、 12 点 を 図 示 し て い る ( 第 48 図 206 ～ 210、 第 49 図 223 ～ 228)。

い ず れ も 細 く 、 切 断 さ れ た 例 が 多 い 。

　 細 石 刃 核 ： 楔 形 細 石 刃 核 が ２ 点 出 土 し て い る ( 第 48 図 216)。 い ず れ も 打 面 長 よ り 作 業

面 高 の 長 さ の 方 が 高 い 特 徴 が あ る 。 ま た 後 縁 が 縦 方 向 で あ る こ と 、 下 縁 調 整 状 の 剝 離 痕 な

ど か ら す る と 唐 津 型 、 も し く は 石 ケ 元 型 細 石 刃 核 に 相 当 す る 可 能 性 が あ る 。

　 削 片：１ 点 出 土 し て お り ( 第 48 図 214)、横 断 面 が 台 形 に 近 く 、表 面 に は 横 方 向 の 調 整 痕 、

裏 面 は 縦 方 向 の 削 片 で あ る こ と を 示 す ポ ジ 面 で あ る 。

　 細 石 刃 核 原 形 : ４ 点 を 図 示 し て い る ( 第 48 図 217･218･219、 第 49 図 230)。 う ち ３ 点 は

楔 形 細 石 刃 核 の 原 形 ヵ (218･219･230) と 考 え る が 、 １ 例 は 既 報 告 で 削 器 と し て い た 例 で あ

る 。 し か し も う 一 例 は 、 方 柱 状 の 体 形 を し て い る (217)。

　 剝 片 : ２ 点 を 図 示 し て い る ( 第 48 図 213･215)。 う ち １ 点 は 、 削 片 の 可 能 性 が あ る (215)。

　 削 器 : ３ 点 を 図 示 し て い る ( 第 48 図 212、 第 49 図 231･232) を 図 示 し て い る 。 う ち 一 例

は 削 器 に 分 類 す る こ と が 妥 当 か 判 断 は つ か な い が 、 上 端 方 向 か ら 裏 面 ( ポ ジ 面 ) へ 剝 離 加

工 痕 が あ る 。 も う 一 例 は ゆ る く カ ー ブ す る ポ ジ 面 側 の 凹 み に 刃 潰 し 状 の 加 工 が あ る (231)。

三 例 と も ポ ジ 面 側 に 加 工 し て い る 。

　 敲 石 ： １ 点 を 図 示 し て い る ( 第 49 図 233)。 短 い 楕 円 形 で 、 長 軸 の 両 端 部 に 打 撃 ダ メ ー

ジ 痕 が 残 る 。

　 以 上 、 ７ ブ ロ ッ ク の 石 器 類 に つ い て 簡 単 に 説 明 し た 。 次 に こ の ブ ロ ッ ク の 周 辺 で も 関 連

の 深 い 石 器 類 が 出 土 し て い る ( 第 48 図 220 ～ 222)。 出 土 位 置 に つ い て は 、 一 覧 表 で 確 認

さ れ た い 。 楔 形 細 石 刃 核 は 一 例 を 図 示 し た (220)。 本 例 は 下 縁 調 整 痕 を 有 し 、 打 面 は 主 に

側 方 か ら 調 整 し 、 細 石 刃 剝 離 痕 は 一 条 の み で あ る 。 細 石 刃 は 、 端 部 が ポ ジ 面 側 に 湾 曲 す る

例 で あ る (222)。黒 曜 岩 の 原 石 が E22 区 の ピ ッ ト ６（ 第 38 図 ）か ら 出 土 し て い る（221）。ピ ッ

ト に つ い て は 旧 石 器 時 代 の 遺 構 と し て 報 告 書 に 報 告 し た と こ ろ で あ る 。 詳 細 は 既 報 告 を 参
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石
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形
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Ⅰ 1 1
Ⅱ 2 1 1 4 1 3 1 13
Ⅲ 4 1 1 1 7

混入 1 2 3
合計 2 1 1 1 1 8 3 1 4 1 1 24

D23 D24 E24

合
計

※Mc再生:細石刃再生剝片、Mｃ原形:細石刃核原形

表７　宇土遺跡７ブロック数量表２表６　宇土遺跡７ブロック数量表１

石材

細
石
刃

細

石

刃

核

原
形

剝
片
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ッ
プ

R
f

U
f

敲
石

削
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計

ob 19 2 1 13 50 2 87
小ob 2 1 7 1 11
Sn 5 3 1 2 11
Sn？ 1 1
？ 3 3
合計 19 2 3 19 61 4 3 2 113

　 ob:腰岳系黒曜磐、小ob:小国産黒曜岩
　 sn:サヌカイト

※Rf:加工痕ある剝片、Uf:使用痕ある剝片



51

第 47 図　宇土遺跡の 7 ブロックの平面 ･ 垂直分布

16 号住居

23 号住居
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E24E24
E23E23
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細石刃

剝片

U レ

R レ

チップ
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390.50m

232

231 218
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考 に さ れ た い 。 こ の や や 小 さ め の 原 石 は 、 こ の 地 域 の ロ ー ム 層 中 に 介 在 す る も の で 、 本 例 も

そ の 例 と 考 え る 。 地 理 的 に 近 い 小 国 産 の 黒 曜 岩 と 異 な っ て 良 質 で 、 黒 味 が や や 薄 い 特 徴 が あ

る 。 上 述 し た 細 石 刃 核 も 同 じ 石 材 と 推 定 す る (204)。
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第 48 図　宇土遺跡の細石刃文化資料 

６ブロック：205・206、7 ブロック：207 ～ 220、その周辺地区：221 ～ 223

204

205
212

213

216

219

220

221

222

217

218

214 215

208 209 210 211206 207

0                                      5cm

204  （Ⅳ地区 113）（D19 区）６ブロック
205  （Ⅳ地区 116）（D19 区）６ブロック
206（Ⅳ地区 163）（E24 区）
207（Ⅳ地区 152）（E24 区）７ブロック
208（Ⅳ地区） 
209  （Ⅳ地区 127）（E24 区）７ブロック
210  （Ⅳ地区 143）（E24 区）７ブロック
211  （Ⅳ地区 141）（E24 区）７ブロック
212（Ⅳ地区 30）（E24 区）７ブロック
213（Ⅳ地区 89）（D24 区）７ブロック

214  （Ⅳ地区 101）（E24 区）７ブロック
215（Ⅳ地区 93）（D24 区）７ブロック
216（Ⅳ地区 126）（D24 区）７ブロック
217  （Ⅳ地区 158）（D24 区）７ブロック
218  （Ⅳ地区 7）（E24 区）７ブロック
219  （Ⅳ地区 157）（E24 区）７ブロック
220（Ⅳ地区 136）（E24 区）
221（Ⅳ地区）（E22 区）ピット６
222（Ⅳ地区 168）（C19 区）
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第 49 図　宇土遺跡の細石刃文化資料 ７ブロック

223（Ⅳ地区 13）
（E24 区）
７ブロック

226（Ⅳ地区 44）
（E24 区）
７ブロック

227（Ⅳ地区 92）
（D23 区）
７ブロック

231（Ⅳ地区 42）
（E24 区）
７ブロック

232（Ⅳ地区 47）
（E24 区）
７ブロック

233（Ⅳ地区 10）
（E24 区）
７ブロック

228（Ⅳ地区 97）
（D23 区）
７ブロック

224（Ⅳ地区 26）
（E24 区）
７ブロック

225（Ⅳ地区 39）
（E24 区）
７ブロック

229（Ⅳ地区 131）
（D24 区）
７ブロック

（E24 区）
230（Ⅳ地区 137）

７ブロック
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７ 　 五 馬 大 坪 遺 跡 と 宇 土 遺 跡 出 土 石 器 に 関 す る 総 括

　( １)　 五 馬 台 地 に お け る 旧 石 器 文 化 の 位 置 づ け

　 前 章 ま で 、 詳 し く 五 馬 大 坪 遺 跡 と 宇 土 遺 跡 出 土 石 器 に 関 し て 観 察 し て き た 。 こ う し た 石

器 類 ( 群 ) が ど の よ う な 位 置 づ け に な る の か 筆 者 の 考 え を 説 明 す る 。

　 ま ず 大 分 県 大 野 川 流 域 を 中 心 に し た 編 年 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 1 期 は 黒 色 帯 直 下 の

粘 土 層 か ら 出 土 す る 石 器 群 で 、 古 相 の 台 形 様 石 器 が 出 土 す る 段 階 で 石 斧 を 伴 う 。 2 期 は 平

坦 剝 離 で 調 整 し た 台 形 様 石 器 が 伴 う 段 階 。 3 期 は 、 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 、 戴 頂 石 刃

な ど を 中 心 と す る 石 器 群 で あ り 、 そ の 素 材 は 石 刃 技 法 に よ る 石 刃 で あ る 。 こ れ ら は 、 AT

パ ミ ス ( 約 30,000 年 前 ) の 上 下 か ら 出 土 し て お り 、 ３a 期 （AT 下 位 ） と ３b 期 （AT 上 位 ）

に 便 宜 的 に 分 け る 。 ４ 期 は 、 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 段 階 で あ る 。 ５ 期 は 今 峠 型

ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と し 、 今 峠 型 剝 片 尖 頭 器 を 伴 う 段 階 で あ る 。 6 期 は 、 大 型 の 剝 片 尖 頭

器 が 盛 行 す る 段 階 。 こ の 段 階 は 、 角 錐 状 石 器 を 伴 わ ず 、 大 野 川 流 域 で は 切 出 し 状 の ナ イ フ

形 石 器 が 伴 う 。 ７ 期 は 角 錐 状 石 器 が 盛 行 す る 段 階 で 、 7a 期 と 7b 期 に 細 分 で き る 。 7a 期 は

三 面 加 工 な ど 大 型 の 角 錐 状 石 器 が 多 く 、 ６ 期 か ら 続 く 剝 片 尖 頭 器 も 少 量 残 存 す る 。 7b 期

は 5cm 前 後 の 小 型 角 錐 状 石 器 が 主 体 で 、 二 面 加 工 例 が 多 い 。 ま た 剝 片 尖 頭 器 は ほ ぼ み ら

れ な い が 、 あ っ て も 矮 小 化 し た 例 が 極 少 量 伴 う 場 合 も あ る 。 8 期 は 、 先 細 り の 小 型 石 刃 を

用 い た 片 島 型 ナ イ フ 形 石 器 が 主 体 の 段 階 。 ９ 期 は 野 岳 型 細 石 刃 核 が 主 体 の 段 階 で あ る 。 J

１ 期 は 、 船 野 型 細 石 刃 核 を 主 体 と す る 石 器 群 で 、 神 子 柴 系 の 石 斧 や 両 面 調 整 尖 頭 器 を 伴 う

場 合 が あ る 。 こ の 段 階 は 福 井 洞 穴 ４ 層 の 調 査 成 果 で 、 船 野 型 細 石 刃 核 が 大 量 出 土 し た Ⅳ 層

の 年 代 と し て 約 16,000 年 前 の14 C 年 代 測 定 値 が あ る 。 こ う し た 年 代 値 と 神 子 柴 系 の 石 器 が

伴 う こ と か ら 長 者 久 保 ･ 神 子 柴 期 に 並 行 す る こ と が わ か っ て い る 。 な お こ の 長 者 久 保 ･ 神

子 柴 期 に 並 行 す る 段 階 の 後 半 期 に 、 細 石 刃 を 伴 わ な い 段 階 の あ る 可 能 性 を 示 す 事 例 が あ る

が 、 こ こ で は 省 略 す る 。 J2 期 は 隆 起 線 文 土 器 、 J3 期 は 爪 形 文 土 器 を 特 徴 と す る 段 階 で 、

い ず れ も 船 野 型 と は 全 く 違 っ た 新 型 式 の 福 井 型 細 石 刃 核 / 西 海 技 法 の 細 石 刃 核 を 主 体 と す

る 。 大 分 県 内 に は 隆 起 線 文 土 器 、 爪 形 文 土 器 の 出 土 例 は な い が 、 同 様 な 技 法 の 細 石 刃 核 が

日 出 町 エ ゴ ノ 口 遺 跡 や 竹 田 市 政 所 馬 渡 遺 跡 で 出 土 お り 、 長 崎 県 の 泉 福 寺 洞 穴 ・ 福 井 洞 穴 と

表８　東九州における旧石器時代と縄文時代草創期前半編年

時代 編年案 遺跡 主要遺物 素材モード/備考 大坪遺跡・宇土遺跡 周辺地区
J4期 森の木 隆帯文土器 石鏃
J3期 ？ 爪形文土器 楔形細石刃核
J2期 ？ 隆起線文土器 楔形細石刃核
J1期 市ノ久保 船野型Mc 大坪：西　 亀石山
9 期 宮ノ原/大坪 野岳型Mc 大坪S3ブロック 亀石山
8 期 大迫上層 片島型ｋｎ主体 ◎石刃
7b期 駒方池迫 角錐状･剝片Pt ◎剝片/△石刃
7a期 津留Ⅲ層・百枝C 角錐状･剝片Pt ◎剝片/△石刃
6 期 津留Ⅳ/Ⅴ層 切出kn･剝片Pt ◎剝片/◎石刃 高瀬Ⅲ:Ⅳ下

5 期 今峠・百枝BⅤ層 今峠型kn主体 ◎剝片/△石刃 大坪：西　
4 期 駒方津室迫 狸谷型kn主体 ◎剝片
3b期 松山Ⅴ層 二側縁加工kn ◎石刃
3a期 百枝C3文化 二側縁加工kn ◎石刃 宇土Ⅰ:Ⅳ上 高瀬Ⅲ:Ⅴ層

2 期 百枝BⅥ層下半 台形様石器 ◎剝片 宇土Ⅰ:Ⅳ下 西Ⅴ層
1 期 牟礼越Ⅵ層 台形様石器 ◎剝片

旧
石
器
時
代

縄
文
時
代

※凡例:◎多量／△少量／ｋｎナイフ形石器／Pt尖頭器

宇土Ⅳ:7ブロック
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同 様 な 段 階 の 存 在 が 想 定 で き る 。 ま た J ２ 期 か ら J ３ 期 に か け て の 石 器 で あ る 中 ・ 四 国 系

の 有 茎 尖 頭 器 が 東 九 州 地 方 に 見 ら れ る 。 J ４ 期 は 、 石 鏃 を 伴 う 隆 帯 文 土 器 の 段 階 で あ る 。

　 以 上 の よ う な 編 年 の 枠 組 み の 中 で 、 五 馬 大 坪 遺 跡 と 宇 土 遺 跡 を 含 む 五 馬 台 地 の 周 辺 の 状

況 に つ い て 述 べ て み る が 、 西 遺 跡 、 亀 石 山 遺 跡 、 高 瀬 Ⅲ 遺 跡 な ど へ の 言 及 は 、 参 考 文 献 に

記 す よ う に 旧 天 瀬 町 教 育 委 員 会 発 行 の 報 告 書 を 参 考 に し て い る 。

　 今 の と こ ろ 、 黒 色 帯 を 抜 い た 下 層 に 石 器 群 の 主 体 が 位 置 す る １ 期 の 遺 跡 は み つ か っ て い

な い 。 ２ 期 の 遺 跡 と し て 挙 げ ら れ る の は 、 今 回 再 び 検 討 し た 宇 土 遺 跡 Ⅰ 地 区 に お け る １ ブ

ロ ッ ク と そ の 延 長 上 の Ⅳ 層 下 半 を 中 心 に 出 土 し た 台 形 様 石 器 の 一 群 で あ る 。 こ れ と 同 じ 時

期 に 該 当 す る の が 、 五 馬 台 地 に 隣 接 す る 日 田 市 天 瀬 町 塚 田 地 区 の 西 遺 跡 Ⅴ 層 ( 黒 色 帯 ) か

ら 出 土 し た 石 器 群 で 、 台 形 様 石 器 と 部 分 磨 製 石 斧 の 断 片 が 一 つ の ブ ロ ッ ク 内 か ら 出 土 し て

い る ( 天 瀬 町 教 育 委 員 会 2002.3)。

　3a 期 に つ い て は 今 回 検 討 し た 五 馬 大 坪 遺 跡 と 宇 土 遺 跡 の な か に 良 好 な 段 階 は な い 。 と

こ ろ で 大 野 川 流 域 を は じ め と し て こ の 段 階 に は 石 刃 を 素 材 と す る 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石

器 と 截 頂 石 刃 が 特 徴 的 に 伴 っ て い る 。 宇 土 遺 跡 Ⅰ 地 区 の B6 区 で Ⅳ 層 の 上 半 部 域 か ら 典 型

的 な 截 頂 石 刃 が 単 発 な が ら 出 土 し て い る ( 第 42 図 186)。 近 く の 遺 跡 で は 宇 土 遺 跡 の 南 東

5.65km の 地 点 に 位 置 す る 高 瀬 Ⅲ 遺 跡 Ⅴ 層 か ら 多 量 の 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 が 出 土 し

て い る よ う で あ り 、 こ の 段 階 の 遺 物 と 考 え ら れ る 。

　3b 期 、 ４ 期 に つ い て は 宇 土 遺 跡 ・ 五 馬 大 坪 遺 跡 を 含 め 周 辺 地 域 に 該 当 す る 石 器 は な い 。

　5 期 の 石 器 群 と し て は 、 五 馬 大 坪 遺 跡 の 西 地 区 で 出 土 す る 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型

を 主 体 と す る 石 器 群 を 充 て る こ と が で き る 。 こ こ で は 少 量 の 細 石 刃 や 細 石 刃 核 も 分 布 し て

お り 、 こ れ に 伴 う 削 器 や ・ 掻 器 な ど の 石 器 の 帰 属 が 明 確 で な い 憾 み が あ る が 、 数 量 的 な 規

模 か ら 考 え て 大 多 数 は 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 に 帰 属 す る 石 器 群 で あ ろ う 。 ま た 宇 土

遺 跡 Ⅳ 地 区 C17 区 Ⅲ 層 ３ ブ ロ ッ ク で 出 土 し た 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 今 峠 類 型 も 同 一 時 期 に 並

行 す る 。

　6 期 の 石 器 群 は 、 五 馬 台 地 と そ の 周 辺 に 単 純 な ブ ロ ッ ク か ら な る 遺 跡 は な い が 、 高 瀬 Ⅲ

遺 跡 Ⅳ 下 層 か ら 出 土 し た 剝 片 尖 頭 器 を 充 て る こ と が で き る 。 こ の 剝 片 尖 頭 器 は 、 組 成 ･ 一

括 関 係 は 明 確 で は な い が 、 こ の 遺 跡 で は 角 錐 状 石 器 が 全 く 出 て い な い こ と か ら ほ ぼ 同 一 層

か ら 出 て い る こ と と 、 津 留 遺 跡 Ⅳ / Ⅴ 層 の 剝 片 尖 頭 器 に 角 錐 状 石 器 が 共 伴 し て い な い こ と

と 共 通 す る 。 こ の こ と か ら こ の 時 期 に 位 置 付 け た い 。

　7a 期 ･7b 期 ･8 期 に つ い て は 該 当 す る 遺 跡 は な い 。

　 ９ 期 は 、 野 岳 型 細 石 刃 核 の 段 階 で あ り 、 五 馬 大 坪 遺 跡 東 地 区 の S3 ブ ロ ッ ク が 典 型 的 な

一 括 資 料 で あ る 。 亀 石 山 遺 跡 の 場 合 は 五 馬 大 坪 遺 跡 の 事 例 か ら 船 野 型 細 石 刃 核 と 野 岳 型 細

石 刃 核 は 異 な る 時 期 に 残 さ れ た と 考 え る 。

　J1 期 は 、 船 野 型 細 石 刃 核 の 段 階 で あ り 、 五 馬 大 坪 遺 跡 西 地 区 の 石 器 群 を 充 て る こ と が

で き る 。

　J2 期 は 、 石 ヶ 元 型 、 ま た は 唐 津 型 、 あ る い は 福 井 型 な ど に 似 た 細 石 刃 核 の 段 階 で あ り 、

宇 土 遺 跡 の ７ ブ ロ ッ ク と そ の 周 辺 で 出 土 し た 細 石 刃 石 器 群 が 近 い 技 術 的 特 徴 を 有 し て い

る 。

　 以 上 の よ う に 宇 土 遺 跡 ・ 五 馬 大 坪 遺 跡 、 ま た は 周 辺 の 遺 跡 を 編 年 的 な 枠 組 み の な か で 理
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解 す る こ と が で き る 。

　 次 に 、 五 馬 大 坪 遺 跡 で 大 量 出 土 し た 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 の 位 置 づ け に 関 し 、 こ

れ ま で の 経 緯 に つ い て 記 憶 の 底 を 探 し つ つ 記 し て み る 。

　 実 は 筆 者 が 今 峠 遺 跡 の 土 地 で 多 数 の 石 器 類 を 表 面 採 集 し 始 め て 数 年 た っ た 1976、7 年 頃 、

今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の ほ か に 目 を 引 い た の は 小 型 の ナ イ フ 形 石 器 や 台 形 石 器 が あ り 、 更 に

珪 化 木 を 石 材 と す る 小 型 石 核 で あ っ た 。 小 型 石 核 は 細 石 核 の 原 形 の よ う に も 当 時 は み え た

の で あ る 。 要 す る に 今 峠 遺 跡 の 段 階 は 細 石 刃 文 化 と の 移 行 期 と 考 え て い た の で あ る 。 こ う

し た 状 況 を 別 府 大 学 に 通 報 し 、 試 掘 調 査 を 数 回 行 っ て い る 。 当 時 の 橘 昌 信 の 研 究 テ ー マ

は 、 宮 崎 県 船 野 遺 跡 の 調 査 か ら 細 石 刃 石 器 群 と ナ イ フ 形 石 器 の 共 伴 に あ っ た （ 橘 1973.4、

橘 1975.7）。 今 峠 遺 跡 の 調 査 は あ ま り 芳 し い も の で は な か っ た が 、 成 果 は 橘 昌 信 に よ っ て

公 表 さ れ て お り （ 橘 1978.3）、 当 時 大 野 川 流 域 で 唯 一 知 ら れ て い た 大 分 県 大 野 郡 大 野 町 に

所 在 す る 宮 地 前 遺 跡 に お け る 細 石 器 文 化 に 先 行 す る も の と し て 位 置 付 け て い る 。 こ の 今 峠

で の 筆 者 の 経 験 は 、 そ の 位 置 づ け と そ の 後 の 直 入 郡 直 入 町 ( 現 在 の 竹 田 市 直 入 町 ) に 所 在

す る 前 田 Ⅲ 遺 跡 の 調 査 報 告 に 影 響 を あ た え た ( 直 入 町 教 育 委 員 会 1989.3)。 こ の 遺 跡 か ら は

Ⅺ a 層 と 、 間 層 を は さ ん だ Ⅻ 層 か ら 片 島 型 ナ イ フ 形 石 器 が 特 徴 的 に 出 土 し て い る 。 こ の 二

枚 の 文 化 層 に は 剝 片 尖 頭 器 、 角 錐 状 石 器 な ど の 石 器 が 組 成 さ れ て お ら ず 、 岩 戸 遺 跡 第 2 次

調 査 ・ 第 ３ 次 調 査 の 6 層 下 部 と 6 層 上 部 の 関 係 か ら 終 末 期 の ナ イ フ 形 石 器 段 階 と 考 え て い

る 。 そ の 前 田 Ⅲ 遺 跡 : Ⅻ 層 か ら ノ の 字 状 剝 片 が １ 点 出 土 し て い る 。 こ の 剝 片 が 今 峠 型 ナ イ

フ 形 石 器 今 峠 型 類 型 の 素 材 に 酷 似 し て い た こ と か ら 、 同 類 型 が 片 島 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体

と す る 時 期 に 近 い 頃 で あ る と 理 解 し 、 片 島 型 ナ イ フ 形 石 器 の 直 前 に 位 置 づ け で き る と 理 解

し た 。 こ の よ う な 経 緯 で 、 五 馬 大 坪 遺 跡 に お け る 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 位 置 づ け に 際 し 、

比 較 的 に 新 し い 編 年 的 位 置 に 位 置 付 け た 。 こ れ が 五 馬 大 坪 遺 跡 の 報 告 書 作 成 以 降 、 近 年 ま

で 筆 者 が 考 え て き た 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 編 年 観 で あ っ た 。

　 近 年 九 州 全 域 で 旧 石 器 時 代 遺 跡 の 調 査 が 進 行 す る 中 で 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 出 土 例 も

増 加 し て お り 、 か つ て 今 峠 遺 跡 で 表 面 採 集 し 、 手 探 り で 五 馬 大 坪 遺 跡 の 位 置 づ け を し た こ

と を 考 え る と 雲 泥 の 違 い で あ る 。 そ う し た 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 が 出 土 し た 遺 跡 の な か で 、

層 位 的 に 重 要 な 位 置 を 占 め て い る の が 熊 本 県 阿 蘇 市 の 象 ケ 鼻 D 遺 跡 （ 小 畑 他 2001） と 同

県 笹 倉 永 迫 遺 跡 ( 波 野 村 教 育 委 員 会 2002.3) で あ る 。 両 遺 跡 は 、 阿 蘇 山 の 北 側 外 輪 山 上 に

立 地 す る 。 外 輪 山 の 北 よ り に 位 置 す る 笹 倉 永 迫 遺 跡 で は AT パ ミ ス の 結 晶 層 で あ る ８ 層 の

上 の 7c 層 か ら 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 を 含 む ま と ま り の あ る 単 一 の 石 器 ブ ロ ッ ク が 出 土 し て

い る 。 ま た 象 ケ 鼻 D 遺 跡 で も 21 層 (AT パ ミ ス ) の 上 、 20 層 か ら 17 層 に か け て 今 峠 型 ナ イ

フ 形 石 器 を 含 む 石 器 ブ ロ ッ ク ( 旧 石 器 Ⅱ 文 化 層 ) が 出 土 し て お り 、 そ こ で 出 土 し た 木 炭 の
14 C 年 代 が 23,420 ± 220 年 BP(Beta—135263:AMS 法 ) と 測 定 さ れ て い る 。 こ れ を IntCal20 の

較 正 曲 線 で ざ っ と 換 算 す る と 27,500calBP 頃 と な る 。 測 定 値 が 一 例 し か な い の で 正 確 性 に

か け る が 、 か な り 古 い 年 代 値 で あ る 。 お そ ら く こ の 年 代 前 後 を 含 め た 年 代 領 域 で 盛 行 し た

石 器 群 と 考 え る 。

　 と こ ろ で 松 本 茂 が 集 成 し た 年 代 値 を 参 考 に す る と 、 ｢② 狸 谷 ･ 枝 去 木 グ ル ー プ｣ は ｢③ 剝

片 尖 頭 器 石 器 群｣ よ り も 相 対 的 に 新 し い 年 代 値 が 多 い ( 松 本 2023.3)。 九 州 で は 津 留 遺 跡 の

層 位 的 成 果 か ら 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 段 階 → 剝 片 尖 頭 器 の 盛 行 期 → 角 錐 状 石 器 段 階 へ 変 遷 す
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る と 筆 者 は 考 え て い る 。 角 錐 状 石 器 の 段 階 の 石 器 は 百 枝 遺 跡 C 地 区 第 ２ 文 化 層 や 岩 戸 遺 跡

第 １ 文 化 層 ･ 駒 方 池 迫 遺 跡 な ど で 主 要 な 石 器 と し て 出 土 し 、 剝 片 尖 頭 器 も 少 量 な が ら 残 存

し て い る 。 こ う し て み る と 剝 片 尖 頭 器 が ｢③ 剝 片 尖 頭 器 石 器 群｣ か ら 角 錐 状 石 器 の 段 階 へ

継 続 し て い る こ と に な る 。 ま た 駒 方 津 室 迫 遺 跡 は 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 単 一 ブ

ロ ッ ク で 、 周 辺 に ほ ぼ 遺 物 の な い 一 括 性 の 高 い 石 器 ブ ロ ッ ク で あ り 、 こ こ に は 剝 片 尖 頭 器

も し く は そ の 生 産 に か か わ る 石 刃 技 法 、 角 錐 状 石 器 な ど の 石 器 類 は 一 切 含 ま れ て い な い 。

こ の よ う な 状 況 か ら 、 年 代 値 に よ る ｢③ 剝 片 尖 頭 器 石 器 群｣ か ら ｢② 狸 谷 ･ 枝 去 木 グ ル ー

プ｣ へ の 変 遷 は 考 え に く い だ ろ う 。 近 年 、14 C 年 代 が 高 精 度 と な り つ つ あ る も の の 、 測 定

結 果 を 利 用 す る 場 合 、 特 徴 的 な 石 器 類 と の 関 係 性 が 明 ら か な 場 所 か ら 採 取 さ れ て い る の か

が 利 用 の 判 断 基 準 と す る べ き で は な い だ ろ う か 。 九 州 に 所 在 す る 縄 文 時 代 の 遺 跡 を 思 い 浮

か べ て も わ か る よ う に 、 規 模 の 大 き い 遺 跡 の 場 合 、 十 以 上 の 土 器 型 式 が 混 在 し て い る 場 合

も 珍 し く な く 、 単 純 な 時 期 で あ る こ と は 皆 無 で あ る 。 お そ ら く は 規 模 の 大 き い 旧 石 器 時 代

遺 跡 に お い て ブ ロ ッ ク の 区 分 が あ い ま い な 場 合 は コ ン タ ミ が 多 い と 考 え る べ き だ と 思 わ れ

る 。 こ の 場 合 、 石 器 を 時 期 区 分 す る の は な か な か に 困 難 な 場 合 も あ っ て か 引 き 算 足 し 算 を

せ ず に 考 察 を 進 め る 場 合 も 多 い 。 し た が っ て 旧 石 器 時 代 遺 跡 の 場 合 、 な る べ く 周 囲 に 遺 物

の な い 単 一 石 器 ブ ロ ッ ク を 、 組 成 的 、 編 年 的 材 料 と し 、 そ の14 C 年 代 測 定 を 利 用 す る べ き

だ と 理 解 し て い る 。

　 以 上 の よ う な 問 題 点 を ふ ま え つ つ 筆 者 は 、 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 段 階 → 今 峠 型 ナ イ フ 形

石 器 段 階 → 剝 片 尖 頭 器 盛 行 期 段 階 → 角 錐 状 石 器 段 階 と い う 編 年 仮 説 を 『 旧 石 器 考 古 学 89』

に コ メ ン ト と し て 投 稿 し た 。 こ う し た 仮 説 を 考 え た 遺 跡 に 上 記 の 四 日 市 遺 跡 、 象 ケ 鼻 D

遺 跡 、 笹 倉 永 迫 遺 跡 な ど 、 そ の 石 器 群 の 一 括 性 の 高 さ と 、 典 型 的 な 剝 片 尖 頭 器 や 角 錐 状 石

器 を 持 た な い と い う 一 括 性 の 高 い 出 土 状 況 の 遺 跡 が あ っ た 。 そ の 際 、 下 層 に 剝 片 尖 頭 器 の

ブ ロ ッ ク が な く 、 角 錐 状 石 器 の 層 位 に 剝 片 尖 頭 器 が 少 量 な が ら 共 伴 の 百 枝 遺 跡 C 地 区 第 ２

文 化 層 が あ り 、 そ の 伝 統 は 剝 片 尖 頭 器 段 階 か ら の 継 続 性 と 捉 え ら れ る の で 、 今 峠 型 ナ イ フ

形 石 器 の 段 階 を こ の 間 に お く こ と が で き な か っ た こ と が 位 置 づ け の 理 由 で あ る 。 こ れ が 全

体 と し て 上 記 の 変 遷 過 程 を 考 え た 根 拠 で あ る 。

　 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 位 置 づ け を 上 記 の よ う な 編 年 に 組 み 込 む こ と で 、 次 の よ う な 立 論

が 可 能 と な る 。 筆 者 は 以 前 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 素 材 を 用 い た 今 峠 型 剝 片 尖 頭 器 の 存 在

を 主 張 し た こ と が あ る 。 実 は 剝 片 尖 頭 器 段 階 と の 関 係 性 に 関 し 、 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 素

材 で も あ る ノ の 字 状 剝 片 を 用 い 、 基 部 近 く の 両 縁 に 抉 り を 入 れ た 剝 片 尖 頭 器 が 重 要 に な

る 。 お そ ら く こ の 技 術 的 な 起 源 は 先 行 す る 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 や 同 期 の 今 峠 型 ナ イ フ 形 石

器 に み ら れ る 基 部 近 く の 抉 り に 求 め ら れ 、 刃 部 長 と 基 部 長 の 比 率 が １ 対 １ の 場 合 が 多 い 。

　 と こ ろ で 剝 片 尖 頭 器 の 起 源 を 大 陸 に 求 め る 意 見 が あ る が 、 先 行 す る 今 峠 型 剝 片 尖 頭 器 で

あ る 可 能 性 も 考 え う る と い う こ と で あ る 。 例 え ば AT 前 後 の 時 期 に 盛 行 し た 石 刃 を 素 材 と

す る 二 側 縁 加 工 の ナ イ フ 形 石 器 が 素 材 を 幅 広 い 剝 片 モ ー ド に 変 換 し た こ と に よ り 、 同 じ 二

側 縁 加 工 の 狸 谷 型 ナ イ フ 石 器 が 成 立 し た と 型 式 論 的 に 説 明 が で き る 。 こ う し た 変 容 は 剝 片

モ ー ド の 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 か ら 続 く 同 じ 剝 片 モ ー ド の 今 峠 型 剝 片 尖 頭 器 が 、 石 刃 モ ー ド

へ の 転 換 に よ っ て 典 型 的 な 剝 片 尖 頭 器 へ と 発 達 し た と 考 え る 。

　 た だ し 巨 大 な 分 布 域 を も つ 五 馬 大 坪 遺 跡 や 表 面 採 集 資 料 の 多 い 今 峠 遺 跡 で 僅 か 1、 2 点
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の 角 錐 状 石 器 が 出 土 、 ま た は 採 集 さ れ て い る も の の 、 一 括 性 の 部 分 で 弱 く 、 い ま の と こ ろ

今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 段 階 に 含 ま れ る と は 考 え て い な い 。 し か し14 C 年 代 値 、

今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 を 主 体 と す る 段 階 に 典 型 的 剝 片 尖 頭 器 、 角 錐 状 石 器 の 存 在 が 明 ら か に

な る よ う な 単 独 性 の 強 い 石 器 ブ ロ ッ ク の 一 括 資 料 が 増 加 す れ ば 、 剝 片 尖 頭 器 主 体 の 石 器

群 、 角 錐 状 石 器 主 体 の 石 器 群 と の 連 続 性 が で て く る 。 そ の 場 合 、 ５ 期 の 今 峠 型 ナ イ フ 形 石

器 を 主 体 と す る 石 器 群 と ６ 期 の 剝 片 尖 頭 器 石 器 群 の 先 後 が 逆 に な る 可 能 性 は あ る 。 し た

が っ て 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 と そ の 段 階 に 関 す る 上 記 結 論 は 良 好 な デ ー タ を も っ て 検 証 さ れ

る 仮 説 で あ る と し て お き た い 。 　 　

( ２)　 五 馬 台 地 に お け る 旧 石 器 文 化 の 意 義

　 こ れ ま で 五 馬 大 坪 遺 跡 や 宇 土 遺 跡 を 中 心 に 事 実 報 告 と 編 年 的 位 置 関 係 に つ い て 述 べ て き

た 。 こ れ を 受 け て こ の 地 域 の 旧 石 器 文 化 の 意 義 に つ い て ふ れ た い 。

　 宇 土 遺 跡 が 発 掘 さ れ 、 報 告 が 刊 行 さ れ た 1986 年 は 、 全 国 的 に AT 下 位 の 台 形 様 石 器 に

つ い て の 意 義 に 関 し 、 詳 論 し た 佐 藤 宏 之 1988.2 ｢台 形 様 石 器 研 究 序 論｣ ( 佐 藤 1988.2) が 発

表 さ れ る 以 前 で あ っ た 。 こ の よ う な 中 、 宇 土 遺 跡 Ⅳ 層 （ 黒 色 帯 ） の 遺 物 は 九 州 地 域 に お い

て AT 以 前 で あ る こ と が 確 認 さ れ た 初 期 の で あ っ た 。 筆 者 と し て は 比 較 す る 資 料 が 県 内 に

は な い 中 で 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し な が ら 報 告 を 書 い た 記 憶 が あ る が 、 そ の 意 義 に つ い て は 上

記 し た 佐 藤 宏 之 の 論 文 に 間 接 的 で は あ る が 尽 く さ れ て い る と い え る だ ろ う 。 す な わ ち AT

下 位 の 石 器 群 の 中 で も 古 相 の 石 器 群 で あ る 台 形 様 石 器 の 石 器 文 化 に 連 な る の が 宇 土 遺 跡 Ⅰ

区 の Ⅳ 層 ( 黒 色 帯 ) の 台 形 様 石 器 だ っ た と い う こ と に な る 。 宇 土 遺 跡 の 調 査 の 後 、 五 馬 台

地 周 辺 で は 西 遺 跡 Ⅴ 層 ( 黒 色 帯 ) か ら も 台 形 様 石 器 、部 分 磨 製 石 斧 の 断 片 を 含 む 石 器 ブ ロ ッ

ク も 出 土 し て い る が 、 両 遺 跡 は 北 部 九 州 に 直 結 す る 筑 後 川 水 系 の 遺 跡 と し て は 数 の 少 な い

時 期 の 遺 跡 で あ り 、 重 要 な 位 置 を 占 め て い る と 評 価 で き る 。

　 五 馬 大 坪 遺 跡 か ら は 大 量 の 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 が 出 土 し た こ と は 既 に 報 告 し て

き た と お り で あ る ( 天 瀬 町 教 育 委 員 会 1989.3)。 そ の 報 告 を 書 く 以 前 、 筆 者 が 中 学 生 だ っ

た 1973 年 ご ろ 、 実 家 近 く の 大 分 県 大 野 郡 大 野 町 田 代 ( 現 在 の 豊 後 大 野 市 大 野 町 ) に 所 在

の 今 峠 か ら 打 面 調 整 の な い ノ の 字 状 剝 片 を 素 材 に 用 い 、 基 部 よ り の 左 側 縁 に 加 工 を 加 え た

特 殊 な ナ イ フ 形 石 器 を 大 量 に 採 取 し て い た 。 こ れ ら を ロ ー ム が 広 く 露 出 し て い る 畑 で の 採

取 だ っ た の で 、 旧 石 器 時 代 の ナ イ フ 形 石 器 で あ る こ と を 確 信 し た が 、 当 時 唯 一 持 っ て い た

河 出 書 房 の『 先 土 器 時 代 』( 杉 原 荘 介 編 ) を み て も ど こ に も 類 例 ら し き 例 は 載 っ て い な か っ

た の で 、 別 に 載 っ て い た 杉 久 保 型 ナ イ フ 形 石 器 や 国 府 型 ナ イ フ 形 石 器 の 名 称 を ま ね て 今 峠

型 ナ イ フ 形 石 器 と 称 し て 自 己 満 足 し 、 そ の 後 仲 間 内 で 使 っ て い た 用 語 で あ る 。 そ れ か ら

13 年 後 、 五 馬 大 坪 遺 跡 の 現 場 で 目 に し た ナ イ フ 形 石 器 を み た と き 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 だ

と 判 断 し た が 、 今 峠 遺 跡 で は 素 材 剝 離 時 の 打 面 は 単 一 剝 離 面 が 多 い の に 対 し 、 五 馬 大 坪 遺

跡 例 に は 細 か い 打 面 調 整 剝 離 痕 や 、 打 面 調 整 状 の 二 次 加 工 痕 が 認 め ら れ た 。 そ の た め 報 告

書 作 成 時 に 、 大 坪 型 ナ イ フ 形 石 器 と す る こ と も 考 え た 。 し か し 今 峠 遺 跡 と 五 馬 大 坪 遺 跡 の

ナ イ フ 形 石 器 は 形 態 的 に よ く 似 て お り 、 か つ 数 量 的 な 担 保 も あ り 、 両 遺 跡 の も つ 内 容 は 後

期 旧 石 器 文 化 の 一 段 階 を 示 し て お り 、 地 域 差 で は な い か と 考 え た 。 そ こ で 、 九 州 内 で の 類

例 を 調 べ て 筑 後 川 水 系 か ら 西 北 ･ 北 部 九 州 へ 広 が る の が 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 で 大

野 川 流 域 方 面 か ら 宮 崎 県 方 面 へ 広 が る の が 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 今 峠 類 型 と い う 地 域 分 布 を
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大 ま か に 設 定 し た 。 そ の 石 器 利 用 は 、 大 坪 類 型 が 主 要 な 石 材 と し て 西 北 九 州 産 の 黒 曜 岩 を

用 い 、 今 峠 類 型 が 祖 母 ･ 傾 山 系 の 本 谷 山 を 一 次 産 地 と す る 大 野 川 産 流 紋 岩 を 主 な 石 材 に 用

い 、 そ れ ぞ れ が 分 布 す る 分 布 域 に オ ー バ ー ラ ッ プ す る と い う ざ っ く り と し た 地 域 差 を 把 握

で き た の が 、 報 告 書 作 成 時 ま で の 成 果 で あ る 。

　 そ の 後 、 当 時 の 玖 珠 川 上 流 域 の 四 日 市 遺 跡 で も 推 定 腰 岳 ･ 牟 田 系 の 黒 曜 岩 を 用 い た 大 坪

類 型 の ナ イ フ 形 石 器 が ま と ま っ て ロ ー ム 層 中 か ら 出 土 し て い る し ( 綿 貫 2021.3)、 由 布 市 湯

布 院 町 川 西 に 所 在 す る 山 下 池 遺 跡 で も 大 量 に 採 取 さ れ て い る ( 桑 村 2024.11)。 こ れ は 大 坪

類 型 の 分 布 が 玖 珠 川 中 流 域 か ら 最 上 流 部 で 大 分 川 水 系 と の 分 水 嶺 付 近 ま で 広 が る こ と が 確

認 さ れ た こ と に な る 。 一 方 、 大 野 川 流 域 で は 一 部 が 報 告 さ れ て い る 百 枝 遺 跡 B 地 区 Ⅴ 層 か

ら 出 土 し た 今 峠 類 型 の 典 型 例 が 多 量 に 出 土 し て い る こ と が 分 か っ て き た 。 こ れ ら の こ と か

ら 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 大 坪 類 型 や 今 峠 類 型 を 主 体 と す る 石 器 群 が 、 一 時 期 を 占 め る 石 器 段

階 で あ る こ と が 明 確 に な っ た と い え る 。 こ の よ う な 地 域 差 を 抽 出 す る 方 向 性 は 、 九 州 地 域

の 全 域 で 確 認 さ れ つ つ あ る 狸 谷 型 ナ イ フ 形 石 器 に つ い て も 同 様 で 、 単 に ｢狸 谷 型 ・ ・｣ と

一 括 し た 位 置 づ け を す る の で は な し に 、 細 か く 微 視 的 な 観 察 か ら 地 域 差 の 抽 出 へ と つ な げ

て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。

　（ ３ ）　 五 馬 大 坪 遺 跡 で 出 土 し た 特 徴 的 な 削 器 ･ 搔 器 に つ い て

　 五 馬 大 坪 遺 跡 の 西 地 区 で 出 土 し た 特 徴 的 な 削 器 ･ 搔 器 が 出 土 し て い る 。 こ の 地 区 で は 多

量 の 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 、 ２ 点 ほ ど の 角 錐 状 石 器 、 細 石 刃 ･ 細 石 刃 核 が 含 ま れ て い る 。 こ

の う ち 最 も 多 量 の 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 に 件 の 特 徴 的 な 削 器 ･ 搔 器 を 帰 属 し た と 考 え た い 。

本 文 中 で は 使 用 石 材 ご と に 報 告 し た の で 、 こ こ で は 削 器 ･ 搔 器 を 集 成 的 に 分 類 し つ つ 特 徴

を 抽 出 す る 。 そ の 前 に 用 語 に つ い て 説 明 し て お き た い 。 １: ネ ガ 面 側 の 加 工 を 表 面 加 工 、2:

ポ ジ 面 側 の 加 工 を 裏 面 加 工 、 3: 相 対 す る 二 つ の 縁 部 で 表 裏 両 縁 逆 方 向 加 工 、 4: 縁 部 の 加 工

を 途 中 で 、 同 一 縁 の 反 対 面 に 入 れ 変 え る 加 工 を 表 裏 入 れ 変 え 加 工 と す る 。 こ れ に は 実 質 的

に 近 縁 な 特 徴 も あ る が 、 強 調 す る 意 味 で も い れ て お く 。

　 掻 器 A 類 ： 甲 高 で 、 剝 離 が 粗 い 例 で あ る ( 第 50 図 1･2)。 甲 高 で 、 剝 離 が 粗 い た め 石 核

と も 考 え た が 、 平 面 形 が 左 右 対 称 的 な 洋 ナ シ 形 に 整 形 し た 例 も あ り 、 掻 器 と し て こ の A 類

に 含 め た (1)。

　 掻 器 B 類 ： 平 面 形 が 楕 円 形 、 も し く は 多 角 形 の 例 で 拇 指 状 掻 器 （ サ ム ・ ス ク レ イ パ ー ）

と 呼 ぶ 例 で 、縁 部 の 四 分 の 三 程 度 を 加 工 し て い る ( 第 12 図 39、第 25 図 108、第 50 図 3 ～ 5)。

こ の 中 に は 表 裏 両 縁 逆 方 向 加 工 の 加 工 を 加 え た 小 型 の 掻 器 で あ る (108)。

　 掻 器 C 類 ： 縦 長 素 材 の 端 部 、 も し く は 端 部 に 加 え ( 第 50 図 6･7)、 基 部 近 く の 両 縁 部 ま

で 整 形 を 行 っ た 例 で あ る ( 第 50 図 8･9)。 こ れ ら は 先 刃 式 掻 器 と 呼 ぶ も の で あ る 。 特 に 最

後 の 例 は 長 さ が 8.7cm と 大 型 で あ る 上 に 、 加 工 が ほ ぼ 表 面 側 か ら ポ ジ 面 側 へ 加 工 す る 裏 面

加 工 が 行 わ れ て い る 。 他 は 小 型 掻 器 で あ る 。

　 削 器 A 類 ： 先 端 に 向 け て 収 束 す る 平 面 形 の 削 器 で あ る ( 第 50 図 10)。 こ れ は ポ ジ 面 側 を

加 工 し た 裏 面 加 工 で あ る が 、 剝 離 角 度 が ゆ る い 平 坦 な 剝 離 面 で あ る 。

　 削 器 B 類 ： 縦 長 剝 片 や 幅 広 剝 片 の 形 状 に 合 わ せ て 、 長 い 方 向 の 両 側 に 加 工 を 加 え た 例 で

あ る ( 第 50 図 11 ～ 第 51 図 15・19)。 や や 収 束 気 味 の 例 も あ る が (11)、 他 は 並 行 す る 例 で

あ る 。 そ れ ら の 内 容 は 、 左 右 の 縁 部 を ほ ぼ 表 面 加 工 だ け す る 例 が ２ 例 (13･14)、 表 面 加 工
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第 50 図　五馬大坪遺跡出土の掻器 ･ 削器（１）
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第 51 図　五馬大坪遺跡出土の掻器 ･ 削器（２）
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と 裏 面 加 工 を 両 縁 で 違 う 例 ( 表 裏 両 縁 逆 方 向 加 工 ) が 2 例 (15･19)、 表 裏 入 れ 変 え 加 工 の 例

が 2 例 (11･12) と な っ て い る 。 同 一 削 器 に 表 裏 に あ る 例 が 計 4 点 あ る こ と は 、 使 い 勝 手 の

点 で 加 工 し た と 考 え た い 。

　 削 器 C 類 ： 縦 長 素 材 の 片 側 縁 だ け に 加 工 が あ る 例 ( 第 51 図 16 ～ 18)。 こ の う ち 裏 面 調

整 の 例 が 2 例 (16･17)、 表 面 調 整 の 例 が 1 例 で あ る (18)。 こ の 削 器 C 類 は 、 A 類 、 B 類 に 変

化 し て い く 過 程 に あ る の か も し れ な い 。

　 削 器 D 類 ： 破 損 も し く は 截 断 し た 剝 片 を 、 緩 い 三 角 形 に 加 工 し た 例 で あ る ( 第 51 図

20・21)。 こ れ ら は 三 角 形 の 頂 部 を 境 に 表 裏 入 れ 変 え 加 工 を し た 例 で あ る 。

　 削 器 E 類 ： 剝 離 軸 が 斜 め の 幅 広 く 、 先 端 部 が 尖 り 気 味 で 、 打 面 と 二 つ の 変 化 点 を 境 に 縁

部 が 三 つ あ る 剝 片 を 素 材 と し 、 そ の う ち 最 も 幅 広 い 下 寄 り の 縁 部 に 加 工 を 加 え た 例 で あ る

( 第 51 図 22 ～ 28)。 こ れ を 基 本 と し て 隣 接 す る 残 り の 縁 部 す べ て を 加 工 す る 例 (25)、 基 本

例 の 他 に も う 一 つ の 縁 だ け の 例 (22･24･26)、基 本 例 ( 一 側 縁 ) だ け の 例 (23･27･28) か ら な る 。

ま た 最 も 広 い 下 寄 り の 刃 部 加 工 部 分 は ７ 例 中 ６ 点 が ポ ジ 面 側 に 施 し て い る (22 ～ 24、 26

～ 28)。 こ れ か ら 外 れ た 例 も (25)、 加 工 が 施 さ れ た 面 が ポ ジ 面 で あ っ た 可 能 性 が 高 い 。

　 特 徴 的 な 削 器 ･ 搔 器 に つ い て 分 類 し 、 そ の 内 容 に つ い て 説 明 し た 。 そ れ ら か ら 導 き 出 さ

れ た 特 徴 を 列 記 す る と 次 の よ う に な る 。

　 １: 掻 器 B 類 ･C 類 の う ち １ 例 を 除 く 全 て が 小 型 の 掻 器 で あ る 。

　 ２: 掻 器 C 類 ･ 削 器 A 類 ･ 削 器 B 類 ･ 削 器 C 類 ･ 削 器 D 類 ･ 削 器 E 類 に 裏 面 調 整 が 多 い 。

　 ３: 同 一 縁 表 裏 入 れ 変 え 加 工

　 ４: 表 裏 両 縁 逆 方 向 加 工

　 ５: 削 器 E 類

　 こ の う ち １ と ５ は 、 こ れ ま で 出 土 し て い る 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 石 器 群 で 、 特 徴 的 な 石

器 と し て 見 ら れ て い な か っ た 石 器 で あ る 。 通 例 、 掻 器 ･ 削 器 と い え ば ポ ジ 面 側 で の 加 工 で

あ る が 、 ２ で 見 る 状 況 は 明 ら か に 意 識 的 に ポ ジ 面 側 へ 加 工 し て い る こ と が わ か る 。 ３ の 同

一 縁 表 裏 入 れ 変 え 加 工 は 、 愛 媛 県 の 伯 方 島 金 ヶ 崎 遺 跡 な ど 、 瀬 戸 内 系 の 旧 石 器 時 代 石 器 に

み ら れ る 技 術 的 な 要 素 で あ る ( 綿 貫 2019.3)。 ５ も 、 そ の 数 量 的 な 観 点 か ら す る と 明 ら か に

斜 軸 の 剝 片 を 利 用 し て 裏 面 加 工 な ど を 加 え た 縄 文 時 代 の 石 匙 や 横 刃 形 石 器 の よ う な 定 型 的

な 石 器 と 考 え ら れ る 。 こ れ に つ い て も 今 峠 型 ナ イ フ 形 石 器 の 石 器 群 で 注 目 さ れ て こ な か っ

た 石 器 で あ る 。 こ れ に 似 た 削 器 は 亀 石 山 遺 跡 の 細 石 刃 石 器 群 の 中 か ら 大 型 の 例 が あ る が 、

表 面 側 に 加 工 の あ る 例 で あ る ( 天 瀬 町 教 育 委 員 会 2003.3)。

　 上 記 し て き た よ う な 状 況 は 、 近 隣 の 時 期 が 異 な る 旧 石 器 時 代 遺 跡 で は 見 つ か っ て い な い

石 器 類 で あ る 。 こ れ が 五 馬 大 坪 遺 跡 を 含 む 筑 後 川 上 中 流 域 に お け る 今 峠 段 階 の 地 域 的 な 特

徴 な の か 、 あ る い は 大 分 川 流 域 、 大 野 川 流 域 、 筑 後 平 野 、 阿 蘇 山 北 西 外 輪 山 地 域 ま で 広 が

る の か が 注 意 点 と な る だ ろ う 。

　( ４)　 五 馬 大 坪 遺 跡 ･ 宇 土 遺 跡 と 周 辺 の 細 石 刃 文 化 に つ い て

　 五 馬 台 地 周 辺 の 細 石 刃 文 化 に つ い て の 変 遷 は 以 前 公 表 し た こ と が あ る ( 綿 貫 2004.6)。 そ

の 際 に 用 い た 石 器 類 は 宇 土 遺 跡 、 五 馬 大 坪 遺 跡 、 平 草 遺 跡 か ら の 出 土 品 で あ っ た 。 そ し

て 細 石 刃 文 化 を ４ 期 に 分 け た 。 １ 期 ( 旧 石 器 時 代 終 末 ) と し て 五 馬 大 坪 遺 跡 東 地 区 ･ 平 草

遺 跡 ･ 亀 石 山 遺 跡 か ら 出 土 し た 野 岳 型 細 石 刃 核 の 段 階 、 2 期 ( 縄 文 時 代 草 創 期 ː 長 者 久 保 ･
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神 子 柴 文 化 並 行 段 階 ) は 五 馬 大 坪 遺 跡 西 地 区 で 出 土 し た 船 野 型 細 石 刃 核 の 段 階 、 4 期 ( 縄

文 時 代 草 創 期 ) は 宇 土 遺 跡 で 出 土 し た 楔 形 細 石 刃 核 の 段 階 と 編 年 的 な 位 置 を 明 示 し た 。 こ

の 編 年 観 は 現 在 も 間 違 っ て い な い が 、 今 回 、 五 馬 大 坪 遺 跡 ･ 宇 土 遺 跡 の 再 検 討 を 行 っ て 気

が つ い た こ と を 付 け 加 え て お き た い 。 と り わ け 亀 石 山 、 五 馬 大 坪 、 宇 土 の 三 遺 跡 の 順 に 細

石 刃 と 細 石 刃 核 の 大 き さ が 異 な っ て お り 、 一 覧 表 に 記 載 し た デ ー タ を も と に 具 体 的 な 状 況

を 把 握 す る こ と を 目 的 と す る 。

　 ま ず 亀 石 山 遺 跡 で は 、二 万 点 を 超 え る 細 石 刃 石 器 群 が あ る が 、う ち 細 石 刃 が 約 12,000 点 、

野 岳 型 細 石 刃 核 と 船 野 型 細 石 刃 核 が 出 土 し て い る 。 船 野 型 細 石 刃 核 は 、 流 紋 岩 を 石 材 と し

た も の で 、 接 合 資 料 も あ る 。 そ れ ら 船 野 型 細 石 刃 核 の 一 群 は 、 報 告 に あ る グ リ ッ ド 図 を 参

考 に す る と 「Q は 区 」 と 「R は 区 」 に 集 中 し て お り 、 や や 規 模 の 小 さ い 腰 岳 系 の 黒 曜 岩 か

ら な る 集 中 部 と か さ な る も の の 、 剝 片 剝 離 を 伴 う 石 材 ： 流 紋 岩 に 関 す る 唯 一 の 石 器 ブ ロ ッ

ク を 形 成 し て い る ( 天 瀬 町 教 育 委 員 会 2005.2)。 そ の や や 北 側 の 低 い 標 高 の 部 分 は 流 出 し

た 遺 物 分 布 を 示 し 、 標 高 の 高 い 南 側 803 ｍ 付 近 ま で は 極 散 漫 な 分 布 を 示 し て い る 。 要 は 、

流 紋 岩 を 石 材 と す る 船 野 型 細 石 刃 核 に 関 す る 石 器 ブ ロ ッ ク の 形 成 は 一 回 だ け で あ り 、 他 の

腰 岳 系 黒 曜 岩 に 関 す る 多 数 の 石 器 ブ ロ ッ ク に 流 紋 岩 、 ま た は 腰 岳 系 黒 曜 岩 を 石 材 と す る 船

野 型 細 石 刃 は な い 。 も し 野 岳 型 細 石 刃 核 か ら 細 石 刃 を 剝 離 し た 集 団 が 流 紋 岩 で 船 野 型 細 石

刃 核 か ら の 細 石 刃 生 産 を 行 っ て い た ら 、 な ぜ 他 の 場 所 で 剝 離 作 業 を し な い の か 。 生 産 さ れ

る の は 同 じ 細 石 刃 な の に ・ ・ 。 腰 岳 系 黒 曜 岩 で 船 野 型 細 石 刃 核 を 作 出 し 、 細 石 刃 の 生 産 が

可 能 な こ と は 福 井 洞 穴 Ⅳ 層 の 事 例 を み て も 明 ら か で あ る 。  細 石 刃 核 を 野 岳 型 や 船 野 型 と

呼 ぶ よ う に 、 両 細 石 刃 核 は 細 石 刃 剝 離 に 至 る 工 程 が 全 く 違 っ て お り 、 亀 石 山 遺 跡 に お け る

「Q は 区 」 と 「R は 区 」 に お け る 船 野 型 細 石 刃 核 を も っ た 集 団 は 、 大 野 川 流 域 方 面 か ら 流

紋 岩 を 携 え て き た 集 団 と 考 え る の が 自 然 だ ろ う 。 亀 石 山 遺 跡 の 遺 物 分 布 図 を 見 て 気 づ く の

は 、 大 小 多 数 の 石 器 ブ ロ ッ ク の 存 在 で あ り 、 調 査 区 の 西 側 へ 広 が る 兆 候 が 窺 え る こ と を 考

慮 す る と 、 調 査 区 面 積 の 倍 以 上 の 巨 大 な 遺 跡 で あ る こ と は 明 ら か で あ ろ う 。 こ の よ う な 規

模 の 大 き い 遺 跡 が 野 岳 型 細 石 刃 核 の 段 階 に 、 一 度 だ け の 来 訪 で 形 成 さ れ た と は 到 底 思 え な

い 。 石 器 ブ ロ ッ ク を 単 位 に 、 季 節 ご と に し ば し ば 訪 れ る 中 で 形 成 さ れ た と 推 定 す る 。 そ の

来 訪 の 動 機 は 、 調 査 区 だ け で 約 12,000 点 と い う 狩 猟 具 用 の パ ー ツ で あ る 細 石 刃 の 存 在 か

ら す る と 、 山 地 で 谷 方 向 ( 北 方 ) を 望 む 緩 斜 面 に 立 地 し た 重 要 な 狩 場 で あ っ た 可 能 性 が 高

い 。 繰 り 返 す と し ば し ば 野 岳 型 段 階 に 集 団 が 来 訪 し 、 更 に 時 期 を 違 え て 船 野 型 段 階 の 集 団

が 来 訪 し 、 さ ら に ま た 時 代 と 時 期 を 超 え て 縄 文 土 器 と 狩 猟 具 用 の パ ー ツ で あ る 石 鏃 を 残 し

た 集 団 が 来 訪 し た と 想 定 し た い 。

　 次 に 亀 石 山 遺 跡 に お け る 推 定 牟 田 ･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ( 野 岳 型 細 石 刃 核 ･ 細 石 刃 ) を 石 材 と

す る 、 細 石 刃 の 幅 、 細 石 刃 核 の 高 さ と 幅 、 に つ い て み る ( 表 ９)。 亀 石 山 遺 跡 の 細 石 刃 の 幅

が 平 均 で 0.66cm、細 石 刃 核 の 大 小 12 点 の 高 さ と 幅 の 平 均 値 は 、2.90cm( 高 さ )、2.00cm( 幅 )、

ま た 大 型 で 背 部 に 礫 面 を 残 す 大 型 の 細 石 刃 核 ７ 例 の 高 さ と 幅 の 平 均 値 は 、 3.33cm( 高 さ )、

2.42( 幅 ) で あ る 。 背 面 に 礫 面 を 残 す 例 が 、 高 さ も 高 く 、 幅 広 く 、 小 型 例 は 剝 離 の 進 ん だ

例 で あ る こ と が 多 い 。

　 次 に 五 馬 大 坪 遺 跡 の 件 で あ る が 、 細 石 刃 文 化 に 含 ま れ る 石 器 類 は 既 に 報 告 し て き た よ う

に 西 地 区 の S1 ブ ロ ッ ク ･S ２ ブ ロ ッ ク と そ の 周 辺 、 東 地 区 の S3 ブ ロ ッ ク で あ り 、 そ の 間
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は 約 170 ｍ 近 く 離

れ て い る 。 五 馬

大 坪 遺 跡 東 地 区

の S3 ブ ロ ッ ク と

そ の 付 近 の 遺 構

内 な ど か ら 、 お

そ ら く 牟 田 ･ 腰 岳 系 の 黒 曜 岩 を 石 材 と す る 細 石 刃 や 野 岳 型 細 石 刃 核 が ３ 点 出 土 し て い る 。

ほ か に チ ャ ー ト 石 材 と す る 剝 片 や チ ッ プ も あ る 。 こ れ ら の 中 に 大 野 川 系 の 流 紋 岩 を 石 材 と

す る も の は １ 点 も 出 土 し て い な い 。

　 五 馬 大 坪 遺 跡 東 地 区 の S3 ブ ロ ッ ク 野 岳 細 石 刃 核 ３ 点 の 体 高 と 正 面 幅 の 平 均 値 は 約

４.02㎝ ( 体 高 ) と 2.37㎝ ( 幅 ) で あ る 。 細 石 刃 核 ３ 点 の う ち 一 例 は 打 面 作 出 を 上 下 両 端 で

お こ な っ て お り ( 第 37 図 174)、 こ れ が 平 均 値 を 下 げ て い る 部 分 は あ る ( 表 ９)。 こ の 例 を

除 く と 体 高 は 4.34㎝ で あ る 。 図 化 し た 細 石 刃 ８ 点 に つ い て は 、 折 れ た 例 が 多 い の で 幅 だ け

の 平 均 値 を 見 て み る と 0.80㎝ で あ っ た 。

　 五 馬 大 坪 遺 跡 西 地 区 の S1 ブ ロ ッ ク ・S ２ ブ ロ ッ ク と そ の 周 辺 か ら は 、 大 野 川 方 面 と 推

定 さ れ る 流 紋 岩 を 石 材 と す る 例 と 、 既 報 告 で 溶 岩 と し た ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 を 石 材 と す る

船 野 型 細 石 刃 核 が ２ 点 出 土 し て い る 。 後 者 は 象 ケ 鼻 産 の 場 合 と は 違 っ て 焦 げ 茶 色 の 強 い 風

化 が な い 石 材 で あ り 、 流 紋 岩 で は な く と も 他 の 石 材 で も 船 野 型 細 石 刃 核 を 作 り う る と い う

こ と を 示 し て い る 。船 野 型 細 石 刃 核 ２ 点 の 体 高 と 正 面 幅 の 平 均 値 は 約 3.25㎝ ( 体 高 ) と 2.13

㎝ ( 幅 ) で あ る 。 こ の 地 域 の 細 石 刃 は 28 例 で 、 そ の 幅 の 平 均 値 は 0.69㎝ で あ っ た ( 表 ９)。

　 宇 土 遺 跡 Ⅳ 区 の 6 ブ ロ ッ ク ・8 ブ ロ ッ ク と そ の 周 辺 か ら は 小 型 の 細 石 刃 や 細 石 刃 核 が 出

土 し た 。 細 石 刃 核 は 、 九 州 地 域 に 特 徴 的 に 出 土 す る 楔 形 細 石 刃 核 で あ り 、 そ れ は 縄 文 時 代

草 創 期 の 隆 起 線 文 土 器 ( 豆 粒 文 土 器 を 含 め る ) や 爪 形 文 土 器 段 階 に 多 い 。 こ の ほ か こ の あ

た り か ら 出 土 し た 旧 石 器 時 代 の 浅 い 皿 状 ピ ッ ト 内 か ら 剝 片 と 出 土 し た 黒 曜 岩 の 原 石 が あ る

( 第 48 図 221)。 こ れ は 五 馬 台 地 の ロ ー ム 層 中 に 自 然 礫 と し て 含 ま れ た 黒 曜 岩 で あ り 、 黒

味 が や や 薄 い も の の 良 質 で あ る 特 徴 が あ る 。 宇 土 遺 跡 の Ⅳ 区 で 出 土 し た 小 型 の 細 石 刃 核 の

大 き さ と 黒 味 の 薄 い 点 は 同 様 で あ り 、 石 材 と し て 用 い た 可 能 性 が あ る 。

　 宇 土 遺 跡 Ⅳ 区 の 細 石 刃 核 ４ 点 の 体 高 と 正 面 幅 の 平 均 値 は 約 2.13㎝ ( 体 高 ) と 1.23㎝ ( 幅 )

で あ る 。 細 石 刃 13 点 の 幅 に つ い て 平 均 値 を 見 る と 0.48㎝ で あ っ た 。 上 記 し た よ う に 細 石

刃 核 や 細 石 刃 は 小 型 で あ る ( 表 ９)。

　 以 上 三 遺 跡 の デ ー タ を み て き た が 、確 認 し て 置 き た い の は 九 州 に お い て 野 岳 型 、船 野 型 、

楔 形 と い う 細 石 刃 核 の 変 遷 過 程 は 福 井 洞 穴 や 泉 福 寺 洞 穴 な ど の 層 位 的 成 果 か ら 、 一 応 の 共

通 認 識 と な っ て い る こ と で あ る 。 そ し て こ の 変 遷 は 早 く に 細 石 刃 石 器 群 が 衰 退 、 も し く は

減 少 し た 関 東 の 相 模 野 台 地 の 層 位 的 な 変 遷 過 程 、 研 究 成 果 と も 異 な る 変 遷 で あ る 。 こ の 点

を 踏 ま え て 亀 石 山 遺 跡 、 五 馬 大 坪 遺 跡 、 宇 土 遺 跡 に お け る 細 石 刃 核 と そ の 周 辺 に 分 布 す る

細 石 刃 は 多 く の 場 合 、 関 連 す る 石 器 群 に 含 め る の が 通 例 で あ る 。 そ こ で こ れ ま で 述 べ て き

た 数 値 を 細 石 刃 核 の 変 遷 過 程 ご と に 並 べ て み た ( 表 ９ ： 註 1)。 こ れ を み る と 亀 石 山 遺 跡 は

野 岳 型 細 石 刃 核 の 残 核 ま で 剝 離 し た 例 が あ る の で 、 数 値 が 低 く 出 て い る が 、 同 じ 段 階 の 五

馬 大 坪 遺 跡 東 地 区 の 場 合 、 そ れ 以 降 の 船 野 型 段 階 、 楔 形 細 石 刃 核 段 階 へ と 小 型 化 す る 傾 向

船野型段階　→ 楔形Mc段階
亀石山 五馬大坪東地区 五馬大坪西地区 宇土Ⅳ区

0.66cm 0.80cm 0.69㎝ 0.48㎝
2.90cm( 3.33) 4.02㎝　 3.25㎝ 2.00㎝
2.0cm(2.42) 2.37㎝ 2.13㎝ 1.23㎝

野岳型段階　→

※亀石山の細石刃は、深澤幸恵の計測値を引用(深澤2003.3)

細石刃幅
細石刃核体高

細石刃核幅

変遷
計測部分

表９　五馬台地における細石刃・細石刃核の規模の違い
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に あ る 。 亀 石 山 遺 跡 以 外 の 例 数 が 少 な い 憾 み は あ る が 、 お よ そ の 傾 向 を 示 し て い る と 考 え

た い と こ ろ で あ る 。 な お 変 遷 過 程 で 付 け 加 え た い の は 、 一 覧 表 を 見 る と わ か る が 宇 土 遺 跡

Ⅳ 区 の 細 石 刃 石 器 群 は 漸 移 層 ( Ⅱ 層 ) に 出 土 層 の 主 体 が あ り 、 大 坪 遺 跡 東 地 区 で は そ の 下

の ロ ー ム 層 ( ８ 層 ) 上 部 域 に 存 在 す る こ と は 、 年 代 差 を 示 し て い る と 考 え ら れ る 。

　 五 馬 台 地 に お け る 野 岳 型 細 石 刃 核 の 代 表 的 で あ る 亀 石 山 遺 跡 の 器 種 状 況 ・ 石 材 状 況 を 瞥

見 し て も わ か る よ う に 、 野 岳 型 細 石 刃 核 か ら 細 石 刃 の 生 産 に 際 し 相 当 数 の 推 定 牟 田 ･ 腰 岳

系 の 石 材 が 安 定 的 に 持 ち 込 ま れ て い る の は 明 ら か で あ る 。 こ う し た 五 馬 台 地 に お け る 野 岳

型 細 石 刃 核 の 段 階 に お け る 状 況 は 、 五 馬 大 坪 遺 跡 東 地 区 、 平 草 遺 跡 な ど で も 共 通 し て い る

よ う に 思 え る 。 と こ ろ が 野 岳 型 細 石 刃 核 段 階 以 降 に な る と 五 馬 大 坪 遺 跡 西 地 区 ・ 宇 土 遺 跡

Ⅳ 区 な ど で 、 細 石 刃 ・ 細 石 刃 核 の 小 規 模 傾 向 も 窺 え る 部 分 も あ る ほ か 、 細 石 刃 ・ 細 石 刃 核

に 必 要 な 石 材 と し て 流 紋 岩 、 五 馬 台 地 の ロ ー ム 層 中 に 自 然 状 態 に 含 ま れ る 小 型 で 良 質 な 黒

曜 岩 ( ２ 、 ３cm 前 後 )、 ガ ラ ス 質 溶 結 凝 灰 岩 な ど も 多 い 。 と も あ れ 、 野 岳 型 段 階 以 降 、 推

定 牟 田 ・ 腰 岳 系 黒 曜 石 の 利 用 が 低 下 し て い る こ と が 窺 え る 。 こ の 点 、 五 馬 大 坪 遺 跡 西 地 区

や 宇 土 遺 跡 Ⅳ 区 で 石 材 ５( 推 定 牟 田 ･ 腰 岳 系 黒 曜 岩 ) と し た 中 に 黒 味 が や や 薄 い 良 質 な 例

が あ り 、 今 後 、 ロ ー ム 層 中 に 自 然 状 態 に 含 ま れ る 小 型 で 良 質 な 黒 曜 岩 な ど と の 蛍 光 Ｘ 線 分

析 が 必 要 と 考 え て い る 。

　 以 上 で 筆 者 の 永 年 の 懸 案 で あ っ た 大 坪 遺 跡 と 宇 土 遺 跡 の 補 遺 を 含 め た 再 検 討 を 終 了 す

る 。 な お 、本 稿 の 作 成 に 際 し 、校 正 を 手 伝 っ て い た だ い た 桑 村 壮 雄 氏 に 感 謝 の 意 を 表 す る 。

註 1： 筆 者 が 計 測 し た 細 石 刃 や 細 石 刃 核 の 数 値 は 、 深 澤 幸 恵 が 計 測 し た も の と 違 っ て い る ( 深 澤

2005.2)。 そ れ ぞ れ の 認 識 に よ る 計 測 部 分 、 計 測 器 具 、 計 測 の 傾 き 等 に よ っ て 違 い が で る も の と 推

定 す る 。 し か し 、 両 者 の 計 測 数 値 の 違 い は 大 勢 に 影 響 の な い 程 度 と 考 え て い る 。 ま た 亀 石 山 遺 跡

の 数 値 を 筆 者 は 計 測 し て お ら ず 、 深 澤 の 計 測 値 を 参 考 と す る 。
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4 五 馬 大 坪 遺 跡 の 番 号 は 、 区 画 ご と の 遺 物 の 取 り 上 げ 番 号 で あ る 。

5 宇 土 は Ⅰ 区 か ら Ⅳ 区 そ れ ぞ れ の 区 で の 通 し の 取 り 上 げ 番 号 で 、B4 区 、D12 区 ご と の 番 号 で は な い 。

6 位 置 の N → S、 E → W は 、 B7 区 ・C18 区 な ど 、 10 ｍ 区 画 の 北 境 界 線 か ら 南 方 向 の 遺 物 ま で の 距

　 離 と 東 境 界 線 か ら 西 方 向 の 遺 物 ま で の 距 離 を 示 す 。

7 類 別 は 、 石 器 類 の 種 類 を 示 す 。 天 瀬 町 教 育 委 員 会 が 発 行 し た 報 告 書 に 筆 者 ( 綿 貫 ) が 文 章 中 に 記

　 載 し た 分 類 名 や 、 表 に 記 載 し た 分 類 名 が 違 っ て い る 場 合 が あ る が 、 本 論 を も っ て 訂 正 す る 。

8 石 材 は 、 五 馬 大 坪 遺 跡 の 報 告 で 用 い た 1 か ら 11 ま で の 石 材 分 類 に 準 拠 し 、 本 論 中 で も 解 説 し た

　 と お り で あ り 、 ア ラ ビ ア 数 字 で 示 し て い る 。 そ の 他 は 、 表 中 に 適 宜 加 え て い る 。



67

五馬大坪遺跡：出土石器類実測図一覧表

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

1 B7 ⁻ 128 8 382.928 281 994 角錐状石器 1 3.80 1.55 5.40 5.40

2 C12 ⁻ 34 8 384.371 422 190 削器 1 5.46 3.51 2.02 33.00

3 B7 ⁻ 206 7 382.554 38 826 削器 1 5.68 4.11 2.26 43.1

4 B9 ⁻ 102 8 383.302 560 328 搔器 1 8.70 4.34 2.79 81.0

5 B9 ⁻ 24 6 383.466 789 203 チップ 1 1.30 2.10 0.50 0.99

6 B8 ⁻ 188 7 382.861 688 922 剝片 1 2.10 2.50 0.50 2.14

7 B7 ⁻ 171 7 382.953 441 505 剝片 1 2.80 3.10 0.80 3.26

8 B9 ⁻ 177 7 383.168 477 813 剝片 1 2.40 2.00 0.40 1.78

9 C7 ⁻ 26 7 382.458 274 376 RF 1 4.55 2.00 2.00 11.20 S２ブロック

10 B9 ⁻ 79 8 383.315 727 82 剝片 1 4.00 4.10 1.40 16.13

11 B8 ⁻ 92 7 383.034 799 337 剝片 1 3.10 4.40 1.20 14.73 横長？

12 C11 ⁻ 89 8 384.270 383 37 UF 1 4.50 3.70 1.45 15.71

13 B8 ⁻ 39 7 382.835 874 736 剝片 1 2.10 3.50 0.80 4.10 横長

14 B9 ⁻ 52 6 382.287 458 666 剝片 1 2.50 3.40 1.00 5.84 横長

15 C13 ⁻ 30 6 384.157 119 23 ナイフ形石器 2 4.30 2.55 1.10

16 B6 ⁻ 225 8 382.437 759 632 角錐状石器 2 4.36 2.10 1.70 12.20 折れ後再加工

17 C10 ⁻ 83 6 383.790 414 415 削器 2 4.14 4.10 1.320 17.20

18 C9 ⁻ 20 8 383.221 276 207 削器 2 3.50 3.62 1.24 13.20 両縁加工

19 B7 ⁻ 74 7 382.590 993 935 UF 2 3.66 2.25 0.81
S1ブロック
両縁刃毀れ

20 B6 ⁻ 8 7 382.981 178 376 削器 2 2.70 1.59 0.74 3.30

21 B7 ⁻ 70 8 382.540 932 947 削器 2 4.88 4.18 2.30 33.80 S1ブロック

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

33 B8 ⁻ 68 8 382.875 889 496 削器フラグ 2 1.21 3.13 0.66 27.00

34 B6 ⁻ 175 7 382.526 895 293 掻器 2 2.63 2.32 0.86 4.60

35 B8 ⁻ 71 8 382.879 833 496 掻器 2 2.42 2.52 1.03 6.5

36 B14 ⁻ 1 7 383.921 963 897 掻器 2 2.69 1.85 1.49 8.20

37 B6 ⁻ 189 8 382.483 958 373 掻器 2 2.31 2.37 1.21 6.90

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

38 TG9 ⁻ 1 107 33 石核 2 1.78 4.65 3.07 21.5 横長剝片剝離

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

39 B6 ⁻ 2 8 382.911 137 107 掻器 2 2.70 2.95 1.30 9.59

40 B8 ⁻ 112 8 382.980 711 309 剝片 2 3.90 3.10 1.70 18.65

41 B5 ⁻ 16 8 382.187 772 73 削器 2 3.00 3.50 1.50 11.09

42 B6 ⁻ 171 7 382.545 867 262 錐 3 3.92 2.26 1.23

43 C10 ⁻ 87 8 383.661 197 489 錐 3 3.68 2.96 1.63 15.8

44 B11 ⁻ 1 7 383.801 606 950 削器 3 3.61 3.42 1.31 14.2

45 B17 ⁻ 7 7 383.242 895 570 掻器ヵ 3 3.78 2.60 1.81 14.2

46 C11 ⁻ 128 7 384.250 446 181 掻器 3 3.85 3.97 1.98 30.00

47 B9 ⁻ 107 8 383.231 853 407 削器 6 2.27 2.78 0.72 3.40

48 C9 ⁻ 23 7 383.105 225 473 削器 3 3.29 2.80 1.38 8.5

49 C11 ⁻ 102 8 384.018 384 834 削器 3 3.67 2.88 0.89 9.2

50 B8 ⁻ 43 6 382.855 992 895 削器 3 3.68 2.54 0.61 6.40

51 B6 ⁻ 90 8 382.621 520 625 削器 3 4.20 2.41 1.24 13.5

52 B10 ⁻ 49 7 383.685 694 336 削器 3 4.36 2.65 1.55 15.00

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

53 C8 ⁻ 22 7 382.876 45 415 石核 3 1.84 6.49 4.07 44.50

54 B8 ⁻ 59 6 383.047 806 564 石核 3 3.45 3.90 2.05 21.90

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

55 B6 ⁻ 190 7 382.450 941 400 掻器 2.35 2.10 1.20 6.43

法　　量
備　考挿図 区画 番号 層 標高m

位　置cm
類別 石材

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考
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位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

56 C15 ⁻ 19 8 383.302 493 299 石核 3 3.60 2.80 1.80 17.90

57 C14 ⁻ 16 6 383.863 280 386 石核 3 4.00 5.25 2.50 57.98

58 C10 ⁻ 38 7 383.862 180 169 石核 2 3.55 2.80 1.85 22.49

59 B6 ⁻ 23 8 382.883 198 774 石核 3 2.85 3.00 3.90 26.27

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

60 B8 ⁻ 201 7 382.940 363 758 掻器 4 6.25 4.41 2.63 80.00

61 C3 ⁻ 62 8 384.300 585 372 削器 2 7.80 5.46 2.17 65.70

62 C11 ⁻ 77 7 384.229 140 153 削器 4 7.87 3.93 1.82 30.40

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

63 B5 31 7 382.769 82 90 石核 4 3.11 4.50 2.01 31.10

64 B9 151 8 383.135 749 669 石核 4 10.93 5.64 2.06 173.00

65 B8 159 8 382.946 688 288 石核 4 4.90 6.49 3.25

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

66 C15 ⁻ 3 8 383.627 359 993 ナイフ形石器 5 3.25 2.06 1.10 2.70 今峠型大坪類型

67 C15 ⁻ 27 8 383.624 422 845 ナイフ形石器 5 4.20 2.50 1.10 9.60 今峠型大坪類型

68 B10 ⁻ 30 8 383.580 527 114 ナイフ形石器 3.60 2.72 0.82 5.70 今峠型大坪類型

69 B6 ⁻ 184 8 382.461 905 380 ナイフ形石器 4.20 2.71 0.86 8.70 今峠型大坪類型

70 B7 ⁻ 13 7 382.785 774 98 ナイフ形石器 1 2.60 2.00 0.81 2.60 今峠型大坪類型

71 C13 ⁻ 7 7 384.364 381 553 台形様石器 5 2.73 1.92 0.72 2.60

72 C9 ⁻ 37 382.857 236 845 ナイフ形石器ヵ 5 2.30 2.74 0.98 5.20

73 B9 ⁻ 61 8 383.287 354 126 UF 5 2.20 3.00 0.75 4.11

74 B8 ⁻ 89 6 383.100 366 323 UF 5 2.65 2.75 0.85 5.62

75 C11 ⁻ 99 8 384.025 343 829 UF 5 2.60 2.15 1.11 4.67

76 B8 ⁻ 149 7 624 180 UF 5 3.9 2.95 1.20 13.94

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

77 C14 ⁻ 23 8 383.691 507 59 石核 5 3.10 2.95 2.00 11.90

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

78 C11 ⁻ 36 115 279 ナイフ形石器 6 4.08 3.32 1.05 11.80 今峠型大坪類型

79 C9 ⁻ 25 8 383.206 72 397 ナイフ形石器 6 3.50 2.58 0.71 5.90 今峠型大坪類型

80 B11 ⁻ 21 7 383.920 575 207 ナイフ形石器 6 3.43 1.99 0.96 4.30 今峠型大坪類型

81 C13 ⁻ 16 7 384.222 97 394 ナイフ形石器 6 3.30 2.20 1.10 6.20 今峠型大坪類型

82 B14 ⁻ 6 8 383.602 742 580 ナイフ形石器 6 3.45 2.92 1.22 10.10 今峠型大坪類型

83 B10 ⁻ 29 8 383.562 537 151 ナイフ形石器 6 2.94 2.41 0.89 5.90 今峠型大坪類型

84 B8 ⁻ 9 8 382.923 913 267 ナイフ形石器 6 2.70 2,00 0.80 3.00 今峠型大坪類型

85 C13 ⁻ 3 7 384.337 311 749 ナイフ形石器 6 1.59 1.30 0.44 1.00 二側縁加工

86 C15 ⁻ 17 8 383.303 160 540 ナイフ形石器 6 4.62 2.00 1.25 10.00 二側縁加工

87 B11 ⁻ 29 8 384.065 935 398 ナイフ形石器 6 2.79 3.23 0.86 6.40 今峠型大坪類型

88 B14 ⁻ 2 7 383.856 897 852 ナイフ形石器 6 3.45 2.92 1.22 10.10 今峠型大坪類型

89 B11 ⁻ 53 8 383.797 712 653 ナイフ形石器 6 2.55 2.06 0.76 3.00 今峠型大坪類型

90 C16 ⁻ 6 7 382.921 162 683 ナイフ形石器 6 2.40 1,60 1.20 3.20 今峠型フラグ

91 B14 ⁻ 6 8 383.602 742 580 剝片 6 2.15 2.45 1.10 4.46

92 B9 ⁻ 91 8 383.290 697 276 掻器 6 3.04 3.12 1.70 17.8

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

93 C15 ⁻ 12 7 383.535 387 800 石核 6 1.75 3.65 2.76 16.40 横長剝片剝離

94 B11 ⁻ 38 8 384.064 817 105 石核 6 1.31 3.54 2.13 9.70 横長剝片剝離

95 B11 ⁻ 41 8 384.059 831 95 石核 6 3.19 4.50 1.48 16.80 ノ字状剝片剝離

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

96 B9 ⁻ 39 7 382.387 649 298 ナイフ形石器 7 6.15 3.36 1.19 18.29 今峠型大坪類型

97 C10 ⁻ 70 7 383.877 359 98 ナイフ形石器 7 3.69 1.94 1.04 5.10 今峠型大坪類型

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考
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98 C8 ⁻ 3 8 382.921 42 119 掻器 7 3.11 2.25 1.70 13.30

99 B8 ⁻ 63 6 383.076 791 533 削器 7 5.70 2.96 1.81 27.80

100 C11 ⁻ 95 7 384.004 343 960 削器 7 4.70 2.31 1.10 12.00

101 C8 ⁻ 19 8 382.894 29 350 削器 7 5.14 3.13 1.57 23.10

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

102 B9 ⁻ 87 7 383.457 857 45 石核 8 3.55 3.60 2.00 21.40

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

103 B9 ⁻ 73 7 383.381 690 57 削器 7 4.56 3.16 1.20 21.10

104 C12 ⁻ 32 6 384.563 384 22 ナイフ形石器 7 6.40 3.20 1.32 21.90 今峠型大坪類型

105 B6 ⁻ 211 7 382.589 769 513 削器 2.19 3.80 0.60 4.30

106 B8 ⁻ 138 6 383.147 738 46 削器 7 3.32 4.44 0.50 8.40

107 C11 ⁻ 93 6 384.085 298 964 削器 7 8.44 4.79 1.76 51.00

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

108 C10 ⁻ 68 8 383.738 241 383 削器 8 3.60 3.17 0.94 9.70

109 B8 ⁻ 14 8 382.897 952 352 削器 3 1.70 2.63 0.76 3.30

110 B6 ⁻ 109 8 382.598 634 464 削器 8 4.42 4.43 1.46 20.70

111 B6 ⁻ 210 8 382.468 783 515 削器 8 3.51 5.39 0.70 11.80

112 C12 ⁻ 23 7 384.482 361 410 削器 8 5.62 7.07 2.31 83.10

113 A6 ⁻ 3 7 383.072 920 196 削器 8 3.23 3.72 1.20 16.70

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

114 B6 ⁻ 59 8 382.817 237 649 石核 8 5,25 7.53 1.72 52.70

115 B4 ⁻ 1 7 381.456 710 680 石核 4.90 5.62 3.98 86.30

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

116 B9 ⁻ 164 7 383.144 333 770 石核 8 2.90 3.50 1.60 18.63

117 C12 ⁻ 19 7 384.424 346 629 石核 8 3.40 4.20 2.25 26.19

118 B9 ⁻ 44 6 382.387 569 445 石核 8 3.10 4.30 1.85 20.72

119 B9 ⁻ 103 8 382.897 560 332 石核 8 2.25 2.50 2.05 11.60

120 B9 ⁻ 37 6 382.447 645 250 石核 8 3.00 3.60 2.35 28.90

121 C12 ⁻ 28 7 384.474 353 396 石核 8 3.50 3.30 2.85 23.70

122 B9 ⁻ 80 8 383.275 660 170 石核 8 .96 2.81 2.41 19.80

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

123 C12 ⁻ 22 384.395 344 578 ナイフ形石器 2.66 1.10 0.54 1.40

124 B9 ⁻ 54 7 382 110 UF 11 4.40 2.96 1.18 15.50

125 B6 ⁻ 237 7 382.456 757 853 UF 玉髄 7.29 2.98 1.27 29.00

126 B9 ⁻ 89 7 383.336 735 288 剝片 7 1.73 4.27 1.37 5.80 横長剝片

127 B8 ⁻ 127 7 383.167 840 147 削器 4.45 7.03 1.86 41.60

128 C11 ⁻ 63 8 384.235 342 220 削器 8.24 5.09 2.06 94.80

129 C10 ⁻ 48 7 384.007 241 17 削器 8 6.24 6.92 1.33 46.00

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

130 B9 ⁻ 148 8 383.155 957 503 23 101  7 1.49 3.42 3.47 10.50

131 B8 ⁻ 180 7 382.922 634 650 石核 石英 5.98 6.80 3.65 143.00

132 B7 ⁻ 175 7 382.940 416 440 石核 7 3.64 4.08 2.25 29.00

N→S E→W 長㎝ 幅㎝ 厚㎝ 重量g

133 B8 ⁻ 50 7 382.876 810 876 チップ 11 2.20 1.70 0.70 1.89 鉄石英

134 B9 ⁻ 115 8 383.284 697 400 剝片 11 2.85 1.95 1.00 5.54 鉄石英

135 B6 ⁻ 131 7 382.789 521 156 剝片 珪質岩 4.75 5.10 1.15 21.23

136 C12 ⁻ 18 7 384.390 324 658 剝片 珪質岩 5.40 4.00 1.80 32.74

137 B7 ⁻ 9 7 382.745 816 151 細石刃 5 0.96 0.56 0.24 1.00

138 B7 ⁻ 112 7 382.586 848 771 細石刃 5 1.19 0.53 0.15 1.00 S1ブロック

139 B7 ⁻ 99 7 382.622 774 946 細石刃 5 0.95 0.64 0.11 1.00 S1ブロック

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材
法　　量

備　考

備　考

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

類別

類別 石材
法　　量

備　考

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別

挿図 区画 番号 層 標高m
位　置cm

石材
法　　量

石材
法　　量

備　考
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140 B7 ⁻ 5 7 382.736 969 167 細石刃 5 1.94 0.50 0.25 3.00

141 B7 ⁻ 50 6 382.745 904 745 細石刃 5 1.31 0.74 0.20 2.00 S1ブロック

142 B7 ⁻ 59 8 382.515 985 798 細石刃 5 1.68 0.70 0.27 3.00 S1ブロック

143 C7 ⁻ 9 7 382.600 241 97 細石刃 5 0.87 0.82 0.12 1.00 S２ブロック

144 C7 ⁻ 10 7 382.560 244 132 細石刃 5 1.44 0.71 0.10 2.00 S２ブロック

145 C8 ⁻ 65 8 382.570 253 896 細石刃 5 0.59 0.57 0.14 0.50 S２ブロック

146 C7 ⁻ 3 7 382.583 160 66 細石刃 5 1.16 0.74 0.23 2.00 S２ブロック

147 C8 ⁻ 64 8 382.575 268 891 細石刃 5 1.31 0.73 0.15 1.00 S２ブロック

148 C7 ⁻ 13 6 382.670 232 191 細石刃 5 1.13 0.76 0.14 1.00 S２ブロック

149 C7 ⁻ 12 7 382.546 344 153 細石刃 5 1.13 0.68 0.13 1.00 S２ブロック

150 C27 ⁻ 7 8 379.465 13 605 細石刃 5 2.66 0.66 0.20 3.00 S3ブロック

151 C27 ⁻ 30 7 379.530 12 547 細石刃 5 2.73 0.94 0.22 4.00 S3ブロック

152 C27 ⁻ 8 8 379.495 4 591 細石刃 5 1.63 0.79 0.19 2.00 S3ブロック

153 C27 ⁻ 3 8 379.020 125 740 細石刃 5 1.35 1.00 0.14 2.00 S3ブロック

154 B27 ⁻ 12 7 379.570 957 522 細石刃 5 1.10 0.66 0.14 1.00 S3ブロック

155 B27 ⁻ 5 7 379.590 838 310 細石刃 5 1.23 0.67 0.10 1.00 S3ブロック

156 B27 ⁻ 7 8 379.415 848 472 細石刃 5 1.28 0.84 0.17 2.00 S3ブロック

157 B27 ⁻ 4 8 379.415 976 685 細石刃 5 1.24 0.88 0.16 3.00 S3ブロック

158 B8 ⁻ 133 6 383.127 843 14 細石刃 3 2.74 0.93 0.37 10.00

159 C15 ⁻ 20 6 383.349 487 198 細石刃 5 2.65 0.70 0.20 2.00

160 B10 ⁻ 24 8 383.625 647 198 細石刃 5 1.58 0.65 0.15 2.00

161 B10 ⁻ 126 7 383.399 423 768 細石刃 5 1.81 0.70 0.22 2.00

162 B9 ⁻ 58 7 383.308 344 92 細石刃 5 1.68 0.77 0.16 2.00

163 B7 ⁻ 179 7 382.946 538 484 細石刃 5 0.98 0.55 0.15 1.00

164 B5 ⁻ 26 8 382.731 198 46 細石刃 5 1.38 0.46 0,14 1.00

165 B7 ⁻ 19 7 382.783 773 204 細石刃 5 1.71 0.44 0.20 2.00

166 B8 ⁻ 224 7 382.840 441 292 細石刃 5 1.42 0.61 0.21 1.50

167 B8 ⁻ 246 7 383.113 527 158 細石刃 5 1.30 0.50 0,20 2.00

168 B7 ⁻ 163 7 382.968 426 456 細石刃 5 1.19 0.71 0.16 1.00

169 B10 ⁻ 137 7 383.372 312 871 細石刃 5 1.00 0.85 1.10 1.00

170 C15 ⁻ 2 7 383.631 305 910 細石刃 5 1.09 0.51 0.13 1.50

位　置
標高 N→S E→W 高㎝ 幅㎝ 奥行㎝ 重量g

171 B7 ⁻ 207 8 382.639 65 720 細石刃核 1 3.25 2.25 6.80 51.00 船野型

172 C7 ⁻ 17 7 382.615 115 190 細石刃核 11 3.25 2.00 3.31 船野型,S2ブ

173 B27 ⁻ 7 380.332 細石刃核 5 4.25 2.31 1.05 野岳型,S3ブ

174 C27 ⁻ 細石刃核 5 3.40 2.20 2.40 野岳型,S3ブ

175 B27 ⁻ 13 7 380.332 785 305 細石刃核 5 4.42 2.60 1.75 野岳型,S3ブ

176 27 Ⅲ 396.192 787 511 台形様石器 2 3.61 3.56 1.27 14.70

177 25 Ⅲ 396.082 920 288 台形様石器 5 2.13 1.75 0.65 1.95

178 12 Ⅲ 396.762 972 522 台形様石器 青:Sn 3.30 2.04 0.66 3.35 1ブロック,切断

179 94 Ⅳ 394.928 910 652 台形様石器 5 3.12 1.81 0.45 2.10

180 65 Ⅳ 396.480 937 423 台形様石器 青:Sn 2.79 4.02 0.89 7.99 1ブロック

181 132 Ⅳ下 395.611 961 575 台形様石器 5 2.87 2.12 0.64 2.80

182 台形様石器 青:Sn 4.14 3.00 1.45 14.00

183 1 Ⅳ下 395.432 988 348 台形様石器 3.35 2.42 0.68 4.50

184 82 Ⅳ 396.444 927 169 台形様石器 青:Sn 4.57 2.51 0.90 9.90 1ブロック

185 66 Ⅳ 396.438 925 386 台形様石器 3.72 3.62 0.81 7.85 1ブロック

186 140 Ⅳ 395.917 994 213 ナイフ形石器 5 3.84 1.63 0.91 4.65 截頂石刃

187 5 Ⅲ 396.900 913 67 剝片 1 6.00 4.54 2.19 22.00 1ブロック,刃毀れ

188 146 Ⅳ ― ― ― ナイフ形石器 5 2.935 2.895 1.00 4.50 1ブロック小国産ヵ

189 103 Ⅲ 394.803 934 516 削器 青:Sn 2.48 2.98 1.19 7.75

190 121 Ⅲ下 396.592 731 612 剝片 2 3.15 1.82 0.94 4.60 1ブロック

191 54 Ⅰ 395.888 15 833 石核 2 ― ― ― 18.35

192 34 Ⅰ 396.112 944 978 石核 2 ― ― ― 19.30

193 50 Ⅱ 395.838 936 781 石核 2 ― ― ― 22.70

194 4 Ⅲ 396.982 7 600 石核 7 ― ― ― 40.50 1ブロック

挿図 区画 番号 層
位　置cm

類別 石材

周溝西側風倒木痕

法　　量
備　考

(20号墓)

(21号墓)

Ⅰ区B6

Ⅰ区B6

Ⅰ区B7

Ⅰ区B4

Ⅰ区B4

Ⅰ区B6

Ⅰ区B4

Ⅰ区B4

Ⅰ区B4

Ⅰ区B11

Ⅰ区B4

Ⅰ区B11

Ⅰ区A11

Ⅰ区B11

Ⅰ区B4

Ⅰ区A7

Ⅰ区B6

Ⅰ区B7

Ⅰ区A3
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195 1 Ⅲ 394.700 300 300 ナイフ形石器 5 5.26 1.94 0.60 5.60
2ブロック
斜め整形

196 104 Ⅲ 391.814 717 737 ナイフ形石器 1 4.80 2.23 0.91 8.25
3ブロック

今峠型今峠類

型

197 132 ナイフ形石器 5 4.70 1.24 0.84 5.60 斜め整形

198 1 Ⅳ 石核 24.30 2ブロック

199 166 台形様石器 5 3.77 1.98 0.69 3.70 3ブロック周辺

200 170 掻器 １ 4.23 2.33 1.60 12.70 3ブロック周辺

201 147 石刃 5 4.20 2.11 0.67 4.90

202 123 Ⅲ 390.254 214 81 台形様石器 6 2.19 2.24 0.15 2.50 5ブロック

203 57 Ⅱ 390.541 904 208 RF 5ヵ 3.94 2.58 1.26 0.35 7ブロック

204 113 Ⅱ 391.327 559 979 細石刃核 11:Ob 1.81 1.16 0.65 1.35
6ブロック

ローム中の

Obヵ

205 116 Ⅱ 391.336 527 935 MC再生剝片 3 2.36 1.76 0.47 1.06 6ブロック

206 163 細石刃 5 1.31 0.60 0.25 0.15 7ブロック

207 152 Ⅲ 390.660 814 291 細石刃 5 1.20 0.55 0.10 0.10 7ブロック

208 細石刃 1.30 0.55 0.30

209 127 Ⅲ 390.639 843 111 細石刃 5 0.72 0.42 0.04 0.04 7ブロック

210 143 Ⅲ 390.641 808 260 細石刃 5 0.51 0.50 0.17 0.05 7ブロック

211 141 Ⅲ 390.577 821 305 細石刃 5 1.32 0.33 0.12 0.07 7ブロック

212 30 Ⅱ 390.604 812 278 削器 2 3.22 4.02 1.47 20.20 7ブロック

213 89 Ⅱ 390.308 151 161 剝片 2 1.38 1.06 0.26 0.30 7ブロック

214 101 Ⅱ 390.514 970 49 削片 2 1.44 1.35 0.48 0.90 7ブロック

215 93 Ⅱ 390.480 76 852 剝片 5 1.50 1.73 0.33 0.70 7ブロック

216 126 Ⅱ 391.300 176 452 楔形細石刃核 5 2.30 1.40 1.50 3.40 7ブロック

217 158 MC原形 2 ― ― ― 6.30 7ブロック

218 7 Ⅲ 390.709 634 192 MC原形 2 ― ― ― 9.05 7ブロック

219 157 Ⅲ 390.607 875 363 MC原形 2 2.07 2.26 0.86 3.70 7ブロック

220 136 細石刃核 2 1.80 0.80 1.10 4.15

221 MC原石 11:Ob 旧石器遺構

222 168 細石刃 5 2.33 0.60 0.37 0.50

223 13 Ⅱ 390.662 720 362 細石刃 5 1.05 0.55 0.14 0.10 7ブロック

224 26 Ⅱ 390.647 794 298 細石刃 5 1.76 0.36 0.09 0.10 7ブロック

225 39 Ⅱ 390.633 822 222 細石刃 5 1.12 0.49 0.14 0.10 7ブロック

226 44 Ⅱ 390.567 887 392 細石刃 5 1.04 0.42 0.12 0.05 7ブロック

227 92 Ⅱ 390.341 164 927 細石刃 5 1.68 0.48 0.14 0.14 7ブロック

228 97 Ⅱ 390.442 109 882 細石刃 5 1.00 0.48 0.09 0.05 7ブロック

229 131 細石刃核 5 2.10 1.55 1.60 7ブロック

230 137 MC原形 2 7.05 7ブロック

231 42 Ⅱ 390.627 834 212 削器 7 3.97 5.03 0.99 13.65 7ブロック

232 47 Ⅱ 390.554 865 351 削器 青:Sn 5.05 3.42 1.52 21.70 7ブロック

233 10 Ⅲ 390.654 ko 137 敲石 砂岩ヵ 6.54 4.55 4.39 190.50 7ブロック

Ⅱ区B4

Ⅳ区C17

Ⅳ区D21 12号住覆土内
Ⅲ区C5

Ⅳ区C18 4号小型竪穴

E24区23号住
Ⅳ区E24

Ⅳ区

Ⅳ区C18 10号住覆土内
Ⅰ区B11 1号住覆土内
Ⅳ区C20

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区D24

Ⅳ区E24

Ⅳ区D19

Ⅳ区D19

Ⅳ区E24

Ⅳ区E22 8号竪穴覆土内
Ⅳ区E22 Pit6覆土内
Ⅳ区C19 11号住覆土内

Ⅳ区D23

Ⅳ区D24

Ⅳ区E24 23号住の覆土内
Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区D23 13号住覆土内
Ⅳ区E24 23号住覆土内
Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区E24

Ⅳ区D23

Ⅳ区D23
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日田市教育庁文化財保護課年報 
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Ⅰ．令和 5 年度組織体制  

１．文化財保護部局 

 

[日田市教育委員会] 

教育長         三笘 眞治郎 （4 月～7 月）  

江 嶋  久 典 （10 月～） 

[日田市教育庁] 

教育次長         髙 倉  保 徳 

文化財保護課長     吉 田  博 嗣 

[文化財管理係] 

主幹（総括）      若 杉  竜 太 

主査          井 上  純 

主査          加 藤  佑 子 

主任          横 尾  和 也 

主査（再任用）     河 野  徹 

  会計年度任用      小 林  ま り 

  会計年度任用      田 村  訓 稔（小鹿田焼陶芸館勤務） 

  会計年度任用      川津 ひとみ（小鹿田焼陶芸館勤務） 

[埋蔵文化財係] 

  主幹（総括）      渡 邉  隆 行 

  主幹          行 時  桂 子 

  主査          上 原  翔 平 

主事補         髙 山  大 輔 

    会計年度任用      後 藤  綾 子 

  会計年度任用      川 津  敏 國（埋蔵文化財センター） 

  会計年度任用      岐 部  み か（埋蔵文化財センター） 

[町並み保存係] 

  主幹（総括）      田 中  大 輔 

  主査          河 津  桂 

  主査          林  大 輔 

主任          ワトソン祥太 

        世界遺産推進室

　　  　（室長）

咸宜園教育研究センター

             （所長）

文化財保護課
(課長)

 文化財管理係　6人（１人）

 埋蔵文化財係　5人（１人）

 町並み保存係　4人

　　※うち２人は、咸宜園教育研究センターと兼務

　※（）内は、うち会計年度任用職員の数

　　　□小鹿田焼陶芸館　２人（２人）

　　　□埋蔵文化財センター　2人（2人）

 登録推進係　2人（2人）

 研究・啓発係　3人（2人）

　　※うち２人は、世界遺産推進室と兼務
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２．日田市文化財保護審議委員     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

３．日田市文化財保護員     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 地区 氏　名 専門分野 № 地区 氏　名 専門分野

1 大神　信證 歴　史 12 織田莊太郎 郷土史

2 園田　　大 中世史 13 河津　正明 郷土史

3 髙瀬　泰孝 建　築 14 髙倉　重昭 郷土史

4 野田　髙巳 郷土史 15 大山町 江田　通徳 郷土史

5 原　　正幸 民　俗 16 佐藤　光信 郷土史

6 原田　勝宏 考　古 17 長谷部良之 郷土史

7 原田　　進 建　築 18 松木　紘輝 郷土史

8 藤野　美音 考　古 19 後藤　則男 郷土史

9 三松　健次 建　築 20 中津江村 長谷部　徹 郷土史

10 室　　哲 建　築

11 森山　雅弘 郷土史

旧市内

天瀬町

前津江町

№ 氏名 担当分野 所属

1 渡辺　文雄 有形文化財［絵画・彫刻他］ 元 別府大学教授

2 大津　裕司 有形文化財［古文書・古記録］ 大分県立歴史博物館

3 下村　　智 有形文化財［考古資料］ 別府大学名誉教授

4 伊東　龍一 有形文化財［建造物］ 熊本大学名誉教授

5 段上　達雄 無形文化財 別府大学特任教授

6 後藤　宗俊 史　跡 別府大学名誉教授

7 神川　建彦 天然記念物
特定非営利活動法人

初島森林植物園ネットワーク 理事長

8 渡辺　智恵美 保存技術 別府大学教授

9 江面　嗣人 伝統的建造物 岡山理科大学教授

10 大森　洋子 文化的景観 久留米工業大学教授

11 大神　信證 文化財の活用 日田市文化財保護員協議会

12 佐藤　隆博 文化財の活用 日田市小学校社会科部会

※令和５年４月時点 

※令和 5 年 8 月時点 

任期：令和 5 年 8 月 1 日～令和 7 年 7 月 31 日 

任期：令和４年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日 
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Ⅱ．文化財の指定 

１．指定文化財等の状況 

現在、日田市内の指定等の文化財は 185 件ある。その内訳は、国指定文化財 21 件、県指定文化財 39

件、市指定文化財 89 件、国選定文化財 2 件、国選択文化財 3 件、県選択文化財 2 件、そして国の登録

有形文化財が 29 件である。 

 

国指定・国選定・国登録・国選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分、名称又は物件 所在地 指定年月日 摘要（年代ほか）

　　木造十一面観音立像 城町２（慈眼山仏像収蔵庫） 昭25.8.29 鎌倉時代

　　木造兜跋毘沙門天立像 城町２（慈眼山仏像収蔵庫） 昭25.8.29 平安時代後期

　　木造毘沙門天立像 城町２（慈眼山仏像収蔵庫） 昭25.8.29 文治３(1187)年の銘

　　木造四天王立像 城町２（慈眼山仏像収蔵庫） 昭25.8.29 元亨元年(1321)年の銘

　　木造毘沙門天立像 城町２（慈眼山仏像収蔵庫） 昭25.8.29 平安時代後期

　　行徳家住宅 夜明関町 昭50.6.23 天保13(1842)年

　　大野老松天満社旧本殿 前津江町大野 昭53.5.31
室町時代、三間社流れ造り栩

板葺

　　旧矢羽田家住宅 大山町西大山 昭57.6.11 江戸後期、別棟形式の民家

    長福寺本堂 豆田町 平18.7.5 寛文9（1669）年の建造

    草野家住宅 豆田町 平21.12.8 享保～明治初期の建造

    吹上遺跡出土品 宇佐市（大分県立歴史博物館） 平22.6.29
弥生時代中期の武器、貝輪な

どの副葬品

    咸宜園跡 淡窓2 昭7.7.23
江戸後期～明治期にかけての

私塾跡

    穴観音古墳 内河町 昭8.2.28 古墳時代後期

    廣瀬淡窓旧宅及び墓 中城町・豆田町 昭23.1.14
私塾・咸宜園を主宰

平成25(2013)年3月27日

追加指定・名称変更

    法恩寺山古墳群 刃連町 昭34.5.13 古墳時代

    ガランドヤ古墳 石井町3 平5.10.13
古墳時代後期、

平成4(1992)年9月9日追加指定

    小迫辻原遺跡 大字小迫 平8.10.31 弥生～古墳時代

    小野川の阿蘇４火砕流堆積物

　　及び埋没樹木群
鈴連町 平23.9.21

約9万年前の阿蘇４火砕流

により埋没

    耶馬渓(一部) 東羽田町 大12.3.7
昭和11(1936)年7月14日

追加指定

【重要文化財】

【史跡】

【天然記念物】

【名勝】
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県指定・県選択 

 

    日田祇園の曳山行事 隈地区・竹田地区・豆田地区 平8.12.20

7月20日以降の土・日曜日

平成28(2016)年

ユネスコ無形文化遺産登録

    小鹿田焼 源栄町皿山 平7.5.31 ９軒の窯元

    小鹿田焼の里 源栄町皿山・池ノ鶴地区 平20.3.28
平成22(2010)年2月22日

追加選定

    日田市豆田町

　　伝統的建造物群保存地区
豆田町他 平16.12.10

歴史的町並みと伝統的建造物

群

    井上家住宅 　　8件 鶴河内町 平15.1.31 江戸時代後期～大正年間

　　岩尾家住宅（旧日本丸製薬所）3件 豆田町 平15.1.31 明治初期～昭和初期

　　隈まちづくりセンター黎明館 1件 隈2 平15.1.31 大正5(1916)年建築

　　後藤家住宅　　4件 隈2 平20.10.23 主屋は明治20(1887)年建築

　　山田家住宅　　4件 隈1 平20.10.23 主屋は文化13(1816)年建築

　　宇野家住宅　　1件 高瀬本町 平20.10.23 昭和2(1927)年建築

　　長善寺鐘楼門　1件 吹上町 平22.4.28 正徳3(1713)年建築

　　老松天満社　　4件 天瀬町 平22.9.10 本殿は明治31(1898)年建築

　　井上酒造店舗兼主屋  3件 大字大肥 平28.8.1 大正3(1914)年建築上棟

    豊後の水車習俗 鈴連町ほか 昭58.12.27 小野谷の水車習俗

    大原八幡宮の米占い行事 田島町 平11.12.3
粥のカビの状態でその年の豊

作等を占う

　　大分の鏝絵習俗 県内 平8.11.28
漆喰壁に鏝で白土や色土を浮彫りに

して絵画的に表現したもの。

【重要無形民俗文化財】

【重要無形文化財】

【国選定重要文化的景観】

【国選定重要伝統的建造物群保存地区】

【国登録有形文化財】

【国選択無形民俗文化財】

区分、名称又は物件 所在地 指定年月日 摘要（年代ほか）

    太刀　銘安綱 豆田町（廣瀬本家） 昭33.3.25 安綱の銘

    石人（2体） 銭渕町 昭39.2.21 八女市岩戸山古墳出土

    中村文書 豆田町（廣瀬本家） 昭41.3.22 筑前国怡土庄史料

    蔵骨器 宇佐市（大分県立歴史博物館） 昭46.3.23 宇佐虚空蔵寺跡出土

    軒先丸瓦 宇佐市（大分県立歴史博物館） 昭46.3.23 宇佐虚空蔵寺跡出土

【有形文化財】
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    木造阿弥陀如来坐像 大日町 昭47.3.21 応永10(1403)年の銘

    老松天満社懸仏 前津江町大野 昭49.3.19 平安後期から鎌倉時代

    金凝神社木造仮面 天瀬町本城 昭50.3.28
天狗、翁、鬼、河童の木製面

四躯

    烏宿神社鰐口 大山町西大山 昭51.3.30
「応年16（1409）年奉納・

永正2（1505）年寄進」銘

    老松神社銅鉾 日田市埋蔵文化財センター 昭51.3.30 長さ70ｃｍで弥生時代の銅鉾

    山中薬師堂鰐口 天瀬町出口 昭51.3.30 「享徳2年霜月15日」陰刻銘

    草三郎大神宮五輪塔婆附角塔婆 天瀬町馬原 昭51.3.30 「貞和3年3月」銘

    玉来神社神像 天瀬町五馬市 昭54.5.15 鎌倉時代から室町時代に製作

    森家五部大乗経 宇佐市（大分県立歴史博物館） 昭55.4.8
櫃に「応永23(1416）年」書

体・室町時代の写本

    岳林寺木造明極楚俊坐像 北友田1（市立郷土史料館） 昭56.3.31 南北朝時代

    岳林寺絹本著色仏涅槃図 北友田1（市立郷土史料館） 昭56.3.31 室町時代

    草野文書 豆田町 昭57.3.30 大友田原氏関係史料

    日隈神社平縁細線式獣帯鏡 隈２（日田祇園山鉾会館） 昭58.4.12 中国漢代

    大原八幡宮銅鉾 田島町 昭60.3.29 弥生時代後期

    西雉谷笠塔婆附

    石造塔婆(１基）
上津江町上野田 昭60.3.29

「元亀元(1570）年庚牛10月

吉日」銘

    石井神社銅鉾 隈２（日田祇園山鉾会館） 平1.3.30 弥生時代後期

    朝日宮ノ原遺跡4号中世墓出土品 日田市埋蔵文化財センター 平7.3.10 青磁碗、湖州鏡など81点

    ガランドヤ古墳出土品 日田市埋蔵文化財センター 平7.3.10 古墳時代後期

    川原隧道と石畳 天瀬町女子畑川原区 昭51.3.30
江戸末期、新たに築成・隧道

長さ52ｍ

    石坂石畳道 市ノ瀬町・伏木町 昭62.3.27 嘉永3(1850)年の築造

    城山古墳 諸留町 平1.3.30 全長29.9ｍの前方後円墳

    薬師堂山古墳 田島町 平2.3.29 古墳時代中期

    吹上遺跡 大字小迫 平8.3.29 弥生時代中期

    朝日天神山古墳 大字小迫 平16.3.30
古墳時代後期の前方後円墳2

基

    永山城跡 丸山２丁目 平28.2.23 江戸時代初期

    伝来寺庭園 中津江村栃野 昭45.3.31 伝来寺建立以前に築造

【史跡】

【名勝】
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市指定 

 

 

 

    津江神社のスギと自然林 中津江村合瀬 昭50.3.28 日田杉の元祖

    高塚愛宕地蔵のイチョウ 天瀬町馬原 昭51.3.30 雄株で大小20数本の集合株

    鞍形尾神社の自然林 天瀬町馬原 昭56.3.31
神社の北西背後地約１ヘク

タール

    磐戸楽 三ノ宮1 昭41.3.22
大行事八幡宮の秋祭り

通称「かっぱおどり」

    鵜飼 竹田地区 昭41.3.22 5月中頃から10月中頃

    大野楽 前津江町大野 昭41.3.22
河童の動作を演技化した雅楽

の一種

    本城くにち楽 天瀬町本城 昭42.3.31 10月中旬の土日

    大原八幡宮御田植祭 田島町 昭59.3.30 4月15日実施

    老松様の餅搗祭 中津江村合瀬 昭50.3.28
戦いの様子を模した祭り(7月

15日)

    老松様の的ほがし祭 中津江村合瀬 昭50.3.28
五穀豊穣と家内安全を祈願(4

月15日)

【無形民俗文化財】

【県選択無形民俗文化財】

【天然記念物】

区分、名称又は物件 所在地 指定年月日 摘要（年代ほか）

    開山頂相

   (普門寺木造笑巌和尚坐像)
北友田1（市立郷土史料館） 昭47.6.12 応永16(1409)年の銘

    龍林寺木造薬師如来坐像付・

　  龍林寺薬師如来縁起版木
財津町 昭50.3.28 平安時代後期

    石憧 上野町 昭50.3.28 長禄4(1460)年の銘

    永平寺跡板碑 高瀬本町 昭50.3.28 応長元(1311)年等の銘

    絹本着色明極楚俊坐像 北友田1（市立郷土史料館） 昭55.2.13 室町時代

    宝篋印塔 神来町 昭57.5.11 貞和3(1347)年の銘

    大原八幡宮 田島町 平1.11.22 楼門、拝殿、幣殿、本殿

    大般若波羅密多経 田島町 昭47.6.12 神宮寺、写経600巻

    吹上観音坐像 吹上町（吹上神社） 昭50.6.10 平安時代後期

    玉来神社拝殿と棟札 天瀬町五馬市 昭51.11.20
神殿を含め80アール・棟札に

「応仁2（1468）年」銘

    宝筐印塔 中津江村合瀬 昭51.11.1
鎌倉時代作・高さ約1.37m、

笠は上部5段、下部2段

    間地橋 中津江村栃野・合瀬 昭51.11.1
中津江村内で唯一の石造アー

チ橋

【有形文化財】



79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    先祖元、五輪塔（３基） 上津江町上野田 昭54.7.26
風化作用等により形や文字等

全く判明せず

    十一面観世音菩薩座像（１体） 上津江町上野田 昭54.7.26
「天文17(1548)年創立」墨

書銘

    木造釈迦三尊像(附)

　　釈迦如来像奉篭物
北友田１（市立郷土史料館） 昭55.2.13 康永2(1343)年

    木造大日如来坐像 山田町 昭55.9.3 天文10(1541)年の銘

    木造毘沙門天立像 山田町 昭55.9.3 天文16(1547)年の銘

    紙本墨書明極墨蹟 北友田１（市立郷土史料館） 昭55.2.13 南北朝時代

    岳林寺文書 北友田１（市立郷土史料館） 昭55.2.13 慶長～明治

    紙本西国筋郡代陣屋絵図 隈1 昭57.5.11 文化14年～天保4年頃

    大野老松天満社逆修塔 前津江町大野 昭57.9.21
地輪、水輪、火輪にはそれぞ

れ四方に梵字

    懸仏（御前嶽神社） 前津江町柚木 昭57.9.21 平安後期から鎌倉時代、13面

    木造薬師三尊像 南友田町 昭58.7.13 平安時代

    金銅筒臑当 宇佐市(大分県立歴史博物館) 昭58.7.13 鎌倉時代

    方格規矩鏡片 田島町 昭58.7.13 草場遺跡出土

    須恵器子持高坏 吹上町 昭58.7.13 (伝)北友田横穴墓出土

    浦宮神社「拝殿・神殿」 上津江町川原 昭58.6.28
拝殿は入母屋造り・神殿は流

造り

    浦宮神社「せり持ち式石橋」 上津江町川原 昭58.6.28 旧参道北側の谷川

    宝筐印塔 前津江町柚木 昭61.3.17
総高55㎝余り・南北朝ないし

室町時代造立

    大友書状 日田市埋蔵文化財センター 昭61.3.17
前津江町柚木に残る天正12年

以降に贈ったもの

    百姓日記 日田市埋蔵文化財センター 昭61.3.17
前津江町柚木に残る元禄より

宝暦まで60年間の記録

    穴井家古文書一巻 北友田1（市立郷土史料館） 昭62.4.20
延享3（1746）年の直訴状、

会合証文の写し

    有田古墳出土一括遺物 本町 平1.11.22 古墳時代

    大乗妙典経 前津江町柚木 平2.3.8
妙法蓮華経八巻・正徳5

（1714）年奉納

    岳林寺木造弥勒菩薩坐像 北友田１（市立郷土史料館） 平3.3.30 応永30(1423)年作

    世尊寺木造薬師如来坐像他２体 諸留町 平4.3.10
天文16(1547)年、弘治

3(1557)年

    内河野村古絵図 日田市埋蔵文化財センター 平4.3.10 江戸時代

    四季農耕図絵馬 前津江町柚木 平11.10.25
横長の画面に稲作の行程等を

描写

    中西村・梅野村の絵地図 中津江村合瀬 平11.4.7
延宝5年（1677）梅野村庄屋

七郎兵衛外3人により作成

    天井絵馬 前津江町柚木 平12.12.8 享保時代

    像代 前津江町大野 平12.12.8
神や人の代わりに祭るもので

人形に作られた木像

    どうぼう様（藤房様４体） 前津江町柚木 平13.11.14 南北朝時代
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    元大原神社 神来町 平14.3.7

神殿、幣殿、拝殿、水盤舎、

神輿蔵　　宝暦10（1760）年

再興

    求来里笠塔婆 神来町 平14.3.7 観應元（1350）年墨書銘

    木造釈迦如来立像 北友田１（市立郷土史料館） 平23.3.31 鎌倉時代

    伝姫塚古墳出土鉄剣（蛇行剣） 日田市埋蔵文化財センター 平23.5.31 古墳時代

  　木造阿弥陀如来坐像 高瀬本町 平28.3.25 鎌倉時代後期

　  おきあげ人形製作資料 有田町 令1.7.25

明治後期から昭和中期頃まで

に作られたおきあげ人形と下

絵及びその製作用具

    有田町若八幡社やっこ振り行列 有田町 平3.3.30 若八幡社秋祭り(10月下旬)

    出口本村楽 天瀬町出口 平6.4.29 隔年10月24，25日

    出口袋七夕楽 天瀬町出口 平6.4.29 隔年10月24，25日

    五馬楽 天瀬町五馬市 平6.4.29 10月26、27日

    烏宿神社はだか参り 大山町西大山 平25.3.28
12月14日夜に締め込み姿の男

衆が参道を駆ける

    丸山古墳 城町2 昭47.6.12 古墳時代中期

    片山磨崖種子 北友田2 昭50.3.28 康永3(1344)年の銘

    惣田塚古墳 琴平町 平1.11.22 古墳時代後期

    三郎丸古墳 北友田2 平1.11.22 古墳時代後期

    菊池七人塚 中津江村合瀬 昭51.11.1
塚は2m四方程で自然石を7個

環状に立てている

    御所跡と御所の谷 中津江村合瀬 昭51.11.1 御所跡は200㎡程の平坦地

    年の神境内地伝、

　　相垣越前守の墓（１基）
上津江町上野田 昭54.7.26 「間部越前守義直」の供養塔

    台の殿様屋敷跡 前津江町大野 昭57.9.21 津江殿の館跡

    平島古墳 諸留町 平1.11.22 古墳時代後期

    木地師半兵衛

   ・徳兵衛の墓（２基）
上津江町川原 平1.7.5

表面上部に菊の御紋とみられ

る印

    宇土遺跡３号墳 天瀬町五馬市 平3.10.29
古墳時代（5世紀中頃～後

半）

    筑前台岩木塁遺跡 天瀬町馬原 平3.10.29 山頂2000㎡

    牧原千人塚 桃山町 平7.3.31 室町時代

    小竹供養塔（１基） 上津江町川原 平11.8.9
土台5㎝～30㎝大の高まりの

上に正面西向き

【史跡】

【無形民俗文化財】

【有形民俗文化財】
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※表は令和 6 年 3 月末日時点。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    姫塚古墳 高瀬本町 平19.3.29 古墳時代中期の円墳

    台神社前旧往還石畳道 天瀬町女子畑台 平28.3.25 旧往還石畳道　約41ｍ

    むらくもの松 隈2（八坂神社） 昭47.6.12 樹齢300年以上

    台神社の森 天瀬町女子畑台 平28.3.25
旧日田往還添い・熊野神社の

境内林

    見竹天満宮の天満かつら 天瀬町出口 昭54.3.20
胸高樹周4.5m、樹高推定20m

余、樹齢不詳

    年の神境内地樹林（26本） 上津江町上野田 昭54.7.26 カヤの推定樹齢は500年以上

    浦宮神社境内地

   「樹林・下草シダ類」
上津江町川原 昭58.6.28

県の特別保護樹林「津江大杉

の森」と指定

    ユズリハ自然林 前津江町大野 昭61.3.17
ユズリハを優占種とする自然

林

    桂の木 前津江町柚木 平2.3.8 幹周り10m、樹高20mの雌の桂

    烏宿自然林 大山町西大山 平4.9.18 森林構成樹種約158種

    銀杏の木 中津江村栃野 平9.1.27 樹齢600年（推定）

　　杉 前津江町柚木 平12.12.8 樹齢600年（推定）

    ズミの群生地 伏木町 平15.3.26 自生の南限地

    エドヒガンザクラの木 上津江町川原 平16.10.8 樹齢300年（推定）

    ムクの木 上津江町川原 平16.10.8 樹齢不明

    手水野のカツラ林 上津江町川原 平16.10.8 樹齢不明

    小平のカツラ林 上津江町川原 平16.10.8 樹齢不明

    モミの木 上津江町川原 平16.10.8 樹齢不明

    スギの木 上津江町川原 平16.10.8 樹齢120年（推定）

    イチョウの木 上津江町川原 平16.10.8 樹齢不明

　　モミジの木 上津江町上野田 平16.10.8 樹齢不明

　　アカマツの木 上津江町上野田 平16.10.8 樹齢約90年(推定)

【天然記念物】
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２．文化財の指定解除 

市指定天然記念物「クスの木」 

①文化財の概要 

・指定年月日：平成 16 年 10 月 8 日 

・形 状 等：樹齢：不明 幹周：2.79m 樹高 25m(推定) 

枝張：北 12ｍ、南 10ｍ、西 10ｍ、東 15ｍ 

・所 在 地：日田市上津江町川原 82 番地 1 

②解除理由 

  平成 16 年に天然記念物の指定を受けて管理してきたクスノ木について、令和５年３月 18 日

に根元部分にある八重桜を根元から伐採する予定であったが、誤ってクスノ木を根元から伐採し

たもの。延命は困難であるため、所有者から滅失届が提出され、令和 5 年 3 月 18 日に指定解除

となった。 

[伐採前]             [伐採後]  

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市指定有形民俗文化財「精米用箱水車」 

①文化財の概要 

・指定年月日：平成元年 11 月 22 日 

・形 状 等：竿の両端に水受けの木箱が付き、桶から流れる水を木箱で受け、溜まった水の重

さで片方の木箱が下がり、惰性で半回転して、片方の木箱が水を受ける仕組み。 

竿の長さ 2.0ｍ、木箱の容量 16.16、芯棒の長さ 2.4ｍ 

    ・所 在 地：日田市大字小野字鳥越 2174 番地 

②解除理由 

平成 29 年九州北部豪雨による被災後、市文化財保護課職員による現地確認を行い、木箱など

水車部分が損壊していたものの、水車小屋外観等が残っていたため、指定解除に係る手続きは行

われなかった。しかしながら、令和５年の大雨により、損壊部分が拡大し、今後文化財としての

復旧が困難となることや、また所有者としても復旧する意思がないことから、減失届が提出さ

れ、令和 6 年 3 月 29 日に指定解除となった。 
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[被災前]            [被災後] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．普及・啓発 

１．文化財講演会 

 市内に遺されている様々な文化財を、調査・把握し、総合的、

一体的に捉え、観光などの他の分野とも連携し、地域総がかり

で将来への保存・活用につなげていくため「文化財保存活用地

域計画」の作成を進めており、これにあわせて「文化財講演会」

を開催した。 

 講演会では、別府大学特任教授で日田市文化財保存活用地域

計画協議会長の飯沼 賢治先生に「地域の文化財（たから）を

活かした新しいまちづくりの展望」と題し、日田の歴史文化の

特徴を示すとともに、文化財の保存・活用に向けた取組につい

ては、地域住民が主体になることの必要性について、講演して

いただいた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財講演会風景 

講演会チラシ 
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２．古文書入門講座 

市民に向けて、古文書を通じて日田市や大分県の歴史と文化に触れる機会を作ることを目的に、古文書

の読み解きについて未経験者の方にも、初歩から分かりやすく解説する初心者向けの入門講座を開催し

た。 

開催場所 ： 日田市役所本庁 7 階大会議室ほか 

       開 催 日 ： 令和５年 10 月 18 日（水）～令和５年 11 月 22 日（水）  

（6 回開催） 

       受講者数 ： 43 名 ※申込者数 

[講義内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：松原 勝也 氏 講師：三谷 絋平 氏 

 

バス研修（大分県立先哲史料館見学） バス研修（記念講演会参加） 

日　時 内　容 講　師
受講

人数

第１講
10月18日（水）

14：30～16：00
「古文書に親しむ」

大分県立先哲史料館職員

久保 修平 氏
36

第２講
10月30日（月）

14：30～16：00
「戦国期日田の古文書をよむ」

大分県立先哲史料館職員

松尾 大輝 氏
39

第３講
11月4日（土）

10：00～17：00

【バス研修】

　秋季企画展「大友文書の世界」見学

　記念講演会　参加

大分県立先哲史料館 19

第４講
11月6日（月）

14：30～16：00
「耶馬渓・山国地方の天領の村々」

　

中津市歴史博物館職員

三谷 絋平 氏
31

第５講
11月16日（木）

14：30～16：00
「近世日田の古文書をよむ」

　

大分県立先哲史料館職員

佐藤 香代 氏
38

第６講
11月22日（水）

14：30～16：00
「近代の書簡をよむ」

大分県立先哲史料館職員

松原 勝也 氏
36
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３．考古学講座「タイムトリップひた vol.21」 

「考古学」や「郷土の歴史」に対する関心を深め、身近な遺跡や埋蔵文化財への興味とその保護の必要

性への理解を高めることを目的として実施。 

令和 5 年度講座は、令和 4 年度に実施した発掘調査で縄文時代の遺跡が確認されたことから、縄文時

代とはどういった時代であったのか、4 回の講座とバスツアー1 回の計 5 回の講座を開催した。 

開催場所 ： 日田市役所本庁７階中会議室ほか 

開 催 日 ： 令和５年 10 月 11 日（水）～令和５年 11 月 22 日（水）  

      （５回開催） 

受講者数 ： 40 名 ※申込者数 

[講義内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：日田市職員 

講師：小野 綾夏 氏 

バス研修（大分県立埋蔵文化財センター） 

 

講師：福永 将大 氏 

日　時 内　容 講　師
受講

人数

第１講
10月11日（水）

18：00～19：30
「九州、おおいた縄文文化について」

九州大学総合博物館

助教 福永 将大氏
36

第２講
10月25日（水）

18：00～19：30

「おおいた北部（中津平野)の縄文遺跡

   法垣遺跡を中心に」

中津市教育委員会

浦井 直幸 氏
36

第３講
11月8日（水）

17：30～19：00
「おおいた西部(日田盆地)の縄文遺跡」

日田市教育庁文化財保護課

上原 翔平
30

第４講
11月15日（水）

12：00～17：00

【バス研修】

　おおいた南部(佐伯・豊後大野)

　の縄文遺跡

　

大分県立埋蔵文化財センター

横澤 慈 氏
24

第５講
11月22日（木）

18：00～19：30

「おおいた中部(大分平野)の縄文遺跡

　横尾貝塚を中心に」

　

大分市教育委員会

小野 綾夏 氏
27
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４．日田市埋蔵文化財センター企画展 

「じょうもん（JOMON）-大山川の縄文遺跡-」 

 令和 3・4 年度に発掘調査を行った鎌手遺跡では、土偶などの縄文時代の遺物が多数出土した。また、近年、大

山川周辺の縄文遺跡調査事例が増えていることから大山川流域の縄文遺跡、特に後期（約 4,000～3,000 年

前）に絞って出土遺物やパネルなどの展示を行った。 

開催場所 ： 日田市埋蔵文化財センター企画展示室 

  開催期間 ： 令和 5 年 10 月 10 日（火）～令和 6 年 3 月 29 日(金) 

  展示遺跡 ： 出口遺跡、鎌手遺跡、中川原遺跡、手崎遺跡、上井手遺跡 

 

５．講師派遣、視察・見学対応 

 

 

月日 派遣・依頼先 内容 対応者

4月28日 韓国康津郡（カンジングン）守視察 豆田町伝統的建造物群建造物保存地区事業の説明、保存地区の視察 田中

5月29日 ゆめさが大学OB歴史探訪クラブ 日田市立郷土史料館の見学・説明 若杉

5月25日 個人 小鹿田焼陶芸館の見学・説明 田村

6月15日 日田市三花公民館 三花を知る講義：第1講（三花地区の遺跡、出土品について解説） 上原

9月7日 日田市三芳公民館

「法恩寺山古墳群見学」対応

（三芳公民館6年生）

「地元文化財の学習」として

行時

上原

髙山

9月29日 大分県立日田支援学校 自然体験学習（火おこし体験） 上原

10月3日 高瀬公民館 高瀬史編修委員会 講師、展示見学 行時

10月27日 天瀬公民館
天瀬歴史探訪現地見学

(宇土古墳3号墳、玉来神社) 説明
上原

11月22日 沖縄県景観行政視察 豆田町伝統的建造物群建造物保存地区事業の説明、保存地区の視察 田中

12月6日 大分県立埋蔵文化財センター 考古学講座第5講「日田・玖珠の装飾古墳」講師 渡邉

12月7日 高瀬公民館
高瀬ふるさと探訪 講師、現地見学

(姫塚古墳、惣田塚古墳ほか)
行時

12月8日 三隈中学校総合学習 豆田町伝統建造物保存地区フィールドワーク 林・ワトソン

12月12日 日隈小学校 小鹿田焼陶芸館の見学・説明 加藤

12月16日 日田考古学同好会 日田考古学同好会学習会 講師 上原

12月18日 韓国横城郡（フェンソングン）教育庁視察 豆田町伝統的建造物群建造物保存地区事業の説明、保存地区の視察 田中

12月20日 玖珠町歴史学級 玖珠町歴史学級の学習会 講師 上原

1月22日 韓国潭陽郡（タミャングン）視察 豆田町伝統的建造物群建造物保存地区事業の説明、保存地区の視察 田中

2月16日 前津江小学校4年生・一般社団法人NINAU 小鹿田焼陶芸館の見学・説明 加藤

2月26日 三芳小学校4年生 小鹿田焼陶芸館の見学・説明 横尾

2月29日 東渓小学校4年生 小鹿田焼陶芸館の見学・説明 加藤
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６．施設・文化財等見学者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高瀬公民館（高瀬ふるさと探訪） 

年間見学者数

5

525

254

131

135

12,821

280

15,203

541

ガイダンス棟 1,141

1号墳 541

7,601

2

前津江郷土文化保存伝習施設

文化財名・施設名ほか

旧矢羽田家住宅

慈眼山永興寺仏像収蔵庫

日田市立郷土資料館

天瀬ふるさと資料館

鵜飼（鵜小屋）

小鹿田焼陶芸館

行徳家住宅

豆田まちづくり歴史交流館

埋蔵文化財センター

ガランドヤ古墳公園

咸宜園跡

 

 

 

 

 

 

 

 

※ガランドヤ古墳公園はセンサーによるカウントの為実際

とは誤差あり。 

 

ガランドヤ古墳石室見学風景 

旧矢羽田家住宅 

玖珠町歴史学級（おおいた西部の縄文遺跡） 

韓国康津郡（カンジングン）視察 

（豆田町伝統的建造物群建造物保存地区事業の説明、 

豆田地区の視察） 
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７．文化財防火デー 

令和 6 年 1 月 26 日は「第 70 回文化財防火デー」である。 

 文化庁と消防庁は、文化財を火災、震災その他の災害から守るとともに、全国的に文化財防火運動を展

開し、国民一般の文化財愛護に関する意識の高揚を図ることを目的に、法隆寺金堂の焼損した日である

こと、1 月と 2 月が 1 年のうちで最も火災が発生しやすい時期であることから、1 月 26 日を「文化財

防火デー」と定めている。  

 日田市においても、文化財を守るため、所有者や地域住民、関係機関、団体の協力によって、非常災害

時の迅速な防火・防災体制を確立するため、毎年 1 月に文化財防火訓練を実施しており、令和 5 年度は、

国指定重要文化財「行徳家住宅」と、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている「豆田町」にて

以下のとおり行った。 

 

① 国指定重要文化財「行徳家住宅」防火訓練 

［日 時］ 令和６年１月 26 日（金）10 時 30 分～11 時 45 分 

［主催者］ 日田市教育委員会 

［内 容］ 第一発見者による消防署への通報、見学者の避難誘導及び近隣住民による初期消火活動を

想定した訓練を実施。住民による消火器の操作訓練も実施。 

［場 所］ 行徳家住宅 

［参加者］ 夜明関町自治会及び地域住民、日田玖珠広域消防組合日田消防署 

有限会社 加藤電工、市文化財保護課職員 

訓練風景（行徳家） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「日田市豆田町伝統的建造物群保存地区」防火訓練 

［日 時］ 令和６年１月 26 日（金）10 時 00 分～11 時 30 分 

［主催者］ 豆田町伝建保存会 

［内 容］ 豆田町伝建保存会の自主防災組織による非常災害時の連絡網を利用した伝達訓練を実施。

また、既存施設の防火水槽や屋外消火栓の設備点検、AED の操作方法の講習を行った。 

［場 所］ 豆田まちづくり歴史交流館・豆田町伝統的建造物群保存地区内 

［参加者］ 豆田町伝建保存会及び地区住民（22 人）・市文化財保護課職員 

 

 

放水訓練風景 消火器操作訓練風景 
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訓練風景（豆田町） 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．資料収集・保存 

図書 

・令和 5 年度に各団体から寄贈を受けた図書 

 総数 534 冊 

（内訳：文化財機関 24 冊、大学 39 冊、博物館 41 冊、都道府県教育委員会 126 冊、市町村教育委員

会 282 冊、 

 その他 22 冊） 

・令和 5 年度購入図書 

 下記の月刊誌を定期購読 

 ・月刊文化財   ・月刊考古学ジャーナル   ・文化財発掘出土情報 

  下記の月刊誌の 1 月号のみを購入。 

 ・積算資料    ・建設物価         ・建築施工単価    ・建築コスト情報 

 

Ⅴ．その他 

① 資料閲覧 

放水訓練風景 

AED 操作講習風景 

屋外消火栓点検風景 

受付月日 閲覧日 資料名 内容 申請者 目的

5月16日 5月31日 朝日天神山古墳1号墳 水晶製三和玉

朝日天神山古墳1号墳 石枕

朝日天神山古墳2号墳 大型平底壷

朝日天神山古墳2号墳 石製表装品

伝 姫塚古墳　蛇行剣

尾漕2号墳 素環頭太刀

ガランドヤ古墳1号墳 轡

ガランドヤ古墳1号墳 鞖、鉸具、飾金具

法恩寺4号墳 鈴雲珠

塾覧、写真撮影 大分県立埋蔵文化財センター 企画展の事前調査

11月20日 11月24日 朝日天神山古墳2号墳 大型平底壷 塾覧、写真撮影 大分県立埋蔵文化財センター 須恵器大型平底壷の調査研究のため

2月5日 2月11日 朝日天神山古墳2号墳 大型平底壷 資料の実見・調書の作成、及び必要に応じて計測・写真撮影 東京国立博物館 令和5年度 科学研究費補助金による調査のため
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② 掲載申請 

 

 

 

 

③ 資料貸出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付月日 貸出期間 資料名 借用・貸出先 目的
8月17日 8月29日～9月4日 火おこし道具一式（2セット） 大分県立日田支援学校 事前学習として

8月17日 10月13日～12月27日

朝日天神山古墳1号墳 水晶製三和玉

朝日天神山古墳1号墳 石枕

朝日天神山古墳2号墳 大型平底壷

伝 姫塚古墳　蛇行剣

尾漕2号墳 素環頭太刀

ガランドヤ古墳1号墳 轡

大分県立埋蔵文化財センター 令和5年度企画展「九州・おおいたの古墳文化」の展示のため

受付月日 資料名 借用・貸出先 目的

4月1日

廣瀬家空撮、森家絵図、永山城と布政所、

紙本西国郡代陣屋絵図、廣瀬家住宅の土地建物変遷図、

史跡咸宜園跡、長福寺本堂、

個人 ガイダンス映像に使用するため

4月14日 令和3年度 日田市埋蔵文化財年報 日田市考古学同好会 会報『比多考古』作成のため

4月17日

筑後軌道豆田駅転車台跡 犬釘

報告書画像データ

平成23年度日田市埋蔵文化財年報

大分県立埋蔵文化財センター 令和5年度特集展「鉄道の考古学」の展示及び写真に利用するため

5月24日
令和3年度日田市埋蔵文化財年報

史跡咸宜園跡
日田インターネット協議会 ホームページ掲載のため

7月10日 平成6年度日田市埋蔵文化財年報 掲載写真 日田市三花公民館 三花公民館報「広報みはな№155」に掲載するため

8月9日

朝日天神山古墳1号墳 水晶製三和玉

朝日天神山古墳1号墳 石枕

朝日天神山古墳2号墳 大型平底壷

伝 姫塚古墳　蛇行剣

尾漕2号墳 素環頭太刀

ガランドヤ古墳1号墳 轡

大分県立埋蔵文化財センター 令和5年度企画展「九州・おおいたの古墳文化」の展示のため

10月13日 史跡永山城跡 -史跡永山城跡災害復旧事業報告書- 掲載写真 日田市商工観光部観光課 日田天領祭りのパンフレット掲載のため

11月16日 史跡小迫辻原遺跡 保存活用計画 掲載写真 KCVコミュニケーションズ株式会社 ニュース番組「ニュースウィークリー」で利用するため

2月19日 『吹上Ⅵ -6次調査の記録-』掲載写真 株式会社KADOKAWA 松木武彦『古墳』に掲載するため

3月21日 ガランドヤ古墳1号墳保存施設外観写真 個人 進撃の巨人コラボグッズに掲載するため

3月26日 令和4年度  日田市埋蔵文化財年報 日田市考古学同好会 会報『比多考古』作成のため
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Ⅵ．文化財保護課事業の概要 

１．【文化財管理係】 

① 文化財保存活用地域計画作成事業 

市民共有の財産である文化財の総合的な保存・活用を図るため「日田市文化財保存活用地域計画」の作

成を行い、令和５年は計画書の素案が完成した、 

② 指定文化財等保存補助事業 

  国指定重要文化財、国指定史跡の管理費と無形文化財、無形民俗文化財の保存・継承に対する補助

を行った。 

③ 鵜飼保存対策事業 

  県の無形民俗文化財に指定されている「日田の鵜飼」の保存・伝承・活用に必要な経費の一部補助を

行った。 

④ 文化財公開施設害虫防除対策事業 

文化財の公開施設において、文化財に対する有害生物の侵入・生息状況や動向を把握するモニタリン

グ調査と、その調査結果により燻蒸（殺虫、防虫等）等業務を計画的に実施することにより、貴重な文

化財の被害の防止を行うもの。令和５年度は日田市立郷土史料館と天瀬ふるさと資料館の燻蒸作業を

行った。 

 [刊行物の刊行] 

日田文化 66 号（A4 版全 77 頁） 

［内容］日田市の歴史や文化について調査・研究した成果と令和 4 年度の文化財保護課の業務内容を収録。 

 

２．【埋蔵文化財係】 

① ガランドヤ古墳群保存整備事業 

国の史跡に指定されているガランドヤ古墳群の適切な保存及び活用を図るため、史跡公園として整備を行う

もので、令和５年度は２号墳の環境調査の委託業務を実施した。 

② ガランドヤ古墳群公園維持管理事業 

国の史跡に指定されているガランドヤ古墳群の保存整備を進め、市民等の歴史学習の場として活用を行っ

た。（施設見学者の詳細は 85 ページ下段の表参照） 

③ 史跡咸宜園跡保存整備事業 

国の史跡に指定されている咸宜園跡としての活用を図るため、これまで未整備であった西家側の各種調査

成果をもとに、咸宜園跡の各種計画を定め、西家側の整備を進めるもので、『史跡咸宜園跡保存活用計画』を

策定した。 

計画書では、史跡咸宜園跡の現状と課題を把握し、本質的価値とその構成要素を明らかにし、その適切な保

存と活用方法、さらには将来的な整備の方向性を取りまとめた。また、史跡咸宜園跡の望ましい将来像として大

綱とそれらを達成するための４つの基本方針［保存（管理）・活用・整備・管理運営］を定め、それぞれの項目で

方向性と課題解決に向けた方法について検討している。 

④ 史跡小迫辻原遺跡整備事業 

  国の史跡に指定されている小迫辻原遺跡としての活用を図るため、昭和 62 年から平成 28 年までに行った

発掘調査成果をまとめた報告書を作成するための整理作業を実施するもので、令和５年度は史跡の東側で出

土した遺物の整理作業や出土遺物の実測等の委託業務を行った。 
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⑤ 史跡小迫辻原遺跡保存管理事業 

  国の史跡に指定されている小迫辻原遺跡の維持管理のため、大分県酪農組合日田支所と覚書を締結

し、除草などを行った。また、地元のボランティアや小学生と「花畑プロジェクト」として、菜の花の

種まきイベントを実施した。 

⑥ 日田市歴史読本発行事業 

日田市の歴史や文化財について、子どもたちに興味と感心を持ってもらうために、子ども向けの歴史

読本を作成、配布した。 

 [発掘調査関係] 

▼各種開発（確認・試掘） 

１）埋蔵文化財の所在の有無に関する文書及び文化財保護法の規定による届出・通知 

      民間開発・・・170 件 

公共事業・・・44 件（うち市公共 29 件、県公共 15 件） 

２）開発に伴い市教委が実施した予備調査（確認調査・試掘調査・立会調査） 

民間開発・・・22 件 

公共事業・・・1 件（うち市公共 1 件、県公共 0 件） 

▼本発掘調査（公共事業） 

１）奥谷遺跡（新清掃センター・進入路建設に伴う発掘調査） 

日田盆地の北を区切る山田原台地の北側、奥谷川沿いに広がる狭い谷で、古墳時代～古代末に営まれた

竪穴住居や掘立柱建物からなる小集落（A～D 区）と、中世の墓と考えられる土坑（E 区）が確認された。着

目すべき点として、竪穴住居のカマドから瓦が 2 点出土しており、谷あいの小集落では初例である。 

[報告書の刊行] 

１）令和４年度（2022 年度）日田市埋蔵文化財年報（A4 版全 24 頁） 

［内容］令和４年度の埋蔵文化財関係の業務内容を所収。 

２）鎌手遺跡（日田市埋蔵文化財発掘調査報告書第 144 集）（A4 版全 24 頁） 

［内容］店舗建設工事に伴い実施した鎌手遺跡の発掘調査成果を所収。 

３）史跡咸宜園跡保存活用計画遺跡 

(A4 版全 115 頁） 

［内容］国の史跡に指定されている「咸宜園跡」の将来的な整備の方向性について所収。 

 

３．【町並み保存係】 

① 伝統的建造物群保存事業 

  歴史的な町並みを維持するために、経年劣化した建造物等の修理事業や防災事業として、初期消火に有

効な屋外消火栓の設置に取組もので、令和５年度は修理事業に対する補助と、屋外消火栓の設置箇所の見

直しに係る計画の見直しを行った。 

［修理］  修理補助２件  草野家長屋（A 棟）、末武家主屋 

［防災］  伝建地区防災まちづくり計画の一部見直し 

※ 屋外消火栓の設置箇所の見直し（増設） 
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② 史跡廣瀬淡窓旧宅及び墓保存整備事業 

国の史跡に指定されている廣瀬淡窓旧宅及び墓のうち、旧宅エリアの経年劣化の著しい建築物の保存整

備に平成 27 年度から所有者が取り組んでおり、市が補助金を交付するとともに、業務支援を行っている

もので、令和５年度は南家主屋保存修理工事の実施設計を行った。 
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